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愛はお金で買えません！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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まえがき――あるいは限かぎりなき死の行進について






　みなさんこんにちは、田中信二です。

　〝かわいそうな田中〟略りやくしてかわたな……と呼よばれることが多かったりします。

　自分では変な名前だと思うのですが、前ぜん巻かんを読んだ読者の方から「なるほど、かわいそうですね！」などとありがたい感想をいただいてしまいました。

　この愛あい称しようにも説得力が増ます、というものです。




　さて、本書はテーブルトークＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイで、『アリアン

ロッド・サガ』のリプレイとしては四番目のシリーズの第二巻です。

　しかし、「ＴＲＰＧとかリプレイって言われたって分からん」という人もいるかもしれません。そんな方のために簡かん単たんな説明をさせていただきます。

　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼ばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーで行なう遊びです。プレイヤーは各自ひとりのキ

ャラクターを担たん当とうし、ＧＭの管理のもとに冒ぼう険けんへと旅立ちます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？

　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。




　本書で使用しているのは『アリアンロッドＲＰＧ』というゲームのルールです。

　いわゆる剣けんと魔ま法ほうの世界を舞ぶ台たいにした、ファンタジーと呼ばれるジャンルのゲームなのですが、この本で舞台になっている〝アルディオン大陸〟という土地では、現げん在ざい大陸全土におよぶ戦せん乱らんが巻まき起おこっています。

　そのなかで、様々な事じじ情ようにより翻ほん弄ろうされ、戦乱の時代を生き抜ぬくためにもがく人々が、このリプレイの主人公たちです。




　前ぜん述じゆつの通り『アリアンロッド・サガ』は『デスマーチ』以外にもいくつものシリーズが展てん開かいされています。

　次じ項こうに掲けい載さいされた「前巻かんのあらすじ」に続く「早わかり『アリアンロッド・サガ』」は『デスマーチ』一巻から二巻にかけて、変動したアルディオン大陸の世界情じよう勢せいを解かい説せつする記事です。さらにアルディオン大陸の知ち識しきが深まること受け合いのコミック「だいたいわかるアリアンロッド・サガ」も巻かん末まつに掲載されています。

　そのあたりの知識は大だい丈じよう夫ぶ、という方はそのまま本ほん編ぺんに進んでください。











前巻のあらすじ






　帝てい紀き八一二年一一月。誕たん生じようしたばかりの新しん興こう国フェリタニアは、ピアニィ女王の名のもとに、国内外から広くの人材を募つのった。その呼よびかけに応こたえ、多くの勇者たちがはせ参じる。そのなかには、フェリタニア第一の騎き士しアル・イーズデイルの妹で、騎士を目指す少女アキナ・ブルックスの姿すがたがあった。彼かの女じよは〝裏うら目め軍ぐん師し〟マルセル、隻せき眼がんの盗とう賊ぞくギィ、謎のエクスマキナドランらとギルド〝エンジェルファイヤー〟を結成、フェリタニア軍に参加したのだ。

　〝エンジェルファイヤー〟最初の任にん務むは、フェリタニア領りよう内ないで蜂ほう起きした、山さん賊ぞく団だん〝禿はげ鷲わし団〟の討とう伐ばつ戦だった。フェリタニアの多くの勇者たちを苦しめた禿鷲団。その石化ガス集積所の爆ばく破はと、捕つかまっている勇者の解かい放ほうという難なん事じを、アキナたちは同時になしとげる。

　続いての任務は囮おとり作戦。レイウォールとグラスウェルズという二大国の侵しん攻こうにさらされるフェリタニアを救うため、女王ピアニィは国外で決死の作戦を遂すい行こうしようとしていた。アキナは彼かの女じよの影かげ武む者しやに選ばれたのだ。ピアニィが国内にいると思わせるべく、国内各所を巡めぐり派は手でな活かつ躍やくをするアキナ。そんな彼女を狙ねらって秘ひ密みつ結社バルムンクの男〝ソードブレイカー〟が迫せまる。多くの勇者たちの助けを借り、〝ソードブレイカー〟を退しりぞけたアキナたちは、メルトランド戦役の裏うらで暗あん躍やくしていたバルムンクの恐おそろしさを知るのであった――。











早わかり『アリアンロッド・サガ』






　ここから先は、『アリアンロッド・サガ』のグランドストーリーです。『デスマーチ』の第一巻から第二巻の間に生じたアルディオン大陸の様々な出来事。それらを簡かん単たんに説明します。憶おぼえる必要はありません。流し読みして、この先よくわからなくなったら戻もどって読み返してください。また、他シリーズのネタばれに当たる内容もありますのでご注意ください。




●二大国連合軍のフェリタニア王国侵攻

　帝紀八一二年に生じたメルトランド戦役の結果、レイウォール王国とグラスウェルズ王国はメルトランド王国を東西に分ぶん割かつする形で占せん領りようしていた。

　その戦役の最中に起きた、グラスウェルズの首都での国王フィリップ暗殺計画。同国はその首しゆ謀ぼう者しやをフェリタニア王国女王ピアニィと発表した。そしてフェリタニアへ軍を差し向けることを決定。これを受け、レイウォールの指し導どう者しやヒューバード王子は、急きゆう遽きよグラスウェルズとの停戦に合意する。さらに共同してフェリタニアに侵攻するべく動き始めた。

　大陸最強の二大国の攻こう勢せいにさらされることになったピアニィはみずからメルトランドに乗のり込こむという奇き策さくを実行した。グラスウェルズの標的である自分の姿を国内から消すことで、侵攻の目標を失わせようとしたのである。最終的に、その混こん乱らんに乗じて時間を稼かせぎ、占領下にあるメルトランドの残ざん存そん勢せい力りよくと同どう盟めいし、大陸の調停役をつとめるエストネル王国から停戦命令を引き出すという作戦だったのだ。

　苦く難なんのすえ、ピアニィはメルトランドとの同盟を結実させ、無事にエストネルからの停戦命令も発はつ布ぷされたことにより、フェリタニアは最大の危き機きを回かい避ひしたのであった。
















▼キーワード

フェリタニア王国：古代の統とう一いつ帝てい国こくの名を冠かんした新興国家。

レイウォール王国：アルディオン大陸二大強国のひとつ。赤竜王国の異い名みようを持つ。

グラスウェルズ王国：アルディオン大陸二大強国のひとつ。白竜王国の異名を持つ。

メルトランド王国：レイウォールとグラスウェルズに占領された国家。

ピアニィ：フェリタニア王国を建国した若わかき女王。もともとはレイウォール王国の第二王女。突とつ然ぜん兄に無実の罪つみを着せられ、捕とらえられかけたことがある。

フィリップ：グラスウェルズ王国の若き王。実じつ務むは軍師ゴーダ伯はくが仕切っていた。

ヒューバード：レイウォールの第一王子。優ゆう秀しゆうな政せい治じ家かで、策さく謀ぼう家でもある。

エストネル王国：神竜王から統一帝の任にん命めい権けんを授さずけられた国。アルディオン大陸での国家間の争いを調停する役をつとめる。




●フェリタニア・メルトランド連合王国の成立

　二大国の連合軍が、フェリタニア侵攻を遂行している時期、それら二国に対たい抗こうするためにピアニィが提てい唱しようしたのがフェリタニアとメルトランドの連合王国化である。

　占領下にあったメルトランド王国領内で潜せん伏ぷくしていた重臣オトガルとピアニィたちの会談によって成立。ピアニィは女王スリスから王威の竜りゆう輝き石せきを預あずかっていることを示しめし、彼女の王おう権けんを保ほ証しようすること、さらに彼らの提てい示じする試練を乗のり越こえたことで信用を得た。
















▼キーワード

オトガル：メルトランドの重臣。フィリップ王暗殺を企くわだてた。

スリス：メルトランドの幼おさない女王。帝紀八一二年時点で五歳さいである。

王威の竜輝石：所有者の王権を保証する神しん秘ぴの石。大陸に七つ存そん在ざいする。




●メルトランド戦役停戦会議

　帝紀八一二年一二月下げ旬じゆん、エストネルのエル・ウィン・フリットで各国首しゆ脳のうが集まるメルトランド戦役停戦会議が行われた。フェリタニア女王ピアニィとメルトランド女王スリスが共同で提唱する両国の連合王国化は、アルディオン大陸中央部に二大国に匹ひつ敵てきする巨きよ大だい勢力の誕生を意味していた。これを嫌きらった諸しよ国こくの首しゆ脳のう部ぶは、当然のように反対の声を上げる――。しかしエストネル王国の王エル・ウォーデンはそれを押おし切きり、フェリタニア・メルトランド連合王国の成立を正式に承しよう認にんした。

　それにともない、連合王国の範はん囲いは開戦前のメルトランド王国の領りよう土どとフェリタニアのこの時点での領土を併あわせた範囲とすること、メルトランド戦役でメルトランド領内に侵入したレイウォール・グラスウェルズ軍は即そく座ざに撤てつ兵ぺいすることなどが決まった。

　また、この会議の直前の時期、レイウォール第一王女ステラがフェリタニアに参加することになった。




▼キーワード

エル・ウォーデン：エストネル国王。齢よわい八〇〇を越こえるエルダナーンの王。

ステラ：レイウォール王国第一王女でピアニィの異い母ぼ姉。優秀な将しよう軍ぐん。ヒューバードに監かん禁きんされていたところをナヴァールらに救出される。




●ノルウィッチへの遷せん都と

　メルトランド戦役が完全に終結した帝紀八一三年一月一日――フェリタニア王国は首都をバーランドからノルウィッチへ改めることを発表した。この遷都は後のちに〝ピアニィの北遷〟と呼ばれることになる。考案者はフェリタニア軍師のナヴァール。

　新首都ノルウィッチはフェリタニアとメルトランドの中間地点にある。領内でのいずれの方角で変事があった場合でも、対たい応おうしやすい土地である。ノール川の水運もあり、通商も盛さかんだ。

　遷都にともなう建けん築ちくや運うん搬ぱんで、メルトランド戦役で職しよくを失った人々に現げん金きん収しゆう入にゆうのある仕事をあてがう、という経けい済ざい政せい策さくでもあった。

　この遷都にあたって、フェリタニア第一の騎士アル・イーズデイルの実母エルゼリエ・ブルックスが大きな役やく割わりを果たしている。この大事業の費用は彼かの女じよら有力商人たちからの融ゆう資しによって成り立っているからだ。




▼キーワード

ナヴァール：大変な切れ者の軍師で、ピアニィをよく補ほ佐さしている。

アル：名だたる剣聖せいの弟子で、フェリタニア第一の騎士。メルトランドの豪ごう商しようブルックス家の男子。

エルゼリエ：メルトランドの豪商ブルックス交こう易えき商会の当主。息子のアルがフェリタニアに仕えたこともあり、同国と親しん密みつな関係を築きずいている。
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◆Preplay 01◆救いの神は、銭ぜに形がた平次？




　春はる爛らん漫まんもほど近い東京、秋葉原。

　かわたなこと私わたし、田中信二は肌はだ寒さむさの残る風を受けながら、夜の街をさすらっていた。

　何をしていたのかというと。

　急きゆう遽きよ決まった（その経けい緯いについては、あとがきを参照）『デスマーチ』シリーズの展開に悩なやんでいたのである。

　ぶっちゃけ、収しゆう録ろくも目前にせまった二巻をどういうお話にするかという明めい確かくなプランは、実はこの時、存在しなかった。




　考えあぐねた私は、「何かアイデア～」とつぶやきながら、会社の周辺をうろついていたのである。

　そして、たどり着いたのは、ご近所にある由ゆい緒しよある神社、神田明神。

　困こまり果はてた頭の中身をもてあまし、しばらくの間、神社の敷しき地ち内ないをぐーるぐーると周回する。




　人間――追いつめられると、わけのわからない行動にでるものだ。




　その足がとある記き念ねん碑ひの前で止まる――。




　そこに刻きざまれていたのは「銭形平次」という文字。

　なぜ神田明神に銭形平次の碑ひがあるのかというと、この有名な時じ代だい劇げきのヒーローは神田明神下に住んでいた、という設せつ定ていだからだ。

　記念碑の台だい座ざは、投なげ銭せんで有名な平次の武ぶ器き、寛かん永えい通つう宝ほうを、どーんと大きくしたレリーフになっている。

　なお、岡おかっ引ぴきの平次親分には八五ご郎ろうという子分の下っ引きがいるのだが、その碑も平次親分に寄より添そうようにちょこんと作られていたりする。




　で、その前に立つ私――。




「そういえば、銭形平次の武器は寛永通宝だっけか……」と、まったくもって『アリアンロッド・サガ』とは関係のない方向に、思考が向かったその瞬しゆん間かん。




　……私の脳のう髄ずいを閃ひらめきが駆かけ抜ぬけた！




「――そうかっ！　金だ！　金だ！　金なんだーっ!!」




　そこには――もし周囲に他人がいたら、警けい察さつに通つう報ほうされても仕方がないような言葉をつぶやきながら、満面の笑みを浮うかべるひとりの男がいたのだった。




　何はともあれ――。




　ありがとう銭形平次！







◆Preplay 02◆大ピンチの予兆




　色々あって、セッションの収しゆう録ろく日び。ＴＲＰＧ製せい作さく会社Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室に集まった『デスマーチ』のＧＭとプレイヤーたち……。




きくたけ：かわたな――ドリルが欲ほしいんだ！




　少年のように目を輝かがやかせ、意味不明な希望を述のべる菊きく池ちたけし。

　その姿にＧＭはセッションの先行きに漂ただよう暗雲を感じていた。

　ともあれ――。この場に集まったプレイヤー四名の紹しよう介かいをしていこう。




酒さか井い香か奈な子こ

　株式会社尾お木ぎプロ THE NEXTに所しよ属ぞくする女じよ性せい声せい優ゆうさん。菊池たけしに、とある飲み会で見いだされた期待の新星。

『デスマーチ』ではアキナ＝ブルックスを演えんじ、その旺おう盛せいなサービス精せい神しんで読者のハートをがっちりキャッチ。

　声優としての活動は『ミラクルトレイン』におけるあかり役。『地じ獄ごく少女 三みつ鼎がなえ』におけるきくり役。『らぶドル ～Lovely Idol～』における藤ふじ沢さわ瑠る璃り役、など。




菊きく池ちたけし

　通つう称しようきくたけ。ご存ぞんじ『アリアンロッドＲＰＧ』のゲームデザイナーである。これまで数々の名作リプレイを上じよう梓ししてきた。『アリアンロッド・サガ』シリーズを立ち上げ、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以下『無印』）シリーズをみずからの手で執しつ筆ぴつしている。




鈴すず吹ふき太た郎ろう

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の代表取とり締しまり役やく。『トーキョーＮ◎ＶＡ The Detonation』のゲームデザイナーでもある。『アリアンロッド・サガ』シリーズでは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』（以下『ブレイク』）シリーズの著ちよ者しやを務つとめている。




たのあきら

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の製作部長兼けん営えい業ぎよう部長であり、かわたなの直ちよく属ぞくの上司。

『アリアンロッド・サガ』シリーズではかわたなと分ぶん担たんして、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』（以下『アクロス』）シリーズと『アリアンロッド・サガ』のノベルシリーズのプロジェクトリーダーを務つとめる。

　席に着いた一同は、それぞれの表ひよう情じようで、ゲームの開始を待まち焦こがれている。

　さあ、早速セッションを始めよう――。




ＧＭ：では、今日もよろしくおねがいしまーす。まずは……。

きくたけ：ドリルなんだが。

ＧＭ：って、さっきからなんです。なんでドリルなんです。

きくたけ：それが男のロマンだから。

ＧＭ：……。

酒井：あれ？　一巻で砦とりでを修しゆう理りしてた時にドランさん、ドリルついてましたよね。

鈴吹：あれは演えん出しゆつで、正式に装そう備びしてるわけじゃないんだよ。

酒井：なるほど！

きくたけ：せっかくメカをやってるんだから、わかりやすいパワーアップをしたいんだよ？

ＧＭ：……まあ、そこまで言うなら、何か考えます（笑）。




●今回予告とハンドアウト

ＧＭ：……（今回予告を印刷した紙を各自に配りながら）では、今日プレイするシナリオの今回予告を読み上げますね。




▼今回予告

　帝紀八一三年一月。

　建国直後の危機を乗のり越こえ、新年を迎むかえたフェリタニア。だが、その影かげでフェリタニアは食糧危機の可か能のう性せいに晒さらされていた。




酒井（以下、アキナ）：ご、ごはんがぁ～。

きくたけ（以下、ドラン）：ごはんがなければ死んでしまうナリ――。

たの（以下、マルセル）：ドランもメシを食うのか？（笑）




　昨年来続いていた戦乱のため、人々は夏を越こす食糧を、十分に蓄たくわえられなかったのだ。




アキナ：（シリアスな声で）まさか……食糧を貯めるのを忘わすれてたの!?

ＧＭ：違ちがいますって（笑）。

アキナ：ですよね～（笑）。

鈴吹（以下、ギィ）：戦争してると、農業をやっている場合じゃないからね。




　この事じ態たいを解かい決けつするため、軍師ナヴァールはフェリタニアの鉱こう物ぶつ資し源げんを利用した、とある策さくをめぐらす。
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　その鍵かぎを握にぎるは鉱こう山ざん街ローンバレイ。

　しかし、バルムンクはその策を封ふうじるため、魔まの手を伸のばす。

　果たして、エンジェルファイヤーはフェリタニアの食しよく卓たくを守ることができるのか!?




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

　第三話「黄金は眠ねむらない」




　すべては竜の石の導みちびきのもとに――。




ドラン：食卓を守るような話にしては、格かつ好こういいタイトルナリ（笑）。

アキナ：もしかして、経済関係の……話ですか？（←少し自信なさそうに）

ＧＭ：はい。今回は、『サガ』シリーズでの〝内ない政せい〟的な側面を描えがければ――と考えまして。

ギィ：それで、時期は帝紀八一三年の冬なのか。連合王国の成立や遷都もあって、そういう話のネタは作りやすそうだな。




『無印』の最さい新しん刊かんである四巻までの展開により、この時期のフェリタニアはメルトランドと連合王国を形成していた。それにともない八一三年一月一日にノルウィッチが新たな首都に定められている（次の地図を参照）。
















マルセル：フェリタニアとしては、今は力を蓄たくわえる時期というところだろう。

ＧＭ：なお、この『デスマーチ』の二巻が出ると、時じ系けい列れつとしては〝サガ〟シリーズ最新のリプレイとなります。それ以い降こうに出る『無印』五巻にも、今回の任務の影えい響きようは出るでしょうね。

ドラン：フ、当然だな。むしろこれがクロスオーバーの醍だい醐ご味み。今回の任務、見事に解決してやるぞ！（←『無印』のＧＭ）

アキナ：（配られた今回予告を見ながら）あ、ローンバレイってどこにあるんですか？

ＧＭ：クロフト周辺にある鉱山街です。詳しよう細さいは後ほど……。続いてハンドアウトを読みます。今回はパーティハンドアウトを採さい用ようしています。

アキナ：パーティハンドアウト？

ギィ：ひとりひとりに用意するのでなく、ギルドなどのチームにひとまとめに向けてプレイの指し針しんを示したハンドアウトだ。

ＧＭ：今回のシナリオでは個こ々このキャラに事情があるわけではないので、こうしました。

ドラン：あくまでエンジェルファイヤーとしての活動ということか。

ＧＭ：そういうわけです。ではハンドアウトを読みますね。




▼ハンドアウト

　軍師ナヴァールから、エンジェルファイヤーに、指令がくだされた。

　鉱山街、ローンバレイの領りよう主しゆシャフトのもとに赴おもむき、その地をバルムンクの陰いん謀ぼうから守ることがその任務である。

　そこには黄金を豊ほう富ふに産出する鉱山と、レイウォール王国が残した貨か幣へい鋳ちゆう造ぞう施し設せつがある。ナヴァールは今回の食しよく糧りよう問題の解決には、この街の安全が不ふ可か欠けつと考えているようだ。




マルセル：……また、ナヴァールが色々と企たくらんでいるようだな。

ギィ：人聞きが悪いぜ（笑）（←ナヴァールのプレイヤー）。

ＧＭ：ナヴァールは〝食糧問題をこの街の黄金でなんとかするつもり〟のようです。

アキナ：つまり…………金を食べるんですか？

一同：いやいやいや（←手を振ふって否ひ定ていしながら）。

ＧＭ：なんて斜ななめ上うえの反はん応のう。その調子でお願いします！（笑）

アキナ：うぅ……（笑）。とにかくがんばります！（笑）

ＧＭ：ではみなさん、レベルアップ処しよ理りをお願いします。




　こうして、一同はレベルアップにいそしむことに。







◆Preplay 03◆新たな力を見よ




　しばらくの賑にぎやかな時間が経けい過かして、キャラクターのレベルアップの処理も終しゆう了りよう。はたしてその結果は――？




▼アキナ・ブルックス（９レベル）の場合

ＧＭ：ではアキナさんから、成長を報ほう告こくしてください。

アキナ：はーい。《ウェポンルーラー》で命中判はん定ていを２上じよう昇しようさせました。

ドラン：この娘むすめ、どこまで強くなるつもりナリ……（笑）。

アキナ：あと《カバームーブ》を２レベルにしました。いつか……いざという時、アル兄様を護まもれるように。

ドラン：ちょっ……アルなの!?（笑）

ギィ：いやいや一いち途ずじゃないか（笑）。

アキナ：はい、そういうことで！（笑）　お金がないんで、装備は変化なしです。

マルセル：前回、それほど収しゆう入にゆうがなかったからな。

アキナ：次回のセッションでは新しい剣が欲しいです！

ギィ：ドロップ品には気合いを入れねぇとな。
















▼マルセル・ベルトラン（９レベル）の場合

マルセル：スキルは《ヘイスト》を取得。セットアッププロセスで対象の行動値ちを１Ｄ＋13できるようになった。

ＧＭ：うお、高速機動部隊エンジェルファイヤーがさらに速さを追求するんですか!?

ドラン：ワタシにかけてくれれば、ローラーダッシュモードになるナリ。

ギィ：また、謎なぞの新しん機き能のうかい!?（笑）

マルセル：さらに《チェックメイト》を１レベル上げて３レベルに。これでダメージロールに３Ｄ６＋13できる。

ギィ：敵てきの急所を見み抜ぬく眼がん力りきに磨みがきがかかった、というところだろう。

アキナ：頼たよりにしてます♪
















▼ドラン・ベレレン（９レベル）の場合

ＧＭ：では、次はドランさん。

ドラン：ワタシは《ウィルパワー》を取得。〈水〉属ぞく性せい魔ま術じゆつのダメージに＋８。《ウォータースピア》を軸じくにして戦うワタシとしては必ひつ須すのスキル。

ＧＭ：謎の毒水の破は壊かい力りよくが上がった!?

ドラン：毒水……って一巻の適てき当とうな演出だから（笑）。加えて《マジックブレス》。これは、マイナーアクションを使わずに魔法を範囲攻こう撃げきにできる。フェイトがコストなんで何発も使えるわけじゃないが、勝負どころでは有ゆう効こうナリ。

マルセル：（データを確かく認にんして）……かなり魔法の破は壊かい力を上昇させてきたようだな。

ドラン：だけど、ワタシが本当に欲しいもの……それはドリル。

ギィ：どんだけ欲しいんだよ！（笑）
















▼ギィ（９レベル）の場合

ＧＭ：では、最後にギィさん。

ギィ：おう、オレの番か……。９レベルにして《バタフライダンス》を取得したぞ（笑）。回避判定に＋１Ｄ。まあ、ちっとは防ぼう御ぎよも考えよう――というとこかな。

マルセル：ＧＭの出すボスキャラが、一話、二話と強かったからな。守しゆ備びも考えようというのは道理だ。

アキナ：ううっ、前回のラスボス戦はつらかったよ～（←印象が強かったらしい）。

ギィ：そしてさらに弓の技わざを鍛きたえたぜ。《スペシャライズ：弓》を取得。種別：弓の命中判定に＋１。ダメージにも＋１できる。

ドラン：派手さはないが、確かく実じつな選せん択たくナリ。
















▼ギルドスキル

ＧＭ：今回もギルドが成長します。６レベルですね。新しくギルドスキルを取得できます。

マルセル：現在のスキルは《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《祝福》《目利き》《高機動部隊》《限げん界かい突とつ破ぱ》か。

アキナ：《蘇生》と《祝福》で、【ＨＰ】【ＭＰ】の回かい復ふくをするんでしたよね。

ドラン：そのふたつは基き本ほんね。加えてセットアッププロセスで移い動どうできる《陣形》は必須。行動値を上げる《高機動部隊》は高速機動部隊エンジェルファイヤーにとって、象しよう徴ちようみたいなものナリ（笑）。

マルセル：一ラウンドの間、判定やダメージを強化できる《限界突破》もあるし、当面押おさえたいスキルは押おさえている感じだな。

ギィ：オレは10％引きでアイテムを購こう入にゆうできる《値ね引びき》を取ることを推おしとくぜ。《目利き》でドロップ品の判定にプラス修しゆう正せいがついているとはいえ、ドランが魔法攻撃する時、《マテリアルコンポーネント》で、ぱくぱく宝ほう石せきを喰くうしな。金がかかってしょうがねぇ。

アキナ：と、いうことは……じゃあ、ドランさんのお腹なかのなかには宝石がザクザク!?（笑）

ドラン：んなわけないって!?（笑）。なんだか身の危き険けんを感じるナリ（笑）。

マルセル：ま、冗じよう談だんはさておいて（笑）。今後の装備のために《値引き》は悪くない。

アキナ：じゃあ、これらのスキルで行きます！

ＧＭ：では、オープニングに移うつります。











ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆軍師の危険な駆かけ引ひき




　新たに連合王国の首都となったノルウィッチ。

　遷都にともなう建築・土木作業により、人々が精せい力りよく的てきに働く。

　そんななか、エンジェルファイヤーはナヴァールの執しつ務む室しつに招しよう集しゆうされる。いつになく厳きびしいフェリタニア軍師の表情は、一同に下される任務の重大さを伺うかがわせた。




ＧＭ：それではシナリオスタートです。まず、今回のシナリオまでに『無印』三～四巻でのピアニィやアルたちの活躍により、大ピンチだったフェリタニアはメルトランドの両国は連合王国となって協力していくことになりました。
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アキナ：前回のお話であたしたちが国内でがんばっている間に、ピアニィ様とアル兄様たちが国外で難むずかしい交こう渉しようをやり遂とげたんですよね！（←嬉うれしそう）

ギィ：アキナもピアニィの影武者をやった甲か斐いがあったな（笑）。

アキナ：はい！

ＧＭ：その結果遷都が行なわれ、みなさんは、フェリタニアの王都バーランドから連合王国で新しく都になったノルウィッチに引ひっ越こしをしました。そこにあるノルウィッチ城じようのナヴァールの執務室に呼よび出だされたところからお話は始まります。

アキナ：あの～どうして、フェリタニアは首都を移うつしたんですか？

マルセル：これまで首都だったバーランドは山がちだったので、広がった国の首都としては不便だというのが最大の理由だな。

ギィ：前の巻で戦争してたでしょ。戦せん禍かにあって生活に困こまっている人たちを労働力として雇やとえば公共事業にもなる……みたいな面もあるんだよねえ。

ドラン：ノルウィッチは旧アヴェルシアとメルトランドの国こつ境きようにある都市だから、どちらの住民にも公平な感じを与あたえられるナリよ。

アキナ：なるほど、なるほど。いくつも理由があるんですね。

ＧＭ：ただ、なかには遷都によりショックを受けた人もいるようで。まあ、その人、お母さんやお姉さんが大の苦手のようですから。

ドラン：それはアルのことか――っ！（笑）




　アルとはフェリタニア第一の騎士アル・イーズデイルのこと。

　イーズデイルというのは偽ぎ名めいで、本名はアル・ブルックス。アキナの義ぎ兄けいである。

　言うまでもないが、ドランのプレイヤーである菊池たけしは、アルがＰＣとして登場する『無印』シリーズのＧＭである。




ギィ：ああ、アルの実家はノルウィッチ近きん郊こうだもんな。実家が近くなるってことは……。

ドラン：あの母親の近くに住むってことか（笑）。




エルゼリエ・ブルックス

　アキナとアルの母親、エルゼリエ・ブルックスはノルウィッチ近郊で、ブルックス交易商会という商家を営いとなんでいる。

　押おしが強い女性で、アルは彼女を大の苦手にしているのだ。

　もちろん、ＮＰＣとしてエルゼリエを登場させたのは『無印』リプレイのＧＭである菊池たけしである。
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ＧＭ：そして、一方で激はげしく燃もえ上あがっている方もいて――。

マルセル：む……誰だれだ？

ＧＭ：イザベラさんです。このノルウィッチを領りよう有ゆうする女伯はく爵しやくの。
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ギィ＆ドラン＆マルセル：ああ！

マルセル：そうか、城しろマニアのイザベラ・ノルウィッチかあ。

ドラン：そう言えばそんなやつもいたナリ。

ギィ：あんたが言うな！（笑）　『無印』で活躍させてたくせに。

アキナ：えっと。そのイザベラさんってどういう人なんですか？

ＧＭ：元々メルトランドの国境にあった都市、ノルウィッチを領有する女伯爵。メルトランドの王族の血も流れています。

ドラン：そしてものすごいお城マニアとして有名ナリ（笑）。

アキナ：お城マニア？　……なんかすごそう（笑）。

マルセル：政せい治じのことは二の次で、ひたすらノルウィッチ城の防ぼう御ぎよ力りよくを上げることに情じよう熱ねつを注いできたという。

アキナ：……あ、今気づいたんですけど、ピアニィ様がこの都市に遷都してきたら、イザベラさんはどうなるんですか？　クビになっちゃうんですか？

ＧＭ：いえいえ。そうはなりません。領りよう地ちと身分はそのままです。

ギィ：中世のドイツでは首都を置かずに国王が宮きゆう廷ていごと移動していたそうだからね。もちろん、イザベラが信用できる人物だからできることだけど。

ＧＭ：実のところ遷都の話が出た当初、イザベラはノルウィッチから他の領地に移動を命じられないかと、不安で夜も眠ねむれないでいたようでした、が……。

一同：が？

ＧＭ：「王都となるノルウィッチ。これからはより以上に防御力を向上させていただきたい」というナヴァールの一言で復ふつ活かつしました。

一同：うわぁ～（笑）。

マルセル：相変わらず人を乗せるのがうまいな（笑）。

ギィ：つまり、イザベラが燃もえているのは、存ぞん分ぶんに築ちく城じように打うち込こめるから、か（笑）。

ＧＭ：そういうことです。今、彼女はつやつやした顔でお城を強化しています。

アキナ：……つやつや（笑）。それにしても……遷都って色々大変なんですね。

ＧＭ：はい。そんなわけで、ノルウィッチではバーランドから引っ越してきた人たちや、その受け入れ施設を建てる人々、そしてノルウィッチ城の防御力を上げるべく奮ふん闘とうしている人たちなどで活気づいているのです。
















マルセル：まあ、この街はしばらくはそんな慌あわただしい状じよう態たいなのだろう。

ＧＭ：そんななか、いち早くバーランドから移り政せい務むをこなしているナヴァールの執務室に、皆みなさんは呼び出されたわけです。

アキナ：やっと話が戻ってきました（笑）。

ギィ：ああ、忘れかけてた（笑）。

マルセル：前回の話から大きく情勢が変わってるからな。ある程てい度ど質しつ疑ぎ応おう答とうはいるだろう。

ＧＭ：さてナヴァールの執務室です。部屋のいたるところに膨ぼう大だいな書類が積み上げられているのですが、きちんと整せい頓とんされており、彼の実務能のう力りよくの高さが伺えます。

ギィ：さすがはオレのキャラクター（笑）。

アキナ：それでは部屋に入って訊ききましょう。「ナヴァール様。今日のお呼よび出だしは何のためですか？」

ＧＭ：「君たちを呼び出したのは他でもな～い」とナヴァールが、回転椅い子すをクル～リと回して向き直ります。

ドラン：なんかナヴァールのキャラ違くね？（笑）

ギィ：………。

ＧＭ：「そ～んなことはないぞぉ～」ナヴァールはもう一回転します、グル～～リ（笑）。

ギィ：おいっ!!　ナヴァールはそんなことしねぇ―――っ!!（笑）

ＧＭ：続けます「今回君たちには――」

ギィ：待てぇ――っ!?（笑）

ＧＭ：（スルーしつつ）「――フェリタニア南部の鉱山街ローンバレイへ赴き、かの街の守備についてもらう」

ドラン：さっそくの指令ナリ。

マルセル：それだけではどうしたらいいのか分からん。もっと詳くわしく教えていただきたい。

ＧＭ：「我わがフェリタニアに重大な食糧危機が到とう来らいする可能性があるのだ」

ギィ：ここは驚おどろいておくところだろうな。

ドラン：じゃあ、驚いておこう。な、なんだってー！（笑）
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ＧＭ：進行に協力していただき、ありがとうございます（笑）。

アキナ：それで、その食糧危機が今回の件けんの始まりなんですよね。今回予告にあったように、昨年はフェリタニアもメルトランドも戦争があったから――。

ＧＭ：「特にメルトランドは、領土が戦場になったからな」

マルセル：その問題を解決するために、ローンバレイの黄金を利用するというようだが……。

ギィ：金を輸ゆ出しゆつして、対たい価かとして食糧を仕入れるってとこか？

ＧＭ：「いや。貿ぼう易えきそのものができない」

ドラン：どうしてナリ？

ＧＭ：「アルディオンの二大食糧生産国はレイウォールとグラスウェルズ。我われ々われはこの二国と昨年――」

ギィ：……戦争してたな。

ＧＭ：「したがってその関係は――」

一同：最悪ですよね――っ!?（爆ばく笑しよう）




　ようするに、戦争状態が解かい消しようされたばかりのフェリタニア・メルトランド連合王国は、大国であり食糧生産国のレイウォール＆グラスウェルズと関係が悪く、食糧が輸ゆ入にゆうできない。

　連合王国は昨年の戦乱で国土が荒あれている。即座に餓が死し者しやが出るほどではないものの、秋の収しゆう穫かく期き前（つまり夏期）になれば食糧価か格かくは高こう騰とう。都市の住民などに十分な食糧が行いき渡わたらなくなる危き険けん性せいがある。

　そうナヴァールは言う。




ドラン：確たしかに、レイウォールやグラスウェルズが、親切に食糧を売ってくれるとは考えづらいナリ（笑）。

アキナ：うーん。今すぐ、おなかが減へって死ぬ人が出るほどではないとしても、何かあったら……。

ギィ：まずいな。いったん落ち着いたとはいえ、今年中に戦争でも起きた日には、状じよう況きよう悪化は間ま違ちがいないぜ。

ドラン：またトンズラの算さん段だんナリか？

ギィ：ま、それは早いぜ。

マルセル：だな。まあ、軍師殿の策を聞いてからでも遅おそくはない（皮肉げに）。




　マルセルの言葉を受け、フェリタニアの軍師は、その策の核かく心しんを話す。




ＧＭ：「ここで鍵を握るのがローンバレイの黄金とレイウォールが残した貨幣鋳造施設だ」

アキナ：あれ？　でも、黄金があっても食糧は買えないんじゃ……。

ＧＭ：「そのとおり。だが、嫌いやがらせはできる――」

一同：嫌がらせかよっ!!（爆笑）

ドラン：ナヴァールが、なんだか黒いナリ（笑）。

ギィ：ＧＭは、ナヴァールがどんなキャラに見えてんだよ！（笑）

マルセル：……貨幣鋳造施設？　……まさか、ナヴァールは貨幣を造つくるつもりなのか？

アキナ：え？　貨幣鋳造施設って、お金を造るところでしょ？　別に問題はないような……。

マルセル：いや、この場合。大問題……というか、国こく際さい問題になると思う。

ＧＭ：「さすがは元レイウォール三二将しよう。察しがいい。実は昨年末にエストネルで開かれた会議の際さい。レイウォールの代表と対面し、交渉した。色々あったが、食糧を売ってくれないなら、レイウォールの金貨を鋳造しまくって他の国から買うしかありません、と言ってきたのだ」
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一同：なんだってぇ―――――っ[image: !!!]

マルセル：……やっぱり（笑）。

ギィ：ちょ!?（笑）

ドラン：偽にせ金がねを造つくってばらまくと？

マルセル：違ちがう。本物の金貨を造ると言っているのだ。

ドラン：え？　それのどこに問題が……ああ、そうか！

ギィ：そうか！　レイウォールの貨幣をフェリタニアでじゃんじゃん造つくられたら……。

アキナ：それって、インフレになるんじゃってこと？　……インフレでいいんでしたっけ？

マルセル：酒井さん、さすがです。その通り、貨幣の価か値ちが下がってインフレになります。……これはレイウォール側も無む視しできなさそうだな。

ＧＭ：「いかにも。早速、通商の窓まど口ぐちを開くことを検けん討とうする、との返事が来た。向こうは、不本意だろうが」

ドラン：（考えながら）……仮かりに、レイウォールの金貨の価値が半分に下がれば、金貨一億Ｇが半はん額がくの五千万Ｇの価値になるんだもんな。富ふ裕ゆう層そうの損そん失しつ額がくはでかいな。
















マルセル：一国だけの問題じゃない。レイウォールの通貨が通用しているすべての国々に影響があるから、国際金きん融ゆう市場全体にダメージが行くぞ。

ギィ：レイウォールの通貨が大陸でもっとも流通しているよなぁ。どう考えても。

マルセル：古の東ローマ金貨や、宋そう銭せんのような役割を果たしているでしょうね。

ギィ：おもしれー！　まさか自分のＰＣが国際金融市場を混乱に陥おとしいれるような真ま似ねをするとは!!（一同笑）

ＧＭ：むろん、ナヴァールのそれは方便です。今回のミッションへの導入であって、無事クリアできればそんなことは起こりません。

アキナ：そのためにも、がんばらないと！




　受けたのは嬉うれしいが、受けすぎるのも不安になるものだ。




ＧＭ：ナヴァールも本気で恐きよう慌こうを引き起こして、世界を敵に回したいわけではありません。レイウォール側を交渉に引きずり出すための策ですから。

ドラン：事情はわかるが……いちいちナヴァールが胡う散さん臭くさいナリ（笑）。

ギィ：きれい事だけでは済まないんだな（笑）。

ＧＭ：さて……改めて使者を送って意向を確認したところ、現在レイウォールを仕切っているヒューバード王子は交渉には乗ってきました。

マルセル：フェリタニアを悪者にしてあくまで突つっぱねる手もあると思うが。

ＧＭ：これが他国の代表にもナヴァールの要求が受け入れられたんですよ。

マルセル：なんだと！

ＧＭ：要するにレイウォールが食糧を適価で売ればよいのだと。他国としてはフェリタニアもうっとうしいが、それ以上にレイウォールの弱体化は望ましいわけです。

ギィ：な、なるほど。

ＧＭ：さらにナヴァールは連合王国と取引するメリットもレイウォールに提示していたのです。実はレイウォールとしても食糧を買ってくれないと困こまる人たちがいましてね。

マルセル：（少し考えて）……レイウォールは食糧輸ゆ出しゆつ国こくだったな。穀こく物もつがだぶついたら、農地を持っている貴き族ぞくや地主が大だい損そん害がいを受けるというあたりか。

ギィ：そうか。ナヴァールの提てい案あんは、レイウォールの地主にとっては渡わたりに船なんだな。

ドラン：脅おどされて仕方なくというふりをして、自分たちが損そんをしないように立ち回るナリか。

ＧＭ：そういう感じです。もちろん脅されて言うことをきいた……となるとメンツがつぶれるので、レイウォール側はあくまで「人道的配はい慮りよ」という姿し勢せいです。

アキナ：……大人って汚きたない！（笑）

ＧＭ：ともかく、レイウォールと連合王国との間に、そんな綱つな引ひきがありました。

ドラン：国際政治は魑ち魅み魍もう魎りようの巣そう窟くつナリ。

マルセル：で、背はい景けいはわかったが、我々は一体何をすればいいのだ？

ＧＭ：そう訊きかれると、ナヴァールはこう答えます。「どうやらそのローンバレイをバルムンクが狙っているようなのだ……」




　ナヴァールは一方で、秘密結社バルムンクの内ない偵ていを進めていた。昨年国内で跳ちよう梁りようしていたバルムンクの幹部モンドーラ。その痕こん跡せきを追っていた者から、報告が上がってきたのだ。

　モンドーラの残ざん党とうとおぼしき者がローンバレイを狙って活動をしているという……。




ＧＭ：「あくまで可能性ではあるが、バルムンクがローンバレイで破壊工作などの何らかの陰謀をしかけ、フェリタニアを窮きゆう地ちに追おい込こむべく動いている公算は高い」

ギィ：バルムンクがレイウォールと繫つながっているのは、ほぼ確実だしな。

マルセル：……破壊工作など……か。

ＧＭ：ナヴァールもバルムンクの存在ゆえに、レイウォールと通商を始めようと考えつつも、油ゆ断だんはできないと見ています。

ドラン：『無印』のＧＭ的にはそのへん、言げん及きゆうしづらいナリ（笑）。

ギィ：モンドーラの残党ねぇ。




モンドーラ

　アルディオンの裏うら側がわで蠢しゆん動どうする組そ織しきバルムンクの一員。十二人衆しゆうと呼ばれる幹かん部ぶの一角を担になっていた人物だ。

　おもにメルトランド戦役の背はい後ごで暗躍していた。部下のソードブレイカーらを使い、戦乱の拡かく大だいを図っていた。『無印』四巻で、ピアニィたちに倒たおされる。
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ドラン：そういや、『デスマーチ』一巻、第二話の敵のソードブレイカーもモンドーラ配下だったナリ。
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アキナ：要するに、あたしたちの任務はローンバレイをバルムンクから守ることなんですね。

ＧＭ：そうだ。バルムンクのこれまでの手法からすると、破壊工作などを用いて、貨幣鋳造の妨ぼう害がいをしかけてくることが予想される。

マルセル：正しい推すい測そくだろうな。ナヴァールの意見に同意するのは不本意だが。

アキナ：……？　なんで、そこまで予想できるの？

マルセル：ナヴァールの策は貨幣が鋳造できることが大だい前ぜん提ていだからだ。

ギィ：確かにな。金貨が造れなくなったら、そもそもレイウォールを脅おどしている今の状況が崩くずれる。

ドラン：弱みを見せたとたん、ヒューバードなら速そつ攻こうで約束を反ほ故ごにしてきても不思議はないナリ（笑）。

ギィ：はっはっは。その通りだな。

ドラン：はっはっは。その通りですよ？




　ナヴァールは『無印』二巻で、ヒューバードと結んだ約定を反故にされて、暗殺されかけたことがある。その時のプレイヤーが鈴吹太郎（ギィ）でＧＭが菊池たけし（ドラン）。




ＧＭ：なんかややこしい人間関係が交こう錯さくしていますね（笑）。

アキナ：ことの重大さは、飲のみ込こめました！　この任務に連合王国の人々の生活がかかっているんですね！

ＧＭ：「うむ、まずはその地を治めるシャフト・ヴィグラードの元に向かってほしい」

ギィ：シャフト……？　あ、ハンドアウトになんか書いてあったな。




シャフト・ヴィグラード

（52歳／男／ドラゴネット　投とう稿こう者しや：北海道　降霜さん）

　旧アヴェルシアの官かん僚りよう。ドラゴネットのアンスロック（人間に近い外見の竜人）である。アヴェルシアに愛着があり、その流れを汲くむフェリタニアの誕生にあたって仕官してきた。ケチなうえに、色々と強引な手法を用いるので、部下の受けは悪い。サングラスを愛用している。




[image: ]




アキナ：読者投とう稿こうのＮＰＣさんなんですね！

ドラン：官僚の投稿というのも珍めずらしいナリ。

ＧＭ：今回のシナリオネタの参考になった部分のあるキャラです（笑）。

ギィ：にしても、ケチで人気がない……ねぇ？　大だい丈じよう夫ぶなのか？

マルセル：ナヴァールがこのローンバレイに置いたからにはただ者ではないのだろう。あの男が無意味なことをするはずがない。

アキナ：マルセルさん……実はナヴァールさんのことを評ひよう価かしてるんですね！（笑）

マルセル：そんなことはないっ！
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アキナ：ツ、ツンデレだぁ――！（笑）

ドラン：難なん儀ぎな男ナリ～（笑）。

ＧＭ：（にやにやしながら）「私はキミを評価しているぞぉ～♪」

マルセル：……くっ！

ＧＭ：「昨年末のエンジェルファイヤーの活躍を高く評価してのことだ。……ローンバレイのシャフトの館に赴き、次なる指し示じを受けるのだ」

アキナ：わかりました！　急いで支し度たくしないと！




　と、ここで、ナヴァールの部屋にひとりの男がやってくる。




ＧＭ：そこに偶ぐう然ぜんアルがやってきます。「ナヴァールのだんな～腹はら減った～」

ドラン：ここでアル登場ナリか（笑）。

アキナ：アル兄様がお腹をすかせてる!?　フェリタニアの食糧事情がこんなに悪かったなんて!?

マルセル：いやいや（笑）。

ＧＭ：彼は剣の修しゆ行ぎようで空くう腹ふくなだけなんですが、アキナはそう結びつけた……と（笑）。

アキナ：「大切なアル兄様がお腹を空かせている。これは大変！　兄様のため、あたしがんばります！」（一同爆笑）
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ＧＭ：突然のことにピンときてないものの「任務か。なら、まあ頑がん張ばれや……なんか知らんけど」と答えるアル。

アキナ：はいっ、頑がん張ばります！（←笑顔）

ギィ：いいのかそれで？（笑）

アキナ：アル兄様の美味しいご飯のため、エンジェルファイヤー、出動します！

一同：おうっ！（笑）




　こうして……。

　一国の食糧問題に絡からむ陰謀に挑いどむことになった、エンジェルファイヤー。

　準じゆん備び万ばん端たん整えた後、アキナたちは一路ローンバレイへと向けて出発したのである。







◆Opening 02◆鉱山街ローンバレイ




　指令を受けたエンジェルファイヤーは、一路鉱山街ローンバレイを目指して進む。

　道すがら人々の様子を眺ながめれば、そこには平へい穏おんな暮くらしを謳おう歌かしつつも、ぼんやりとした将しよう来らいへの不安を見て取ることができた。




ＧＭ：というわけで、ナヴァールから指令を受けたみなさんは、貨幣鋳造施設を護まもるため、ローンバレイへと出発するわけです。その道どう程ていは何ごともありません。

アキナ：戦争も終わったしね♪

ＧＭ：そうですね。人々はすっかり日にち常じようの生活を取とり戻もどしています。ですが、よくよく見れば、なんとはなしに不安を感じている様子もうかがえます。

ドラン：不安？

ＧＭ：具体的に言うと「最近食べ物の値ね段だんが上がり気味で困るのよね～」みたいな。

ギィ：そんな奥おく様さま方がたの声が耳に入ってきた――ってとこか（笑）。

マルセル：先々の食糧が不足しそうなら、値段を高く設定するのが商売人ってものだからな。

ドラン：きっと食糧の買かい占しめとか起きているナリね。

アキナ：せ、責せき任にん重大……です。

ＧＭ：皆さんが街道を進むと、小高い山の麓ふもとあたりから、山中に向かって、へばりつくように建物が並ならぶ街が現あらわれます。周囲にあまり木々が生えていないので、視し界かいは良好です。

マルセル：そうか。金きん属ぞくの精せい錬れんの燃ねん料りよう用ように大量の木材を消費するから……。

アキナ：街の周囲の木はもう使われちゃった、ってことですよね。

ドラン：何本もある煙えん突とつから、もうもうと煙けむりが立ち上っているイメージナリ。

ＧＭ：てな感じで、ローンバレイにたどりついた皆みな様さまは、街の北にある山へ向かうことに。

ギィ：そっちにシャフトの館があるのか……。




　ローンバレイは、がっしりとした鉱員たちや、鉱こう石せきを乗せたとおぼしき荷車が頻ひん繁ぱんに行き交い、鉱山街ならではの賑にぎやかさを醸かもし出だしていた。

　一同は、その鉱山街ローンバレイの大通りを抜ぬけ、北にそびえる山を登って行く。その先には、ひときわ見事な造つくりの屋や敷しきが見えた。シャフトの館である。




ＧＭ：そういうことです。（街のマップを広げながら）この街の北にあるのがそれです。
















ドラン：ふむ。湖のほとりにあるナリ。

ギィ：で、そこのでっかそうな建物がシャフトの館なんだな。

ＧＭ：そうです。もともと、レイウォールの貴族が治めていたもので、アヴェルシア服ふく属ぞく期に金にあかせて建てたものでした。

マルセル：それを接せつ収しゆうした……と。

ＧＭ：はい。上品な白い壁かべが印象的で、そのほか要所に贅ぜいを尽つくした装そう飾しよくが見えます。そんな館に、みなさんはたどり着き、案内役のココアに導みちびかれて中に入っていきます。




ココア・クーヘン（19才／女／ヒューリン　投稿者：広島県　キラらはくさん）

　よろず商いの商人出身で、フェリタニアに共感してピアニィたちに協力。物ぶつ資しの調達が得意で、いつでも、どこへでも品物を届とどけることができるとか。ナヴァールに依い頼らいされて、シャフトの業ぎよう務むの応おう援えんにやってきている。いつも故こ郷きようの防ぼう寒かん具ぐを身に着けている北方出身の女性。
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アキナ：へぇ～。ココアさんは商売に明るい人なんだね。

ＧＭ：「アキナさんのお母様のエルゼリエさんにくらべたらまだまだです。では、こちらに～」とココアが部屋まで案内してくれます。

ギィ：で、中へ入って行く……と。どんな豪ごう華かなお屋敷かな～？

ＧＭ：しかし、館の中は殺風景な事じ務む所しよといった風ふ情ぜい。高そうなものなんて、ありゃしない。

ギィ：へ？

ドラン：なんでナリ？

ＧＭ：「ああ、それはですね。シャフトさんの方ほう針しんなんですよ」とココア。

アキナ：噂うわさではシャフトさんはケチな人……だっけ。

マルセル：ん？　節約した金はどうなってる？　まさか横おう領りよう……。

ＧＭ：「はは。あまりにケチなうえに、手しゆ段だんも体てい裁さいも選ばないんで誤ご解かいされるんですけど。あの人は、そうして生み出した金に手をつけたことはありません」

ギィ：へぇ。

ドラン：もしかして、内ない装そうが殺風景なのは……。

ＧＭ：シャフトが金目のものを全部売ばい却きやくして予算に当てたせいだそうです。

アキナ：実はいい人、ってことなんですね（←マルセルを見ながら）。

ドラン：いい人ってのはいるもんだナリ（←マルセルを見ながら）。

マルセル：待てふたりとも。……なぜ私を見ながら話す！

ギィ：いいかげん、自覚しとけってこった（笑）。

マルセル：…………。

ＧＭ：とかやっているうちに（笑）、シャフトの部屋に通されます。やはり質しつ素そな室内に、サングラスの男が座すわっています。景気の悪そうな表情をしてますね。

アキナ：え～と。エンジェルファイヤー一同、到とう着ちやくしました！

ＧＭ：（低く陰いん気きな声で）「よく来たな。……私がローンバレイ領主のシャフトだ。諸しよ君くんらのことは、ナヴァール殿どのから聞いている」

ドラン：なんでそんなぼそぼそしゃべるナリ？（笑）

ＧＭ：そういうキャラなんで（笑）。ココアも「こう見えて、有ゆう能のうな人なんですよ～」とフォローを入れます。部屋にはとりあえず座って打ち合わせできる、というレベルの簡かん素そな木材で作られた机つくえと椅子が置いてあります。そこへ、みなさんに「座れ……」と着席するよう促うながすシャフト。

アキナ：こ……これも、節約のためってこと？

ギィ：徹てつ底ていしてるな。

ＧＭ：「そうなんですよ」的にココアはうなずきます。そんなみなさんの戸と惑まどいを意に介かいさず、シャフトはナヴァールからの任務を伝えます。




　その内ない容ようはバルムンクのモンドーラ残党の動きをさぐっていた密みつ偵ていと接せつ触しよくすることだった。明日、ローンバレイ近郊の山中にある合流ポイントに向かえば、合流できるという。

　しかし、ここ数日、彼からの途と中ちゆう経過の報告が途と絶だえている。何らかの危険が待っている可能性があるらしい、とシャフトはつけ加えた……（なお、バルムンクの存在に関しては関係者以外には内ない密みつにするようにとのこと）。




ドラン：ふむ。まずは、密偵と接触しろということナリね。

ＧＭ：「危険が予想される任務だ。君たちのような実力者でないとつとまらない」

アキナ：ちなみに密偵さんはどんな人？

ＧＭ：ピスケーという男だ。




ピスケー

　隠おん密みつ剣けん士し（バニシングストライク）のふたつ名で有名。野や獣じゆう新しん影かげ流の伝でん承しよう者しやである。『デスマーチ』一話で登場し、アキナたちと共に山賊〝禿鷲団〟の討伐で活躍した。
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ギィ：おお！　ピスケーか。なら、行ってやらないとな！

ドラン：確かに〝禿鷲団〟との戦いで知り合ったけど、なんでギィはそんなに乗り気ナリ？

ギィ：ああ。「野獣新影流」の使い手、ピスケーとは、サムライ同士通じ合うものがあるんだ。……会えば武ぶ芸げいの話に花が咲さく関係ってヤツだ。要するにギィとピスケーは友人、という設定（笑）。

ＧＭ：いつの間にか、人脈を広げてますね（笑）。

マルセル：同じ国に属ぞくしてるんだ。交流が生じても不思議はない。

アキナ：とにかく、ピスケーさんはギィさんの友達ってことですね。危険な目にあってるかもしれないし、気合い入れないと。

ＧＭ：そんなアキナを見たシャフトが、ピスケーとの合流の方法について説明します。「合流ポイントはローンバレイから歩いて半日ほど場所にある山小屋だ。そこに彼が明日顔を出すはず。そこで、彼から入手した情じよう報ほうを受け取って欲しい」

アキナ：了りよう解かいです……って、そもそもなぜピスケーさんは直ちよく接せつここにこないの？

ギィ：隠密任務中だからだろう。尾び行こうがついている可能性もあるしな。

アキナ：なるほど、じゃあ、あたしたちも変へん装そうしていった方がいいかな？

ドラン：変装!?　ということは、またふたりでピアニィさまに変装するナリか？　と、モップを頭部に装そう着ちやくしながら。
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ギィ：目立ってどうする――――っ!?（一同爆笑）

マルセル：変装の目的が一八〇度違うだろ！（笑）

ドラン：残念、気に入っていたナリが……。

ギィ：そ……そうか。

ＧＭ：ま、皆さんの場合、そこまでしなくてＯＫです（笑）。




　そんなこんなで、準備を整えた一同は、明日にそなえて休むべく、シャフトの館を辞したのであった。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆夜の酒場にて




　情じよう報ほう収しゆう集しゆうのために夜の酒場へと向かったエンジェルファイヤー。

　仕事の疲つかれを癒いやすべく集まった人々が料理を楽しみ、飲み、賑にぎやかに語り合う。

　そんな喧けん噪そうに満たされた空間で、一行はひとりの男と邂かい逅こうする――。




ＧＭ：ではミドルフェイズ最初のシーンは、ピスケーとの合流地点へ……。

ギィ：おっとＧＭ、合流の約束までに、時間をとれないかな？　オレたちはこの街に来たばかりだ。夜の酒場へでも繰くり出だして、情報を仕入れたいんだが。

ドラン：本当は、酒が飲みたいだけでは？

アキナ：あはは、と笑いつつ、アキナも賑にぎやかなのは好きなので（笑）。

マルセル：私わたしは逆ぎやくに苦手だな、少しシャフトの館で調べ物などをしたいのだが――。

ＧＭ：合流は翌よく日じつでかまいません。では、ギィたち三人が酒場へ繰くり出だすシーンをやりましょう。さらに、マルセルの調ちよう査さのシーンも設もうけるということで。

マルセル：了りよう解かい。

ＧＭ：では、夜の酒場――みなさんが入ったのはなかなかに繁はん盛じようしたお店。ネヴァーフやドゥアンなどのごつい鉱員たちが目立ちます。ガヤガヤと賑やかに酒を酌み交わしてますね。

ドラン：とりあえず、どこかのテーブルにつくナリよ。

ギィ：じゃ、そのドランを見たウェイトレスさんが言う「すみません。なんでこんなところに樽たるが……すぐどけますねぇ――（ドランを抱かかえようとする仕草）……重っ!?」

ドラン：ワタシは樽じゃないナリ！（笑）

ＧＭ：ま、冗じよう談だんはさておき。何か、行動したいことはありますか？

ギィ：情報収集を狙ねらうなら賭と場ばだな。こういう酒場なら開いていそうだが？

ＧＭ：では、酒場の隅すみの方で男たちが集まり、ギャンブルに興きようじている――としましょう。

ギィ：うっし、じゃあオレも混まぜてくれよ、とその輪のなかに入ろう。酒をおごりながら仲良くなるぜ。最近この街で何か変わったことはないか、と聞いてみる。

ＧＭ：では、【幸運】の難なん易い度ど10の判はん定ていに成功すれば、ギャンブルに興じている鉱員たちと仲良くなり情報が入るということで。

ギィ：では……（ダイスを振ふる）……12で成功！




　陽気に、かつ気取らずに振ふる舞まうギィに、賭場の男たちは親近感が芽生えたようで――。




ＧＭ：ギィは周囲にすっかり溶とけ込こみます。「アニキと呼よばせてくれよ！」的に。

アキナ：おお、すご～い！

ギィ：まあ、こういう連中とはじむのは得意だぜ。

ＧＭ：では、判定に成功したギィは彼かれらからゴルドレイという男の名を聞き出します。

マルセル：ゴルドレイ？

ＧＭ：大陸全土に支し店てんを出す金融商ゴルドレイ商会の代表です。最近ローンバレイに逗とう留りゆう中で、この酒場でギャンブルに興じているようです。めっぽう賭かけ事に強い変人だとか。

ギィ：変人なのか！

マルセル：…………金融商、か。

ＧＭ：……と、そこへ、上品な風体の男が声をかけてきます。「私とひと勝負しませんかぁ～。はははん？」くるりんっ――と、指でカールしている髪かみをいじりながら。

アキナ：く、くるりん……？（笑）

ＧＭ：この人このように髪がカールになっておりまして（←絵を見せながら）。

一同：へ、変人だぁっ!?（一同爆ばく笑しよう）

アキナ：よ、横ロールの髪かみ型がた!?（笑）

ドラン：あ、あなた……もしやゴルドレイさん？

ＧＭ：（キザったらしい声で）「いかにも……。私も有名になったものだ。（アキナに向き直り）おお、美しきお嬢さんマドモワゼル。私の名はゴルドレイ。ダイス勝負で素す敵てきな時間を過すごしませんか？」――くるりん、と髪をいじりながら語りかけます。
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一同：…………ウザッ!!（爆笑）

ＧＭ：な、なにぃっ!?（笑）

アキナ：変な人がいるよ～（笑）。

ＧＭ：とはいえ、この人、それなりの〝顔〟のようですよ。周りから「ゴルドレイさんが来たぞ!?」と〝ざわ、ざわ〟と驚おどろきの声が周囲からあがります。

ギィ：こいつ、凄すご腕うでのギャンブラー？

ＧＭ：かもしれません。自信たっぷりの表ひよう情じようです。周囲からも、「ヤベェ、ゴルドレイさんが来たぜ」「ち、今日はついてねぇな」「ああ、眼めをつけられたからには、あいつらもただではすまん――」みたいな声が聞こえます（笑）。

ドラン：変な人だが、周囲の反はん応のうからすると、凄腕のギャンブラーらしいナリ。

ギィ：ま、まあ話ぐらいは聞いてやろう（笑）。どんな勝負だい？

ＧＭ：そうですねえ。賭かけ金きんは一〇〇Ｇで、【幸運】の対決にしましょう。お互い同額の掛け金を出せば勝負でき、勝利者は相手の掛け金を丸々もらえるという単純な勝負です。

ギィ：勝てば二〇〇Ｇ、負けたら〇Ｇか……。

アキナ：これぐらいなら、勝負してもいいかも。何かわかるかもしれないし。

ドラン：では、代々ギャンブルをこよなく愛してきたベレレン家の名にかけて、ワタシに勝負させて欲ほしいナリ。

マルセル：また、変な設せつ定ていを……（笑）。

アキナ：うーん、大だい丈じよう夫ぶかなぁ。……でも承しよう認にんします！




　当とう座ざのお金五〇〇Ｇを預あずかり、意気上がるドラン。




ドラン：ふっふっふ。ギャンブルの神に愛されたワタシの実力をお見せするナリ。とにかく増ふやせばいいナリよ、増やせば（一同爆笑）。
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マルセル：それはどうなんだ（笑）。

ギィ：それは全部スっちゃうフラグだろ！（笑）

アキナ：ああああ～（←後こう悔かいしているらしい）。

ＧＭ：では、一〇〇Ｇを賭けて勝負っ！

ドラン：チャチャチャチャラチャラ♪　ワタシの【幸運】は３……（ダイスを振る）……いい目で、達成値13。

ＧＭ：ゴルドレイは……（ダイスを振る）……出目は５。達成値12ですね、負けました。

アキナ：うわっ!?　二〇〇Ｇもらえたけど……。

ギィ：（達成値から逆ぎやく算さんし）【幸運】７か！　高いぞ！

ドラン：……イカサマだな！　びしっと指さす。ウィーンウィーン！（←警けい告こく音おんらしい）

ＧＭ：「勝っておいてそれはないでしょう？」と苦笑するゴルドレイ。くるりん、と余よ裕ゆうで髪をいじります。
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ギィ：お、おかしい（笑）。こっちが勝ってるはずなのになぜかムカツク（笑）。

アキナ：ちょっと解わかります（笑）。

ＧＭ：まあ、そうおっしゃらずに（笑）。「茶ちや筒づつみたいな外見して、お強いですな～。折角ですし、レートを変えてもうひと勝負しませんか？」とゴルドレイが提てい案あんします。

ドラン：し、失礼ナリ……。ちゃ、茶筒ですとぉ!?（わなわな）

ＧＭ：さて、ゴルドレイは、どかっと懐ふところから一〇〇〇Ｇを出し、卓たく上じように置いて見せつけます。「いかがですかぁ？」くるりん、と指で髪をいじりながら、挑ちよう戦せん的てきな目つきです。

ドラン：いきなり一〇倍にレートがアップしたナリ!?

ギィ：一〇〇〇Ｇだと予算オーバーだな。

アキナ：一回勝ったんで、ちょっと気がよくなっちゃいます。やっちゃえ、やっちゃえ♪　あと四〇〇Ｇの使用をＯＫします。

ギィ：やべ、アキナも破は滅めつするタイプだ（笑）。

ドラン：よし、勝負を受けるナリよ！　相手が【幸運】７、こっちが３なので、苦しすぎる……が。つーわけで（ダイスを振る）…………悪くないナリ！　12。

ＧＭ：（ダイスを振る）……12、イーブンだ。

ドラン：うむ。引き分け！

ＧＭ：じゃあ、一〇〇〇Ｇは戻もどしていいですよ。

ドラン：なんとか、損そんしなかったナリ～。

ＧＭ：ゴルドレイは、懐からさらに金貨を取り出して言います。「さあ、もうひと勝負といこうじゃないかね、はははん♪」現げん在ざい、賭け金は二〇〇〇Ｇ。

アキナ：さらにレートが上がったっ!?（爆笑）

ギィ：どうするよ？

ドラン：こ、ここで退けるかあああああぁぁぁぁっ!?

一同：ちょっと待てぇぇぇぇ―――――っ!?（一同爆笑）

ドラン：我わがベレレン家は、賭け事で負けてはならぬという家訓があるのだっ!!（一同爆笑）

ギィ：無茶な家訓だな、おい（笑）。

アキナ：じゃ……じゃあ、ドランさんを信じて……一九〇〇Ｇ渡わたしたと、メモしておきます。

ドラン：ありがとうナリ。では、ワタシのプライドを見せる……と、フェイトを１点使う。（ダイスを振る）……プライドは無かったぁっ！　出目が６なので達成値は……９！

一同：なにぃ――っ！（一同爆笑）

ギィ：こ、ここでこの低い目か（笑）。

マルセル：向こうのファンブル期待か……。

ＧＭ：（ダイスを振ふって）……出目は11。達成値は18。ゴルドレイの勝利ですね。
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ギィ：ダメかぁ――っ！（笑）

ＧＭ：「ははん♪　では、これは頂いただこう」と、積まれたあなた方の賭け金を持っていきます。

アキナ：ドランさんのバカァ――っ！

ドラン：す、すみませんナリ（笑）。フェイトを１点無む駄だ打ちしてしまったし……って、アキナさんもＯＫ出したじゃないですか？

アキナ：確たしかにＯＫ出しましたが、負けろとは言ってません！（一同爆笑）

ドラン：そりゃないナリよ――――ッ!?（爆笑）

ＧＭ：「やはり、ゴルドレイさんは恐おそろしいぜぇ」とギャラリーから声があがります。

ギィ：なに？

ＧＭ：「ああやって、圧あつ倒とう的てきな財ざい力りよくを背はい景けいに賭け金をつり上げ、勝つまで勝負をやめない――恐ろしい勝ちパターンだぜ」

アキナ：それってつまり……。

ギィ：別にゴルドレイは、凄腕のギャンブラーでもなんでもなく――。

ドラン：金にあかせて賭け金をプッシュするだけの男ってことかぁぁぁぁぁぁ――――っ！（一同爆笑）




　そのドランの発言に、ゴルドレイは不気味に微ほほ笑えみながら答える。




ＧＭ：「それが私の力なのですよ。……とにかく、これは幸先がいい。この街でのひと勝負、私がいただきということでしょうか」くるりん、と指で髪を丸める例のしぐさをして、ゴルドレイは去っていきます。

アキナ：「この街でのひと勝負？」気になる言い方ですね。ウザいですけど（笑）。

ギィ：確かに気になる。ウザいがな（笑）。

アキナ：うーん。ゴルドレイについて周りの人に聞いてみたいです。

ＧＭ：では判定しましょう。難易度11の【知力】か【幸運】の判定をお願いします。

アキナ：（ダイスを振る）やった♪　【幸運】で判定して、達成値11です！

ＧＭ：アキナは飲み客とかに話を聞くことができました。彼の変わり者ぶりの情報がわかります。今日のようにふらっとカジノに現あらわれたり、最近ではこの街の廃鉱――ジランドル廃鉱と言うんですが――を大金で買い取ったりなど。

ドラン：確かに、変なヤツナリ（笑）。

アキナ：やたらと動作がウザいし（笑）。

ギィ：……ん？　金かね貸かしが廃鉱とか買って何するつもりなんだ？

ＧＭ：さすがにそこまでは分かりません。

ドラン：ただ買ってみたかったから買っただけなのかも（笑）。

マルセル：投とう資し――か？

アキナ：本当に変わり者なんですね（笑）。

ＧＭ：とりあえず、このシーンはこれくらいで終しゆう了りようしましょう。




　謎なぞの商人ゴルドレイと邂逅したエンジェルファイヤー。

　奇き矯きような言動をするこの男は、一同に強い印象を残さずにはおかなかった。







◆Middle 02◆金の流れが示しめすもの




　アキナたちが酒場へと向かった頃ころ。

　マルセルは、シャフトの館に保ほ管かんされている公的文書のチェックを行なっていた。

　情報は人の口から告げられるものだけではなく、この書類の山にも眠ねむっているのだから。




ＧＭ：では、シャフトの館に残ったマルセルのシーンです。

マルセル：じゃあ、シャフトに言って帳ちよう簿ぼを見せてもらおう。

ＧＭ：シャフトは「ナヴァール殿どのの懐ふところ刀がたなと呼ばれるマルセルか……」と考かんがえ込こみます。

マルセル：その呼ばれ方は不本意だ。渋しぶい顔になる。

ギィ：でも、やってることを考えれば懐刀と言われるよな（笑）。

ＧＭ：「そなたならば信用しよう」と、帳簿の閲えつ覧らんを許きよ可かしてくれます。シャフトはマルセルを書類保管のための部屋に招まねきいれます。室内は膨ぼう大だいな紙の束でいっぱい。

マルセル：あ、まず確かく認にんしたい。ここの鉱こう山ざんの採さい掘くつ権けんは誰だれが持っている形なんだ？

ＧＭ：え～と……（少し考えて）それはマルセルなら知ってる情報ですね。採さい掘くつ権はフェリタニア王室が持っていて、業者が権けん利り料を払はらうことで採掘できます。で、業者たちが発はつ掘くつした金をフェリタニアが買い取って金貨などにする、という流れです。

マルセル：なるほど……了解だ。

ギィ：採掘事業は国で直ちよく接せつ経けい営えいするのではなく、民間の業者が行なうんだな。

マルセル：ドイツのフッガー家や日本の住友家も民間だったしな。

ＧＭ：では……マルセルは、具体的にどんなことを調べたいんですか？

マルセル：ローンバレイでの金の流れが見たい。

アキナ：お金の流れ？　あたしたちはバルムンクの陰いん謀ぼうを警けい戒かいするんですよね？

ドラン：バルムンクの陰謀というと、破は壊かい活動とかの印象が強いナリね。

マルセル：陰謀の形は、それ以外にもあるということさ。ナヴァールも〝破壊活動など〟といっていたしな。

アキナ：……金の流れを調べると、その手がかりを摑つかめるの？

マルセル：かもしれない。具体的に言うと「妙みように金回りのいい商人がいる」とか「鉱山の事業主に大量の金を貸かしている者がいる」など、極きよく端たんな金の動きを記録文書から調べたい。

ギィ：……ふむ。誰だれかが鉱山の権利を買いしめることを警戒しているのか？

アキナ：買かい占しめ!?

マルセル：そんなところだ。

ＧＭ：…………。




　この時――ＧＭは少々驚いていた。

　今回のシナリオの裏うら側がわで進んでいた陰謀に、マルセルが予想外の早さで迫せまっていたからだ。




ＧＭ：……ふむ。面白い視し点てんですね。

マルセル：まず、金と女を洗あらえ、というのは捜そう査さの基き本ほんだからな。

アキナ：すごい……あたし、そんなこと思いつけないです。

ドラン：ああ、普ふ通つうこんなことを探さぐるキャラも少ないナリ。

ギィ：いやぁ、マルセルのキャラならアリだろう。な、有ゆう能のうなナヴァールの懐刀さん（笑）。

マルセル：…………。

ＧＭ：なるほど……では、そのあたりの金の流れの情報を得られるかは、難易度12の【知力】判定となります。

マルセル：（ダイスを振る）……出目は５、【知力】が７だから達成値12で成功。

ＧＭ：では………マルセルは気づきます。ゴルドレイという商人がいて、何人かの鉱山事業主に融ゆう資しして、街での影えい響きよう力りよくを増ぞう大だいさせているようです。

マルセル：「鉱山の事業主に集中して金を貸している者がいる」わけだな。こ、この金の流れは！　と、驚きを隠かくせない。
















アキナ：どういうこと？　さっき会ったゴルドレイって人が、何か悪いことをするってことですか？

マルセル：……実はまだそうは言い切れない。金貸しがお金を貸かすのは当然。まっとうな商売の範はん疇ちゆうと捉えることもできる。

ギィ：まあ、タイミングからして怪あやしいのは間ま違ちがいないな。

ＧＭ：シャフトは「ゴルドレイ商会がこれほど影響力を伸のばしていたとは……」貨か幣へい鋳ちゆう造ぞうの体たい制せいづくりや重要施し設せつの警けい備びの手配などで、そこまで目を配れなかったようです。

マルセル：シャフトに聞いておこう。この金を貸して回っているゴルドレイという男は一体どういう人物だ？

ＧＭ：「身元は確たしかだ。レイウォールのノルドグラムに本店を持つ金きん融ゆう商会の代表だ」すかさずシャフトは答えます。

ギィ：レイウォール出身の商人か！

マルセル：ふむ……仮かりにテロなどで鉱山にダメージがいった場合の影響を、ここにある書類から読み取りたい。

ＧＭ：では、難易度14の【知力】の判定をお願いします。

マルセル：……（ダイスを振る）……15で成功だ。

ＧＭ：出ましたか……。バルムンクのテロなどで鉱山が営えい業ぎようできなくなった場合、ですが。ほとんどのケースで事業主は経営に行いき詰づまるでしょう。







マルセル：だろうな。その場合、ゴルドレイはどうやって貸した金を回かい収しゆうすることになっている？
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ＧＭ：鉱山の採掘権をゴルドレイに譲じよう渡とするという契けい約やくになっていますね。

ギィ：……ってことは、バルムンクに鉱山を爆ばく破はでもされりゃ、金貨の鋳造ができなくなるだけでなく、このあたりの採掘権まで持ってかれるってことか。

アキナ：何が問題なのか、なんとなくわかって来ました。

マルセル：証しよう拠こはないがな。

ＧＭ：シャフトもそのことに気がつき、冷ひや汗あせをたらりと流します。「ま、まさか……」

マルセル：このゴルドレイ、マークしておいた方がいいかもしれん……。

ドラン：あの男……ただウザいだけの男ではない、ということナリか？

ＧＭ：というところで、シーンを終了します。







◆Middle 03◆再さい会かいは復ふく讐しゆうと共に




　一夜明け、ピスケーとの合流地点へ向かった一行。

　好天に恵めぐまれ、やや冷たいが爽さわやかな風がそよぐなか、指定された山小屋へとやってきた。

　平へい穏おんそのものに見える山の風景……。しかしそこには、とある悪意が溶とけ込こんでいた。




ＧＭ：次は、全員登場でピスケーと合流するシーンとなります。さきほど言ったとおり、ローンバレイから半日ほど歩いた山中……そこの山小屋が合流場所ですね。空気は肌はだ寒さむいですが、道中は穏おだやかな日差しのなか進んでいけますよ。

ギィ：じゃあ、山道を歩きながら、ギィは蒼あおい顔をしながら進んでるぜ。

アキナ：ギィはどうしたの？　こんなにいい天気なのに！

ギィ：二日ふつか酔よい（笑）。うー、気持ち悪ぃ、頭痛ぇ。

ドラン：まったく、飲のみ過すぎナリよ（笑）。

マルセル：どんだけ飲んだんだ？（笑）

ＧＭ：さて皆みなさんは山小屋の前に来ました。あたりは静かでぱっと見、異い常じようはなさそうです。

アキナ：何もない――というのが、むしろ怪しいですね！

ドラン：アキナも冒ぼう険けん者しやっぽくなってきたナリ（笑）。

ギィ：よし。人の出入りした痕こん跡せきがあるか調べてみるぜ。

ＧＭ：では【感知】判定を行ないましょうか。難易度は12で。

ギィ：（ダイスを振る）……失敗。もう今日は役立たずだぜ～。二日酔い、二日酔い（笑）。

ドラン：ひどい言いいわけナリ（笑）。

マルセル：なら《スタンドバイ》のある私が調べよう。（ダイスを振る）……18で成功だ。

ＧＭ：では、小屋の前にふたつの足あし跡あとを見つけます。足跡のひとつはヴァーナの成人男だん性せいサイズの足跡。もうひとつは、ヒューリンの子こ供どもかフィルボルか、といった小さなサイズの足跡。そのいずれもが小屋の中に入っています。

ドラン：ふむ。……この足跡はなんナリかな？

ギィ：〝ヴァーナの成人男性〟というのはピスケーだろう。あとは中に入らなきゃ分からん。シャフトから聞いていた暗号にしたがって、扉とびらをノックするぞ。

ＧＭ：へ？　……暗号、あるんですか？

ギィ：こういう時はそういう暗号を用意するもんなんだよ！（断だん言げん）　ほら、密みつ偵ていなんだしさあ!?　とにかく、こういう時は雰ふん囲い気きが大事なんだよ、雰囲気がっ！

アキナ：ギィのこだわりなんですね（笑）。

ＧＭ：で……では、シャフトが暗号を教えてくれていた、とゆーことで（笑）。ですが、ギィが暗号どおり扉をノックしても中から反応は返ってきません。

ギィ：返事はなし……か。

ドラン：なら、こっそり裏うら手てに回ってみよう。

ＧＭ：裏うら手は切り立った崖がけ……。

ドラン：あぁ――――っ！（←だんだん声が小さくなる演出つき）

一同：…………落ちるなよっ!?（一同爆笑）

アキナ：は、早すぎです（笑）。




　状じよう況きよう描びよう写しやした瞬しゆん間かんに転落するのはやめていただきたい。




ギィ：そもそもドランは《フライト》持ってただろ！（笑）

ＧＭ：《フライト》を使用すれば、問題なく裏手に回れます。

ドラン：では《フライト》を使用。ふよふよ浮うきながら、崖をものともせずに裏手へ。

ＧＭ：裏手には窓まどがありますが、鎧よろい戸どが閉しまっていて中はのぞけません。

ドラン：ちょっ、鎧戸？　裏に回った意味が全然ねぇ――！（笑）

ギィ：そうだ！　山小屋の中を聞き耳してみるぜ。

ＧＭ：了解です。【感知】判定してみてください。

ギィ：（ダイスを振る）……達成値は12。

ＧＭ：では、……中から、かなり苦しげなうめき声が聞こえてきます。

ギィ：ピスケーか!?　ドランはいないが……一刻を争う状態だとマズイな。中に入る。

ＧＭ：鍵かぎは掛かかってないので、ギィは遮さえぎられることなく、扉を開けて中に入っていきます。

アキナ：気をつけてくださいね。と、ギィのあとをついていきます。

マルセル：では、さらにあとに続く。

ドラン：お、置いて行かれたナリ！

マルセル：あとから来ればいいだろう。

ＧＭ：では中に入った三人は、軽くぎしぎし軋きしむ床ゆか板いたを進んだ部屋の奥おくで――縛しばられ、猿さるぐつわを嚙かまされているピスケーを発見します。

ギィ：大丈夫かピスケー――っ!?　と、心配しつつも部屋の中を調べよう。他に人は？

ＧＭ：他に人はいません。部屋の調査はエリア探たん査さをお願いします。

ギィ：エリア探査か……。

ドラン：この展てん開かい、絶ぜつ対たい何かあるナリ。

ギィ：まあ、やってみるぜ……（ダイスを振る）……おっ、クリティカル！

ＧＭ：ああ、クリティカルなら、トラップの内容までわかりますね。縛られているピスケーの近くに〝爆破缶かん〟が設せつ置ちされています。

ギィ：やべ……爆ばく弾だんだぁ――っ!!　とみんなに警けい告こくの声を上げる。
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アキナ：ううっ。またこんな展開……。

マルセル：む。それは、ピスケーを解かい放ほうすると連動して小屋ごと爆ばく発はつするのか？

ＧＭ：そういう仕掛けはありません。時じ限げん式しきのようですね。

ギィ：なら、とりあえずピスケーの縄なわと猿ぐつわを外すぜ。

ＧＭ：（シリアスな声で）「エンジェルファイヤーか。危あぶない、これは罠わなでござる！」と解放されたピスケーが言います。

ギィ：見りゃわかるだろ！（笑）

アキナ：今さらすぎです！（笑）

ＧＭ：ですよね～（一同爆笑）。

ギィ：とにかく、すぐに逃にげるぜ！

ＧＭ：……と、突とつ然ぜん小屋入り口付近の空間が歪ゆがみ、ひとりのフィルボルの少女がにじみ出るように姿すがたを現あらわします。

アキナ：……え？　これまで、誰もいなかったのに？

マルセル：《テレポート》か何かで転てん移いしてきたのか!?

ＧＭ：いや、特とく殊しゆな方法で皆さんの視し界かいから、隠かくれていたようです。

ドラン：光学迷めい彩さいか！

マルセル：言葉だけ聴くとＳＦっぽいな（笑）。

ＧＭ：ま、『アリアンロッド』はかなり錬れん金きん術じゆつが発達してますからね。

ドラン：なにしろ、レールガンのある世界（笑）。

ＧＭ：さて、彼かの女じよは皆さんに対し「はーい、ユウナでーす。よろしくぅ！」とぐっと親指を立てながら、こうキャピキャピした感じで自じ己こ紹しよう介かいしてきます。
















一同：…………は？

ＧＭ：……ん？　聞こえなかった？　「はーい、ユウナでーす。よろしくぅ！」ともう一度、ぐっと親指を立てながら、自己紹介します。

ギィ：聞こえなかったわけじゃね――っ!?（一同爆笑）

マルセル：急にテンションの違ちがうヤツが出てきたんで戸と惑まどっただけだ（笑）。

ドラン：こ、このすっとこどっこいめ～（わなわな）。

ＧＭ：こ、こりは失礼（笑）。

アキナ：えーっと、初めまして……？

マルセル：り、律りち儀ぎだ（笑）。

ＧＭ：「んもう、ノリがわるぅ～い！　堅かた苦し～いっ！　こう言った方がいいのかな、〝ソードケイン〟のユウナって」

ドラン：なぬっ!?　こいつバルムンクナリか！

マルセル：秘ひ密みつ結社バルムンクの幹かん部ぶは、ふたつ名に武ぶ器き名がつくという慣かん例れいがあるからな。

ギィ：ソードケイン……仕し込こみ杖づえ……だな。

アキナ：姿を隠す技を持ってるんですね。強敵なのかな？

ＧＭ：なお、ユウナは投稿キャラクターです。




ユウナ・スカイアー（16歳さい？／女／フィルボル　投とう稿こう者しや／埼玉県　SHOCK.Sさん）

　錬金術による発明を得意とするバルムンク。隠おん密みつ任にん務むも行なう。ソードケイン（仕込み杖）の二つ名は、様々なギミックを駆く使しする戦い方から。外見は少女だが実じつ年ねん齢れいは不明。
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ＧＭ：彼女は「こうも簡かん単たんに引っかかってくれるなんて、お間ま抜ぬけさんですねー。ここで死んでいってください♪」と言います。

ギィ：なんつーか、すごいキャラが来たな！（笑）　いちいち、発言がイラッとくるし（笑）。

ＧＭ：さて、そのユウナが二、三歩あとずさると、それまで彼女の居いた空間に、大きさ五メートルくらいのドラム缶かんに手足がついた物体が忽こつ然ぜんと出しゆつ現げんします。またしても、何もない空間からふっ……と。

ギィ：ド、ドラン。いつのまにそんな大きくっ!?

ドラン：それはワタシじゃないナリよ!!（一同笑）

ＧＭ：ま、違ちがいますね（笑）。「これはサイコドラン。わたしの作り上げた最強の操そう縦じゆう型ゴーレムだよ♪」とユウナは言います。

ギィ：サイコドラン……ネーミング、ダサくね？

ＧＭ：「ひど～い♪　そんなこと言う人はしまっちゃうよ！」と、ユウナはそのサイコドランを使い、がれきを積み上げて山小屋の入り口をふさぎ始めます。

ギィ：げっ、爆弾と一いつ緒しよに閉とじこめられてたまるか！　脱だつ出しゆつするぞ！

ＧＭ：そこをすり抜ぬける場合、中にいた人は各自【敏びん捷しよう】の難易度18で判定してください。成功した方は脱出できます。ピスケーはケガしているので、彼を連れ出す人は達成値にマイナス５の修しゆう正せいがつきます。

アキナ：早く脱出しなきゃ！　って……あたしの【敏捷】だとつらい。

ギィ：ピスケーを抱かかえていると、正直フェイトを突つっ込こんでも、失敗するかもしれん。ＧＭ、爆弾を解かい除じよすることは可か能のうか？

ＧＭ：トラップ解除で難易度14で判定できます。

アキナ：うーん。

ギィ：爆弾をなんとかする方向でいこう。

マルセル：だな。フェイトを投入して強行突とつ破ぱしても、確かく実じつに成功するとは言えん。ひとり残された私が低い【器用】でトラップ解除などという展開になったほうがマズイからな。

アキナ：なるほど。それに任務的にピスケーさんを助けないといけないですしね。




　三人が爆弾を解除する方ほう針しんで室内に留とどまったため、ユウナはサイコドランでがれきを積み上げ、小屋の入り口を封ふう鎖さしてしまう。




ギィ：――これで、爆弾を解除するしかないってこった。

ＧＭ：では、中の三人が爆弾処しよ理りをすることになるのですが――その判定の前にユウナとドランの会話が発生します。

ドラン：ワタシは外に残されていたナリね。んじゃ、サイコドランがバリケードを積み上げる音に気がついて、表に戻もどる。

ＧＭ：するとドランはユウナとばったりと出くわします。

ドラン：では、ユウナを見るや――お前はワタシをこんな体にしたバルムンク!!

一同：ええ――っ!?（笑）

アキナ：そうだったんですか、ドランさんの宿しゆく敵てきですね！

ギィ：いや、菊きく池ちさんが勝手に言ってるだけだから（笑）。

マルセル：また適てき当とうなことを……（笑）。

ＧＭ：…………実は、そのとおりでして。

ドラン：…………へ？

一同：なんだってぇ――――っ!?

ギィ：こいつは、ひょうたんからコマってヤツだな（笑）。

ＧＭ：彼女はドランの今のボディを作成した錬れん金きん術じゆつ師しです。ユウナの設定で、ゴーレムなどを発明する錬金術の使い手とありまして。そこを結びつけさせてもらいました。

ドラン：では改めて。「お、お前はっ!?」自分のボディを作成したヤツと再会して驚きます。

ＧＭ：「お久ひさしぶりぃ、ドラン君♪」

ドラン：ま、まさかこんなところで会うとは……！

ＧＭ：「せっかくボディを作ってあげたのに、逃にげちゃうんだもん。心配したんだぞ★　やっぱり、脳のう改かい造ぞうを他人任まかせにしちゃだめだよね♪」

ドラン：なんか本当にイラッとするなコイツっ！（笑）　ふ、ここであったが一〇〇年目。決着をつけるナリ！

ＧＭ：「あたしも、フェリタニアなんかに与くみするあなたを許ゆるしちゃおけないしぃ～。でも、今は忙いそがしいからあとでね！」

ドラン：貴き様さまらバルムンクは、この街で何をするつもりナリかっ!?

ＧＭ：「教えてあげな～い。邪じや魔まするつもりなら、ひとりでがんばってね。お友達は助からないだろうし。じゃ～ね～♪」と言って、彼女はサイコドランの肩かたに座すわり、登場時と同様にその姿をかき消し、この場から去っていきます。

ドラン：待つナリ――！　と、あとを追いたいものの……。くっ、今は、小屋の方が心配ナリ。

ＧＭ：では、視点を再ふたたび内部に戻しましょうか。




　小屋の中では、アキナたちが爆破缶を前に、頭を悩なやませていた……。




マルセル：さて、どうしたものか。

ギィ：解除するしかないだろう。

マルセル：確認するが、時間的な猶ゆう予よはどれくらいあるんだ？

ＧＭ：爆破缶に表ひよう示じされているタイマーを見るに、あとわずか……。具体的に言って、各自一回、判定ができるってとこですね。

ギィ：およそ一ラウンドってとこだな。




　と、ここでアキナがひとつのアイデアを出す。




アキナ：……爆弾って前の爆破缶なんですよね。なら、遠くに放り投げられませんか？

マルセル：……おおっ、それは面白そうだ。

ギィ：ドランが外から見たところによると、崖の側の窓は鎧戸が閉まってるぜ……。

アキナ：なら、力ずくで鎧戸を開ける！
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ギィ：力強いな……おい！（笑）

マルセル：室内からだから、さっきと違ちがって開きそうではある。

ＧＭ：アキナの提案でいく場合は難易度14の【筋きん力りよく】判定に成功すれば、鎧戸を開けて、爆破缶を被ひ害がいが出ない距きよ離りに投げられるとしましょう。

ギィ：爆破缶を投なげ捨すてるとか、派は手でだよなぁ。（アキナのシートを確認し）おっ!?　アキナ……【筋力】だと９＋２Ｄか……オレのトラップ解除より確かく率りつ高いし!!（笑）

アキナ：ではやります！　えーいっ！（ダイスを振る）……あ、達成値18で成功です！

一同：よぉ――しっ！

アキナ：じゃあ、両手剣けんで鎧戸をたたき割わります。そして、むんずと爆破缶を摑つかんで、崖がけ下したへ放り投げます！　とりゃ――――っ!!

ＧＭ：ぶち破やぶられた鎧戸から、爆破缶は放物線を描えがいて飛んでいきます。それは空中で閃せん光こうを放ったかと思うと……炸さく裂れつ。衝しよう撃げき波はが小屋を揺ゆらします。

アキナ：あ、危あぶなかったぁ――っ!?

ＧＭ：ええ、危き機きは一いつ旦たん去りました。バリケードは時間をかければ撤てつ去きよ可能。しばらくすれば脱出できます。「助かったでござる」と礼を言うピスケー。

ギィ：まあ、気にすんなって。

マルセル：ふん、このままでは、足手まといもいいところだ。……傷きずを負っているピスケーに《ヒール》を。
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アキナ：やっぱり、いい人ですね！（笑）
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マルセル：この状況で、放置するわけにはいかん（むすっと）。

ギィ：じゃあ、落ち着いたところでピスケーに聞こう。まず、あのユウナというローンバレイを狙ねらっているバルムンクについて。

ＧＭ：では「恐おそるべき相手……拙せつ者しやの野や獣じゆう新しん影かげ流をもってしてもかなわぬ」と語り始めます。




　ピスケーの語った内ない容ようは以下のようなものだった。




・〝ソードケイン〟のユウナは錬金術を得意とするバルムンクである。

・モンドーラに好意を抱いだいていた。彼を倒たおしたフェリタニアへの復讐を目的に動いている。

・彼女はみずから開発した高こう性せい能のうの爆弾をローンバレイ近きん郊こうに大量に持もち込こんでいる。




ドラン：それにしても、モンドーラにそんな相手がいたとは……読者の思考っつうのは無む限げんだなぁ（←しみじみと感心しながら）。

ギィ：確かに、バルムンクもいろいろあるようだ（笑）。

アキナ：ていうか、大変なのは〝高性能爆弾〟ですよ。バルムンクは、やっぱりローンバレイで破壊工作をするつもりなんですね。

マルセル：……そのようだな。

ギィ：まあ、ピスケーから情報を得たし……シャフトのところに報ほう告こくに行くか。

ＧＭ：そのピスケーですが、深ふか傷でを負っていてしばらく療りよう養ようが必要な様子。「……これ以上は手伝えそうにないでござる。面目ない」とすまなさそうです。

ギィ：いや、お前はいい仕事したぜ。ちゃんとナヴァールにそれを知らせたから、オレたちが来たんだ。と、ピスケーをねぎらおう。

マルセル：では、彼をもっとも近い療養所などに連れて行ってから、帰き還かんするか。

ＧＭ：では、シーンを閉とじましょう。







◆Middle 04◆残念な食しよく卓たくで――




　山小屋で出会ったバルムンク――〝ソードケイン〟のユウナ。

　フェリタニアへ害をなそうという敵てきと、彼かの女じよがもちこんだ爆ばく弾だんについて報ほう告こくするため、アキナたちはシャフトのもとへやってきた。




ＧＭ：このシーンは、先さき程ほどの件けんをシャフトの館で報告をするシーンです。今は食事時なので、みなさんは大食堂へとおされます。シャフトは会食しながら報告を聞くつもりのようです。

アキナ：やった～♪

マルセル：喜ぶのは早いぞ。このパターンだと……。

ＧＭ：ふふふ。そのとおり。大食堂は、なんだか古ぼけた机つくえと椅い子すがならび、卓たく上じようの皿の数も非ひ常じように少なくとても寂さびしげなカンジ。

アキナ：な……。

ＧＭ：卓上に並ならぶディナーは、干ひ物ものっぽい川魚と、豆が一粒つぶ入ったスープとか。

マルセル：あとは、カチカチに固いライ麦パンとかな。

ＧＭ：と、まことに残念な食卓が皆みなさんの前に展てん開かいされるわけです。

アキナ：あああああ……（←すごくがっかりした表ひよう情じよう）。




[image: ]




ドラン：ワタシは、鉱こう石せきやオイルが好物ナリ～（笑）。

ＧＭ：「鉱こう物ぶつ資し源げんはフェリタニアの明日を担になう資源なのだ。貴き様さまになどやれるか」とぶっきらぼうに答えるシャフト。

ドラン：端はしっこで錆さびて、ちっちゃくなってます。

アキナ：あ……ドランがいじけちゃった（笑）。

ギィ：じゃ、そろそろシャフトに報告する。バルムンクについてピスケーが調べた情じよう報ほうを。

ＧＭ：報告を聞いたシャフトは「なにっ！　高性能爆弾がこのローンバレイに持もち込こまれたというのか」と言って、胃薬を取り出して煽あおります。

アキナ：神しん経けい質しつな人なんですね（笑）

ＧＭ：爆弾による破は壊かい活動を防ぼう止しするべく、彼かれはローンバレイの貨か幣へい鋳ちゆう造ぞう施し設せつおよび、金きん鉱こうの警けい備びの増ぞう強きようを決けつ断だんします。「今、その二カ所を爆ばく破はされるわけにはいかん」

アキナ：貨幣の鋳造ができないと、食糧不足が発生するかもしれませんからね。

マルセル：ふむ。正しい対たい処しよだな。シャフトも優ゆう秀しゆうな領りよう主しゆなんだろう……。

ＧＭ：で、シャフトはローンバレイの地図（後述参照）を広げながら「この金鉱には誰だれを、貨幣鋳造施設には誰を……」と、警備人員の配置を考えながら、ぶつぶつつぶやき始めます。

マルセル：その地図を、私わたしにも見せてくれ……（しげしげと見る）。そう言えば……こんな配置をどこかで…………。




　ここでマルセルのプレイヤー、ローンバレイの地図を見ることしばし……。

　どうやら何かに気づいたようで……。
















マルセル：これは多分……そういうことかな？　では言うぞ。（わざとらしい口調で）「ふぅ、危あぶないところだったな。このジランドル廃鉱を買い取られてでもいるとマズかったな」

アキナ：それってどういう……？

マルセル：私なら金鉱と湖の中間地点にあるこの廃鉱を利用する。坑こう道どうを延のばしたり、爆弾を使ったりして、湖の底を抜ぬき……金鉱を水すい没ぼつさせるか、街に水を流ながし込こむか……。だが、まあ、こんなことを考えるヤツは、私以外にはいまい……はっはっは」

一同：…………。




　あらためて地図をしげしげと、見つめる一同。

　つつっ――と、眼めをそらすＧＭ。




アキナ：そ、それアタリじゃないですかねっ!?（笑）

ドラン：ＧＭが今、眼をそらしたし！（笑）

ギィ：『００７』の映えい画がに、そういうしかけの話があるな。悪役がシリコンバレーを水みず浸びたしにしようとするんだ（笑）。

ＧＭ：…………そ、そうっすね～。




　さすがに社長にはバレてたか……。おそらくマルセルのプレイヤーも……。告白すると、ＧＭはそのあたりの作品をネタもとにしていたのである。




アキナ：こ、これはマズイかも～っ!?（笑）

ドラン：たいしたものナリね、マルセル殿どの（笑）。ぽんぽんと、マルセルの肩かたをたたく。

マルセル：ど、どうしたお前たち……。（わざとらしく）誰かが廃鉱を押さえていたとでもいうのか？　と、ゴルドレイが廃鉱を買ったという情報を持ってないマルセルは困こん惑わくします。
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アキナ：あ、マルセルには伝えてなかったね。ゴルドレイが廃鉱を買ってたこと。

ドラン：まあ、プレイヤーは知ってますが（笑）

マルセル：（わざとらしく）な、なんだって――っ!?（一同爆ばく笑しよう）

ギィ：さすが裏うら目め軍ぐん師し（笑）。

アキナ：ああ、こんなこと考える人は自分だけって思ってたとこが、裏目なんですね（笑）。

ドラン：そこまで自分のキャラ設せつ定ていの演えん出しゆつにこだわるか（笑）。何か予想する時、どこかに裏目要よう素そを入れるだけで大変だろうに。なんつーか（笑）。

マルセル：我われながら難なん儀ぎな設定のキャラを作ったものだ。




　本当に難儀な話である。




マルセル：そうそう。こっちもゴルドレイが融ゆう資しを通じて、ローンバレイ鉱こう山ざん事業主に影えい響きよう力りよくを強めているということを、説明しておこう。

アキナ：ゴルドレイ……ますます怪あやしいですね。やっぱりバルムンク？

ギィ：……うーん。今のところは証しよう拠こがない。マルセルの意見も推すい理りにすぎないな。

ＧＭ：話を聞いて、シャフトは困惑します。爆弾対たい策さくとして警けい備び兵へいを増強することもあって、ゴルドレイの調ちよう査さに回す人材が十分に用意できないようです。

ギィ：まあ、そのあたりの調査はこっちの方が得意だろう。

マルセル：確たしに金鉱と貨幣鋳造所の警備をおろそかにはできまい。

アキナ：じゃあ、ゴルドレイや廃鉱の調査はエンジェルファイヤーがやります。

ドラン：確たしかに。それにワタシのボディを造つくったユウナも気になるナリ……。

ＧＭ：シャフトはアキナの提てい案あんを了りよう承しようします。では、情報収しゆう集しゆうしてみましょうか。ゴルドレイとユウナについて、調べる人はそれぞれ【知力】で難なん易い度ど12の判はん定ていです。

マルセル：私がゴルドレイを。（ダイスを振ふる）……達成値15。

ＧＭ：すると、ゴルドレイ商会の支し店てんと、本人が滞たい在ざいしている別べつ荘そうの位置がわかります。

アキナ：次のシーンで、乗のり込こみましょう。

ドラン：では、ユウナについて。（ダイスを振る）……達成値15。

ＧＭ：〝ソードケイン〟のユウナについての耳よりな情報を入手します。先程判はん明めいしたゴルドレイの別荘周辺で、彼女らしいフィルボルを見かけたという目もく撃げき情報が。

ドラン：このふたり、繫つながっているのか……話が早いな（笑）。

マルセル：〝彼女らしい〟だから、まだわからないがな。

ＧＭ：では、このシーンは以上です。次のシーンでは、これまでに情報収集でわかった重要ポイントに行っての調査となります。







◆Middle 05◆帳ちよう簿ぼは語る




　エンジェルファイヤーは事じ件けんの裏をとるため、それぞれの目的の場所へ向かった。

　マルセルがやってきたのは、ゴルドレイ商会のローンバレイ支店。

　敵が商人ならば、その帳簿には必ず陰いん謀ぼうの痕こん跡せきが残されるはず。

　膨ぼう大だいな数字の密みつ林りんをかき分け、真実に至いたる力を持つ者は、四人のなかで彼しかいなかった。




ＧＭ：では、次のシーンです。アキナたちは以下の三カ所に行くことができます。




・ゴルドレイ商会の支店

・近くでユウナの目撃情報があったというゴルドレイの別荘

・ゴルドレイの買い取ったジランドル廃鉱




ドラン：う～ん。最終的には廃鉱に行くことになる気がするナリ。

マルセル：その前に証拠は押さえておきたいな。とすると、別荘か？

ギィ：支店に揺ゆさぶりに行くのも悪くないぜ……。




　今後の行動について、相談する一同。その結けつ論ろんは――。




マルセル：まず私から支店の調査をする。シャフトの協力を得て、フェリタニアの公的機関のチェックという名目で。不正取引の調査と言い、正面から文書を検あらためさせてもらう。

ＧＭ：わかりました、ではマルセルのシーンからやります。

マルセル：了解。ひとりで行くのも危き険けんだし、護ご衛えいが欲ほしい。あと、シャフトから今回の捜そう査さの正せい当とう性せいを公的に保ほ証しようする書類を用意してもらいたい。

ＧＭ：分かりました。シャフトの了解のもと、捜査の命令書が発行されます。またマルセルの護衛のため、リコとシードという二名が随ずい行こうします。ふたりとも投とう稿こうキャラです。




リコ・シルマリル（女／23歳さい／ネヴァーフ　投とう稿こう者しや：静しず岡おか県けん　ソフィルノさん）

　元アヴェルシア王国にて、マリア王おう妃ひの護ご衛えい兵へいだった女じよ性せい。若じやく年ねんだった当時、何もできなかった自分を悔くい、フェリタニア王国に参加した。ローンバレイにて、守しゆ備び隊たいを率ひきいている。
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アキナ：元はアヴェルシアに仕えていた人なんですね。

ドラン：ワタシもこの姿すがたになる前に、知り合いだったことにしたいナリ。

ＧＭ：では、そういうことで（笑）。

ドラン：出発前に声をかける。ひさしぶりだなリコ殿……と。

ＧＭ：「え、もしやドランさま!?　……噂うわさには聞いていましたが、おいたわしい姿に……」

ドラン：いやいや、今の姿もそれなりに気に入っているナリ。ともあれ、無事でよかった。

ＧＭ：一方、今度はシードがマルセルに話しかけます。




シード・ラインサイト（男／20歳／ヒューリン　投稿者：神か奈な川がわ県けん　アニットさん）

　元レイウォールの軟なん派ぱなナイト。男は素す手でで戦うのがかっこいいと言うのが信しん条じよう。ステラに憧あこがれていたが、直ちよく属ぞくの部隊に入れなかったため、ふてくされて出しゆつ奔ぽんした。ピアニィに惹ひかれてフェリタニアにやってきたが、なぜかベネットに一ひと目め惚ぼれしてしまった。
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ギィ：ステラに憧れて……か（笑）。マルセル的にも共感するんじゃないのか？

マルセル：いや、こういうタイプは苦手というか……。

ＧＭ：「マルちゃん、ひさしぶり～。この国は素す晴ばらしい！　ベネットさんにピアニィ陛へい下か、それにステラ様までおいでになるなんて、美女がいっぱい夢ゆめいっぱいの国だ！」と、シードが軽いノリで挨あい拶さつしてきます。
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アキナ：マ、マルちゃん（笑）。

マルセル：頭を抱かかえ、レイウォール出身者の立場が下がるから言動に注意しろ、と言う。

ＧＭ：そんなふたりに警けい護ごされ、マルセルはゴルドレイ商会の支店にやってきました。街のメインストリートにあり、立たち並ならぶ店のなかでもひときわ目を引く大きな建物ですね。

ドラン：悪どく儲もうけているに違ちがいないナリ。

ＧＭ：清せい潔けつ感のある店内に入ると「どのようなご用よう件けんでしょうか？」受うけ付つけ嬢じようが対たい応おうします。

マルセル：ローンバレイの行ぎよう政せい府ふの者だ。不正融資の訴うつたえがあったので帳簿を調べに来た。

ＧＭ：「と、言われましても……」と戸と惑まどいを見せる受付嬢。

マルセル：時間が惜おしい。シャフトの命令書を見せる。公的な捜査だ。責せき任にんある上役を出せ。

ギィ：おお、何か汚お職しよく調査に来た東京地ち検けんみたいでかっこいいな！

ＧＭ：さて、それを見た受付嬢は、慌あわててマルセルたちを応おう接せつ室しつにとおし「まもなく支し店てん長ちようが参りますので」と上の者を呼よびに行きます。

マルセル：ここで……あまり待たせるとお前らのためにならんぞ？　と言っておきます。

ＧＭ：「は、はい！」と引きつる受付嬢。と、同行してきたシードが「にしても、マルちゃんは強引だねぇ～」と声をかけます。

マルセル：だからマルちゃんはやめろ！　と言ったあと、説明します。時間を稼かせがれて帳簿を隠されたら目も当てられん。相手が混こん乱らんしている内に強引にでも調査にかかりたいのだ。

ＧＭ：「なるほど」とリコは感心し、「マルちゃんは、役人の才さい能のうがあるなぁ」とシードはへらへらと笑います。




　そうこうしていると、受付嬢に話を聞いた支店長がやってきた。




マルセル：では、支店長に命令書を見せて言おう。このゴルドレイ商会の取引のなかで、不正な融資の可か能のう性せいがある、という訴えが出た。素す直なおに我われ々われの検けん分ぶんに協力するように。

ＧＭ：小太りで、狸たぬきオヤジという風ふ情ぜいの支店長。「おぉ～お役人さま。我わがゴルドレイ商会は誠せい実じつな取引がモットー。何かの間ま違ちがいでは？」もみ手をしつつ、のらりくらり話します。

アキナ：なにか……やり手ってカンジですね（笑）。

マルセル：のらりくらり……？　ＧＭは引ひき延のばしに来てるのか？　……まあ、別にこの商会をどうこうしようと思ってはいない。問題がなければ、商会の潔けつ白ぱくが証しよう明めいされるだけだ。

ＧＭ：さてどうしようか……「では、日を改めてはいただけませんか？　我が商会の取引量は膨大。時間をいただければ、必要な書類を整理しておきますので」

マルセル：って、この支店長、明らかにこの場をやり過すごしに来てるだろ！（笑）　ならば、私も公式文書には精せい通つうしている。余よ計けいな心配はよせ。あくまで日をあらためろ、と言うなら、考えなくもないが、その場合はより本ほん腰ごしをいれて調べさせて貰もらうぞ？




　支店長はマルセルのセリフに一いつ瞬しゆん鼻白む……。

　だが「役人の機き嫌げんを害して問題を大きくしたくない」とでも思ったのか、低かった腰こしがさらに低くなり、マルセルに満面の笑みを見せる。




ＧＭ：「確かに、ここまで来ていただいてお帰りいただくのも失礼の極み。ご自由に書類をごらんになってください」支店長にともなわれ、マルセルは文書を保ほ管かんする部屋に入れます。

ドラン：なんという、狐きつねと狸の化かし合いナリ。

マルセル：早速書類に眼をとおすぞ。何か違い法ほう性せいのあるものは？

ＧＭ：では、【知力】の難易度12で判定してください。

マルセル：……成功。

ＧＭ：明らかに違い法ほう、というのは、特には見つかりません。えげつなくても法の範はん囲い内です。

マルセル：ふむ。なら、廃鉱関係での金の流れはどうなってる？

ＧＭ：では、【知力】の難易度15で判定してください。

マルセル：（ダイスを振ふる）……16で成功だ。

ＧＭ：成功ですね。そちらの方は、廃鉱なのになぜか鉱員を雇やとい入れて何らかの作業をさせている形けい跡せきが支し払はらい明細などから確かく認にんできます。

ドラン：……廃鉱に？　やっぱりおかしいナリ。

ギィ：マルセルの推理の説得力が増ふえたようだぜ（笑）。

アキナ：廃鉱を利用した水みず攻ぜめですね。

マルセル：ふむ、詳しよう細さいは分からんが、ゴルドレイが意図をもって廃鉱を買ったのは間ま違ちがいないようだな。他には何か分かることは？
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ＧＭ：いえ。特にはないです。

マルセル：では……分かった、不正はないようだ……キミたちの疑うたがいは晴れたぞ、と言い、ここを立ち去る。

ＧＭ：「そうですか、それはよかった」支店長は言いますが、心なしか浮うかない顔をして見えます。

アキナ：ゴルドレイに怒おこられる……って心配してるのかな。

マルセル：ふむ。私のやるべきことは終わった。

ＧＭ：では、このシーンは終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 06◆商人とのゲーム




　一方、ゴルドレイの別荘の近くまでやってきたアキナ、ドラン、ギィ。

　豪ごう奢しやな彼の館は、その財ざい力りよくを如によ実じつに物語る威い容ようを誇ほこっていた。

　その虚きよ飾しよくのなかに陰謀の巣があるはず……。そして三人は、あえて敵てき地ちへと踏ふみ込こむ。




ＧＭ：というわけで、ゴルドレイの別荘に向かったアキナと、ドラン、ギィのシーンです。三人は遠目に別荘が見える位置までやってきました。別荘は、あちこちに金きん箔ぱくが貼はってあったりと、趣しゆ味みの悪さが鼻につきます。

ドラン：あの金箔、つい剝はがしたくなるナリ（笑）。

アキナ：ドランさんっ、我が慢まんしてください！（笑）

ギィ：盗とう賊ぞく的にドランの気持ちはわかるが（笑）。

ドラン：ワタシとアキナさんは、別荘に正面から行くナリよ。

アキナ：はーい。テロリストが街に潜せん入にゆうしたから、捜査に来ました！　て言うんですよね？

ギィ：そうやってふたりが気を引いている内に、オレが別荘に忍しのび込こんで色々調べるという形で進めたいんだ。

ＧＭ：アキナ、ドランが囮おとりになり、別行動でギィが潜入して探たん索さくするんですね。

ギィ：そういうつもりだ。オレの潜入はアキナたちと別のシーンにするか？

ＧＭ：……（しばし考えて）……一いつ緒しよのシーンで処しよ理りしましょう。

ギィ：わかった。

ＧＭ：まずは正面から行くふたりから。ギィと分かれ、館に近づくと警備兵が出で迎むかえます。

ドラン：警備あるの!?

ＧＭ：ありますよ。武ぶ装そうした男たちが威い圧あつ的てきな態たい度どを見せます。

ドラン：でもやることは変わらない。正面から堂々と乗り込みましょう。我々はフェリタニア王国軍ナリ、とか言いながら（笑）。

ＧＭ：では、警けい備び員いんのひとりが対応します。「王国軍が何用だ？」

アキナ：近くでテロリストが目撃されたから捜査に来ましたって説明するよ。

ドラン：この家の主人にお取り次ぎ願うナリ！




　アキナとドランが、正面からやってきたこともあり、警備兵たちが集まってきて、ちょっとした騒さわぎになる……。




ＧＭ：しかし、ふたりがフェリタニアの公的な立場でやって来ているのは事実。警備兵もさすがに無む視しできず、ゴルドレイに取り次がれます。

ギィ：了解、十分人目を引いてくれてるぜ。今の内に、裏うら手てから内部へ侵入するぜ。

ＧＭ：では、忍しのび込こめるか……難易度11の【敏びん捷しよう】判定をお願いします。

ギィ：（ダイスを振る）……14。スルリと入った。
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　こうして、ギィは別荘内部に侵入を果たす。




ＧＭ：ここで、アキナとドランの方へ……。

アキナ：玄げん関かんの方で待ちくたびれてます。ゴルドレイさんはまだぁ～？

ＧＭ：と言うと「はははん♪」と聞き覚えのある声が――。

ドラン：で、出たナリ！

アキナ：はっ！（なぜか身み構がまえる）

ＧＭ：「フェリタニア軍というから、何かと思えば……いつぞやは楽しい勝負でしたねぇ。アキナさんに、ドランさんでしたかな。詳くわしい話は中ででも――」と、指で髪かみをくるりんとやりながら、ふたりを部屋へと案内します。

アキナ：ゴルドレイをおびき出せましたね。

ＧＭ：応接室に通されたふたりに、ゴルドレイは「あははん♪　勝負の続きといきませんか？」と、誘さそいかけます。

ドラン：プッ。

ＧＭ：プッ、じゃないでしょ（笑）。

アキナ：勝負は遠えん慮りよします。本日は、仕事で来てますので。

ＧＭ：「あの時の勝負の続きができないとは残念♪　で、本日のご用件は？」

ドラン：なら、テロリストが近くで目撃されたので捜査に来ましたなどと、説明しよう。

ＧＭ：「テロリスト？　物ぶつ騒そうな話ですねぇ」

アキナ：この辺りで目撃されたという、ユウナという人物について心あたりなどは？

ＧＭ：「ぜんぜん、ありませんねぇ。あはははん♪」と、ゴルドレイは相変わらず、真面目さのかけらもない対応です。

ドラン：むう、ムカツク（笑）。だけど……直球で攻せめても、しっぽは出なさそうナリ。

アキナ：あっ、じゃあひとつ聞いていいですか？

ＧＭ：ええ、どうぞ。

アキナ：ゴルドレイさん……もう金の出ない廃鉱、何に使っているんですか？

ドラン：ちょ、直球すぎるだろぉ――――っ！（笑）

アキナ：あ、あれ？　だめでしたか？

マルセル：いや、それはそれでいいと思うぞ（笑）。

ギィ：ちょっと、展開が気になるぜ（笑）。

ドラン：ワタシはあまりにストレートすぎたので、横で身み悶もだえしてるナリ（笑）。

ＧＭ：「ハハハ、勇気のあるお嬢じようさんでぇす」




　愉ゆ快かいそうに笑うゴルドレイ。

　おどけたポーズは相変わらず。だが、いつしかその眼から笑いの光は消えていた……。




ＧＭ：「私はゲームが大好きでしてね。あれはあるゲームのために必要不ふ可か欠けつなのです」

アキナ：ゲーム？

ドラン：ワケのわからないことを言って煙けむに巻まく気ナリか？

ＧＭ：そのあたりは笑ってこれ以上答えません。「……ところで、お持ちの大たい剣けんからして、アキナさんは優秀な戦士とお見受けしました。さぞ強いのでしょうなぁ？」

アキナ：兄にくらべたら、まだまだです。

ドラン：あなたも知っているでしょう。アキナはあのアル・イーズデイルの妹君ナリ！

ＧＭ：「なるほど。確かにフェリタニア第一の騎き士し、アルの名前は有名ですねぇ。大陸でも有数の剣けん士しだとか……。だが、それでもある力の前には勝てますまい」

アキナ：あのアル兄様にも勝てる力？

ＧＭ：「お金……ですよ」とゴルドレイは言います。

アキナ：……はい？　お金ですか？

ドラン：……こいつ!?

ＧＭ：「金こそが、この世を統すべる力。この力こそがあらゆるものを支し配はいする、絶ぜつ対たいの力なのですよ」
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アキナ：うーん……アル兄様をバカにされた気がして、少し腹が立ちます。そんなことないです。アル兄様もあたしも、お金の力には負けたりしません！
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ＧＭ：「これは異いなことを。あなたのご実家、ブルックス家は、ご母堂のエルゼリエ様は、その金の力で大きく繁はん栄えいしてますよ？」

ドラン：（ぼそりと）……こいつ、ブルックス家にチェックいれてるナリ。

アキナ：（少し考えながら）……お母さんは「お腹なかが空いたらケンカが起こるから、そのためにお金は必要なんだよ」って言ってました。みんなが仲良く暮くらすためにお金が存そん在ざいするんだって。

ＧＭ：「口では何とでも言えます。金のために人は犬にすらなれるのです。地べたに這はいつくばることも、時には親兄弟を殺すことも。それが、金の力なのです」

ドラン：…………。

アキナ：……かわいそうな人。

ＧＭ：「……なに？」

アキナ：お金以外にも色々な力があります。大事なのは、それをどう使うか、ってこと。それがあなたには、分からないんですね。

ＧＭ：「……ふふふ。こちらこそ嘆なげかわしいですねぇ。金の力に屈せぬものなど、この世にはないのですよ。それが、理り解かいできないなんて」と、手元に置いてあった宝石を握りしめ、ゴルドレイは自らの財力を誇示します。

アキナ：……あたし、あなたのような人には絶対負けません！

ドラン：おお、威い勢せいのいいタンカが出たナリ！

ＧＭ：……と、ここで、ギィに場面を移うつしましょう。




　応接室でアキナとゴルドレイがにらみあっている頃ころ。ギィは陰謀の核かく心しんが秘ひめられた部屋に迫せまりつつあった――。




ＧＭ：屋や敷しきの中を捜索していると、ギィはゴルドレイの書しよ斎さいらしき鍵かぎのかかった部屋を発見します。開けるなら難易度14の【器用】判定をお願いします。

ギィ：それだと、出目が６以上で成功か……。（ダイスを振る）……７。達成値15。

ＧＭ：では、分ぶ厚あつい扉とびらにかけられた、厳げん重じゆうなロックの解かい錠じように成功しました。

ギィ：髪かみの毛けの中に隠かくした針はり金がねを取り出し、それで鍵かぎ穴あなに細工を施ほどこす。チョリチョリといじると、カチッと音がして扉が開くようになった……と。

ＧＭ：以い降こうこの部屋を捜そう索さくし、情報を得られます。

ギィ：で、オレは書類の引き出しや棚たなをあさり、資し料りようを見ていくぜ。ＧＭ、わかる情報をかたっぱしから教えてくれ。

ＧＭ：なら、例のジランドル廃鉱の見取り図を発見しました。

ギィ：手を止めてマジマジと見よう。何が書いてあるの？




　その見取り図には廃鉱で行なわれている作業の進行状じよう況きようが書きこまれていた。

　ゴルドレイが廃鉱を買って以後に行なわれたのは、山の中ちゆう腹ふくにある湖から、もっとも大きな金鉱をつなぐように坑道を延のばす、といった作業であることが判明する。




ギィ：こいつは来たぜ……。

ドラン：ゴルドレイが陰謀に荷か担たんしてるのは決まりナリ。

ＧＭ：そう思っていただいてＯＫです。なお、スケジュールによると、工事は今日にも終わるはずです。

ギィ：急いで廃鉱を押さえねぇとな。この地図はいただいていこう。丸めて懐ふところに入れる。

ＧＭ：さらに、ひとつ気になる書類が見つかります。内ない容ようを知りたければ難易度15の【知力】の判定で。

ギィ：（ダイスを振る）……失敗だ。ま、持っていくぜ？

ＧＭ：ＯＫです。

ギィ：じゃあ、とっとと部屋からおさらばする。
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　一方のアキナたち。ゴルドレイとの会話は平行線のまま続いていた。




ＧＭ：というわけで、アキナ＆ドランとゴルドレイの方へ……かなりよいお茶などが出されるんですが……なごんだりしませんよね？（笑）

アキナ：こうなってくると、何もかもが嫌いやみったらしく見えてきて（笑）。

ドラン：ゴルドレイも、アルをバカにするようなことを言うから（笑）。

マルセル：まあ、ギィも情報を入手したので、そろそろ潮しお時どきじゃないか？

ドラン：ではユウナの情報もないようなので、ワタシたちはおいとまするナリ。

アキナ：そうですね。何かあったら、シャフトさんの館まで連れん絡らくください……あ、お金の力があればテロリストに狙ねらわれても大だい丈じよう夫ぶですよね～。ってゴルドレイに言いながら（笑）。

ＧＭ：と、そこでゴルドレイは微笑ほほえんで言い放ちます。「……はははん♪　今、私にひとつ望みができました。あなたを金の力で屈くつ服ぷくさせたい。金のために哀あい願がんさせたい。そうやって、私の金の力を理解させてあげましょう」

ドラン：こ、こいつ……マイルドにスゴイセリフを吐はくナリ！（笑）

ギィ：マイルドってレベルじゃねぇだろ（笑）。

アキナ：じゃあ、そんなことであたしの剣けんは折れませんから……と答えておきます（笑）。

ドラン：か、格かつ好こういいナリ（笑）。

ＧＭ：ゴルドレイは髪をいじりつつ不ふ敵てきに笑います。「また、会う時が楽しみでぇす♪」

ドラン：最後までウザイ人ナリ（笑）。

ＧＭ：というワケで、みなさんはゴルドレイの別荘から去ることになります。ここでシーンを終わりましょう。







◆Middle 07◆浮うき上あがる策さく謀ぼう




　調ちよう査さを終えたアキナたちはシャフトの館に集まった。

　その目的は、手にした情じよう報ほうを統とう合ごうし、なすべきことを明らかにすること。

　今、人の眼めに触ふれぬ深しん淵えんで蠢うごめいていた策謀がその姿すがたを現あらわす。




ＧＭ：では次のシーン。みなさんでシャフトの館に集まり情報を統とう合ごうするということで。

ギィ：入手した地図をみんなに見せる。やっぱりあの野や郎ろう、廃鉱で何か企たくらんでやがったぜ。

マルセル：なるほど……湖と金きん鉱こうを結ぶように、新たに坑こう道どうが掘ほられている……か。これはもう、ユウナの爆ばく弾だんで湖と金鉱を繫つなげるつもりだろうな。
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ドラン：で、ローンバレイの金鉱が水すい没ぼつするナリね。

アキナ：そうなったらもう金が掘ほれなくなる？

ＧＭ：水を抜ぬくことは可か能のうです。しかし、再ふたたび採掘できるまでには相当なコストがかかるかと。特に復ふつ旧きゆうまでかなりの時間もかかると予想されます。

アキナ：ナヴァールさんが金貨を造ると言って進めてる交こう渉しようができなくなるんですね。

ギィ：そういうこった。あと、ゴルドレイの屋や敷しきでオレが読めなかった書類を取り出す。【知力】の高いマルセルにこいつを判はん定ていしてもらいたい。

ＧＭ：では難なん易い度ど15で判定をしてください。

マルセル：了りよう解かい（ダイスを振る）……達成値16で成功だ。

ＧＭ：ならわかります。暗号化されてますが、ヒューバードとゴルドレイが連れん絡らくを取っていた書しよ簡かんのようです。

ドラン：ヒューバードナリか!?

アキナ：それって今回の件けん、レイウォールが裏うらから手を回してたってこと？

マルセル：（考えながら）……そうなるな。

ＧＭ：さらに、陰いん謀ぼうを達成したあと、この街の金鉱にレイウォール系けいの鉱こう山ざん事業主を斡あつ旋せんし、実じつ質しつ的てきにローンバレイを乗っ取るなど、先々の展てん開かいまで計画しています。

ギィ：マルセルの読みは、借金で行き詰まった事業主の採さい掘くつ権けんをゴルドレイが買い取るって話だったからな。実際に採掘を始める際に送り込む、自分の息のかかった人材を見み繕つくろってたというなら、ぴたりとはまるぜ。

マルセル：……ふむ。うちの軍ぐん師し（ナヴァールのこと）もたいがいだと思ってたが、ヒューバードのえげつなさはそれを上回るな。この書面から分かる他の内ない容ようを教えてくれ。

ＧＭ：では、陰謀の第一段だん階かいは、既すでに認にん識しきしている通り、ローンバレイ金鉱に破は壊かい活動をしかけ、当面貨か幣へいを鋳ちゆう造ぞうできなくすること。

アキナ：連合王国がレイウォールに食糧を購こう入にゆうする交渉が白紙に戻もどっちゃうんですよね……。

マルセル：だが、おそらくレイウォールは食糧を売らない、ということはしないだろう。
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ドラン：なんでナリ？

ＧＭ：オープニングでも話したとおり、レイウォールの商人や農家は自分たちの食糧を他国に輸ゆ出しゆつしたいと考えているからです。

ギィ：だから交渉は打ち切らないってことか。

ＧＭ：そうです。連合王国が金貨鋳造という手段を失なったところで、相場を超こえる価か格かくで食糧を売りつける……これが第二段階。

マルセル：それは、連合王国の食糧価格が暴ぼう騰とうするな。国の財ざい政せい的てきにも厳きびしくなる……か。

アキナ：それに……ゴルドレイは今回の破壊活動で経営に行き詰まった事業主から、ローンバレイでの採掘権を奪うばうつもりなんですよね。

ＧＭ：はい。それを足がかりに、近隣の街、クロフトの鉱山事業への参入なども視し野やに入れて、フェリタニアの産業に食い込んでいく……というのが第三段階です。

ドラン：なるほど。フェリタニアの主要産業である鉱山事業の危き機きでもあるナリね。

ギィ：待て……鉱こう業ぎようだけじゃすまないんじゃないか？

ＧＭ：そうです。融ゆう資しを武ぶ器きにした乗っ取りは連合王国内の他の産業をも含まれています。

マルセル：手当たりしだいということか……。ということは……。

ＧＭ：そう。つまりバルムンクの目的は――、




　連合王国に対して経済的な乗っ取りを謀はかることなのです。




一同：…………。

ドラン：……今回みたいにバルムンクの破壊活動でダメージを与あたえたうえに、被ひ害がい者しやの持つ仕事まで乗っ取っていくのか……なんというはめ込こみナリ。

ギィ：連合王国に対する経けい済ざい的てきに支配することが、ヒューバードとゴルドレイの意図か！　戦争を起こさずに連合王国を無力化するつもりだな。

アキナ：支配が完成しなくても、連合王国は貧びん乏ぼうになっていきますよね。そんな状じよう態たいで戦争が起きたら……。戦争はたくさんお金がかかるから、かなりマズそうですよね。

ドラン：ヒューバード……とんでもないヤツナリ。

ＧＭ：ふっふっふ。敵てきは強大な方が盛もり上あがるじゃないですか？




　ついに、このローンバレイにしかけられた策謀の姿が露あらわになる……。

　同時にＰＣがやるべきことも明めい確かくなものとなった……。




マルセル：要するに……この国は、存そん亡ぼうの危機にあるというわけだ。

アキナ：とにかく……廃鉱に行って爆弾による破壊活動を防ふせがないと！　まずは、食糧の交渉ができなくなることがたぶん今一番まずいと思うから。

ギィ：そうだな。坑道掘ほりはほぼ終わってると言ってたし。

ドラン：まずゴルドレイはあと回しナリかね？

マルセル：その件はシャフトに伝えて、早急に対たい処しよしてもらわねばならん。

ＧＭ：じゃあ、貨幣鋳造施し設せつの警けい備びに出ているシャフトへの報ほう告こくはココアさんが行ないます。

アキナ：それじゃ、わたしたちは廃鉱に行って、爆弾を止めよう！

マルセル：そうだな。

アキナ：よ～しっ！　ゴルドレイの好きにはさせないんだから！

ドラン：気合い入ってる（笑）。それじゃ、廃鉱に行くナリ。







◆Middle 08◆地下で待ち受けるもの




　エンジェルファイヤーはジランドル廃鉱に急ぐ。

　その入り口付近にはがっしりとした男たちがたむろしていた。

　どうやら、この廃鉱で働いていた鉱員たちのようだ。




ＧＭ：では、ジランドル廃鉱です。坑道の入り口までやってくると、丁度作業を終えたらしい鉱員たちが出て行くところに出くわします。

ドラン：彼かれらが立ち去るまで隠かくれてやり過すごすナリか？

アキナ：時間もないし。……みなさん、中の様子を教えてください、とすぐに声をかけます。

ＧＭ：了解。では鉱員たちは、素す直なおにアキナの質しつ問もんに回答します。




　鉱員たちの話によれば、彼らはちょうど、上から依い頼らいされた業ぎよう務むを完かん遂すいさせたところだという。もともと、鉱こう脈みやくがつきたことにより廃はい棄きされた場所をただ、北方の湖と南方の金鉱に向けてそれぞれ掘ほり進すすんだだけだったという。




ＧＭ：実じつ際さいは、南方に掘ほり進すすめば、金はとれますが、コスト的に見合わない。ぶっちゃけ今金鉱のあるあたりから掘り始めた方がいい……ということで、ここは廃鉱になったのです。

ギィ：ま、街に近い方から掘ほるのが色々都合がいいだろうな。運うん搬ぱんの面も含ふくめて。

ＧＭ：そういうこともあり「あれから、どうするんだろう……」といぶかしんでいます。

マルセル：彼らは何も知らされず働かされたわけだな。

アキナ：じゃあ、ここに残ってたら危ない！　早く街の方へ……と鉱員さんたちに言ってから、中に入ります。

ＧＭ：鉱員たちは、アキナの強い口調に押おされて、素直にこの場から去ります。

ギィ：じゃあ、踏ふみ込こむか。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：内部に入ると、大きな昇しよう降こう機きが設せつ置ちされています。十～十五人ぐらいは立って移い動どうできる複ふく数すうのカゴが等とう間かん隔かくにワイヤで設置されています。それがぐるっと、地上から地下まで回転しています。今も稼か働どう中ですね。
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ギィ：降おりのカゴに乗ると、昇りのカゴと次々とすれ違ちがってくカンジだな。

ドラン：んじゃ、それに乗って下に行くナリ。

ＧＭ：了解です。みなさんはゴウンゴウンと駆く動どうする昇降機に乗ります。向こう側には飛とび移うつれそうな距きよ離りですれ違ちがう昇のぼりのカゴが見えます。

ドラン：飛とび移うつってみたりして……。

マルセル：昇ってどうする？（笑）。

ＧＭ：と、しばらくすると、下の方から、機械の作動音に混まじって、明らかに人の声が聞こえてきます。で、それがどんどん近づいてきます。

アキナ：えっと……鉱員さんたちはさっきここから出て行ったよね？

ギィ：てことは、昇ってくるのは……。

マルセル：鉱員たちに見られたくない作業をしていたヤツ。つまり、爆弾を設置していた……おそらくはバルムンクの連中だろう。

ドラン：つまり、ユウナ配下のバルムンク！

ＧＭ：ぴんぽーん！　同時にバルムンクもキミたちに気がつきます。「あれは、ユウナ様の言っていたフェリタニアのヤツら！　見られたからには生かしておくな、殺せ！」

アキナ：ここは戦うしかないですよね。武器を構かまえます。

ＧＭ：では、ゴンゴンゴン……と昇りのカゴが近づき、バルムンクたちが攻こう撃げきしてきます！　そういうわけで、昇降機上での戦せん闘とうとなります。

ギィ：なるほど。エンゲージはどうなるんだ？

ＧＭ：カゴ一いつ基きで１エンゲージです。ＰＣ側から敵にエンゲージしたら、昇りのカゴに飛び移ったという扱あつかいになります。注意して欲ほしいのは、各ラウンドのクリンナッププロセスに昇りのカゴに乗ったままだとシーンから強きよう制せい退たい場じようです。

ドラン：それぞれのカゴが上下に移動し、戦闘できないくらい離はなれるわけナリね。

ＧＭ：そのとおりです。

マルセル：ふむ。了解。敵の数は？

ＧＭ：まずは、剣けんを持ったバルムンクのモブが１グループ。

ギィ：まずは……？

ドラン：多分、わんこそばみたいに下から敵のお代わりが来るんだ！

ＧＭ：あとカゴを破壊することも可能です。【ＨＰ】30、【物ぶつ理り防ぼう御ぎよ力りよく】【魔ま法ほう防御力】共に０で、【ＨＰ】が０になると破壊。その時乗っているキャラクターは落下して［10＋３Ｄ］のＨＰダメージを受けます。

アキナ：カゴは《カバーリング》できます？　いざと言う時があるかもしれないんで。

ＧＭ：それはＯＫです。では戦闘開始！




●第一ラウンド

行動値

　ギィ：　　　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　　13

　アキナ：　　　　　　　　12

　マルセル：　　　　　　　12

　バルムンク（モブ）：　　９
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ＧＭ：では、セットアッププロセスになります。

マルセル：私わたしは《エンサイクロペディア》の効こう果かでエネミー識しき別べつをするぞ。……達成値は22。

ＧＭ：成功です。名前はバルムンク（モブ）。レベル９のモブです。特とく殊しゆ能のう力りよくは《バッシュ》《リバウンドバッシュ》《ソードマスタリー》。

マルセル：了解だ。

ＧＭ：セットアッププロセスは他にありませんね。ではイニシアチブプロセスに入り……ギィから行動してください。

ギィ：じゃあ「数が多けりゃ勝てると思うなよ」と《トルネードブラスト》でバルムンク（モブ）を一いつ掃そうするぜ（笑）。
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ＧＭ：ですよね――（笑）。ギィが神かみ技わざのごとく腕うでを振ふるうと、矢は瞬またたく間まに放たれ、雨のように降ふり注そそぎます。バルムンク兵たちは、剣を振ふるう間もなく倒たおされました。

アキナ：ギィさん、やったっ！

ＧＭ：というわけで、このラウンドの敵は全ぜん滅めつです。

ドラン：次はワタシの番ナリ。念のために、《フライト》をかけよう。マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《フライト》。同じエンゲージなので、全員にかかるナリよ。

マルセル：これで、いざとなったらカゴから飛とび降おりることもできるな。




　ドランの《フライト》は無事発動……全員が飛行状態となる。アキナとマルセルは敵もいないため行動を放ほう棄き。次に昇のぼってくるカゴの敵を待まち構かまえる。




●第二ラウンド

行動値

　ギィ：　　　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　　13

　バルムンク（鞭むち）：　　　13

　アキナ：　　　　　　　　12

　マルセル：　　　　　　　12

　バルムンク（モブ）：　　９
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ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアッププロセスです。ごんごんごんごん。新たな昇りのカゴがやってきます。

アキナ：あ、新手ですね！

ＧＭ：そうです。敵の増ぞう援えんが登場。鞭を持ったバルムンク（鞭）と、バルムンク（モブ）がカゴに乗っています。セットアッププロセス……こちらは何もなし。

マルセル：バルムンク（鞭）にエネミー識別。（ダイスを振る）……ファンブル。

ギィ：やっちまった――（一同爆ばく笑しよう）。

マルセル：何だ、アイツは？　正体が分からん！（笑）

ＧＭ：じゃあ、そのバルムンクは鞭を振ふり回まわし「私は謎なぞの女……」と高らかに宣せん言げんします。

ドラン：女かい！（笑）

アキナ：普ふ通つう自分で「謎」とか言わないし（笑）。

ＧＭ：ケバイ仮か面めんをつけ、黒光りする皮鎧よろいをつけた謎の女が、ピシーン、ピシーンと、鞭で立っている場所を叩たたきながらみなさんへ攻撃をかけようと、タイミングをはかっています。

一同：う、うーん……（笑）。

アキナ：あんまり相手にしたくない～。

ギィ：と、とにかく（笑）。まずは《トルネードブラスト》でバルムンク（モブ）を倒たおす。




　バルムンク（モブ）は全滅した。




ＧＭ：ううっ……不ふ憫びんな。

ドラン：次はワタシ。マイナーアクションでせっかく取った《ウィルパワー》を使う。これが意い志しの力ナリーとか言って。メジャーアクションは《ウォータースピア》。

ギィ：おお、バルムンクの脳のう改かい造ぞうにも負けなかった意志の力か。

ドラン：では、頭部のふたがカパっと開き、刃は物もののような鋭するどい水流が放たれます。鉱山らしく水すい圧あつカッターということで（笑）。……まず魔ま術じゆつ判定の達成値は22。

ＧＭ：回かい避ひ……６ゾロが出れば、うーん惜おしい、11＋６で17。命中です。

ドラン：ダメージは（ダイスを振る）……46。ダメージが通れば［放心］ナリ。

ＧＭ：くっ、大分喰くらったがまだ立ってます。次はこちらですね。「〝謎の女〟の鞭はイタイよっ!?」……と彼かの女じよの振ふるった鞭の先せん端たんが五つに分かれ、アキナたちを叩たたく！

ドラン：範はん囲い攻撃？

ギィ：五つ……ってことは、カゴも攻撃対象にしてるってことか。いやらしいねぇ（笑）。

ＧＭ：そういうことです。

アキナ：（ちょっと考えて）……実は、カゴを《カバーリング》しなくてもいいですよね？

マルセル：確たしかに。《フライト》で飛んでいる我われ々われには、カゴが壊こわれても関係ないからな。

ＧＭ：……まあいいや。マイナーアクションで《インベナム》、でメジャーアクションで《アローシャワー》。これでＰＣ全員とカゴに攻撃。五条じようの鞭がそれぞれの対象に向かって伸のびる！　……（ダイスを振る）……クリティカルはしないが、達成値25！

ドラン：達成値高っ!?




　数すう値ちの高さが災わざわいし、この攻撃は全員に命中してしまう。




アキナ：全員命中かぁ……。【ＨＰ】の少ないドランさんを《カバーリング》します。

ドラン：おお、ギルドマスター頼たよりになるナリ。

ＧＭ：…………ダメージは23です。

アキナ：３点ダメージが倍で【ＨＰ】が６減げん少しようです。［毒］は《インデュア》で回かい復ふく。




　なお、マルセルは自分の《プロテクション》でダメージなし。

　一方ギィは15点ダメージに加え［毒］を喰らってしまう。




ギィ：げぇ――、［毒］か……。

ＧＭ：みなさんの乗っているカゴも23点ダメージを受けました。次はアキナと、マルセル。

ドラン：ちょっ!?　足場がぐらぐらし始めたナリ。

マルセル：壊れても《フライト》で落ちないがな。《ヒール》をギィに。…………回復は40。

ギィ：全ぜん快かいだ！

ＧＭ：では、アキナさんですね。

アキナ：うーん（←思案顔で）。……ＧＭ、この昇降機を壊こわせません？

ＧＭ：昇降機って、カゴじゃなくて昇降機自体を壊すの!?

ギィ：なるほど、第三ラウンド目に来るだろうバルムンクごとまとめて叩たたき落おとす算さん段だんか。

ＧＭ：……それは面白いかも（笑）。カゴを吊つっているぶっといケーブルを切れば壊こわせますね。【ＨＰ】は40点。その他の数値は、カゴと同じとしましょう。

アキナ：それじゃ、マイナーはなし、メジャーで《バッシュ》。命中はクリティカルしなかったんで普通にダメージ……で、いいですか？

ＧＭ：それでＯＫです。

アキナ：……ダメージは21＋８Ｄなので（ダイスを振る）……あ、ちょうど40点です。

ＧＭ：……い、一いち撃げき!?　アキナの両手剣が見事、昇降機を支ささえるワイヤーを断たち切きります。

ギィ：こう、頭を下げるとそのうえをアキナの剣が通とおり過すぎていく。うぉ、危ねっ!?

アキナ：ご、ごめん……気をつけて！（笑）

マルセル：大スペクタクルシーンだ。カゴががらがらと落ちて、土つち煙けむりが舞まい上あがる（笑）。

ドラン：ははは、絶ぜつ景けいナリ～！（笑）

ＧＭ：で。昇り側のカゴも落ちるんでバルムンクたちはまとめて落下。３Ｄ＋10点のダメージを受ける（笑）。……18点ダメージ。下の方から「キャー」というバルムンク（鞭）の声と、なんか野太い「うぉ～」という声が響ひびきます。

ドラン：何か余よ分ぶんにいるぞ。

ＧＭ：第三ラウンドで出しゆつ現げんする増援の分ですよ！

ギィ：やはりまだいたか（笑）。とりあえず我々は《フライト》でヒョーと降おりて行く。帰りはまた《フライト》で上がればいいしな～。
















ＧＭ：さて、みなさんが坑道にふわりと降おり立たつと、瓦が礫れきの中からムクリと屈くつ強きような男が起きあがります。「ふぅ、死ぬかと思ったぜ」（笑）。

ドラン：あれ、謎の鞭女は？

ＧＭ：…………（裏うら声ごえで）「ふぅ、死ぬかと思ったわ」（一同爆笑）

ドラン：生きてる――（笑）。

アキナ：あ、あれ……もしかして、これって？

ギィ：ひとりずつ相手にすればよかった敵の強そうなヤツを――

ＧＭ：――まとめて、相手にすることになりましたね（笑）。

アキナ：あああああぁぁぁっ！　ご、ごめんっ、みんな!?（爆笑）

マルセル：まあ、落下のダメージも与えたし（笑）。

ギィ：だな、まとめて倒せばいいさ（笑）。

ＧＭ：ではラウンドの最後にクリンナッププロセス。

ギィ：オレは［毒］で13点喰らった。ゴホッと血を吐はく。毎回［毒］喰らってる気がする。

ドラン：ご愁しゆう傷しよう様さまナリ。

ＧＭ：では、いろいろありましたが、ラウンドを変えて仕切り直ししましょう。

アキナ：了解です！




●第三ラウンド

行動値

　バルムンク（格かく闘とう）：　　17

　ギィ：　　　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　　13

　バルムンク（鞭）：　　　13

　アキナ：　　　　　　　　12

　マルセル：　　　　　　　12
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ＧＭ：はい、第三ラウンド、セットアッププロセスです。増ふえた敵、大男のバルムンク（格闘）の【行動値】は17。まずはコイツが《ランナップ》を使用！

ギィ：なんだと！

ＧＭ：相手のエンゲージ、みなさんのところにエンゲージします。ものすごいダッシュ力で距離をつめた。密みつ着ちやくしてボディブローを打つ構かまえ。

ドラン：コイツ、モンクか！

ＧＭ：ふっふっふっ、そのとおり！　その名もバルモンク（格闘）！

一同：…………。

ＧＭ：…………。

ドラン：うまいこと言ったつもりかぁ――っ!?（爆笑）

ギィ：くだらな過すぎるだろ――っ!?（笑）

ＧＭ：ちょっ、大だい不ふ評ひようだ（笑）。

マルセル：当たり前だ（笑）。




　このバルムンク（格闘）の《ランナップ》に対して、ギィも《ランナップ》でエンゲージから離れる。さらにマルセルは、ドランに《ヘイスト》……ドランの【行動値】を28にする。




ドラン：では、メインプロセスはワタシから。バルムンク（格闘）を対象に、マイナーアク

ション《ドラゴンカース》。ダメージが行けば［転てん倒とう］させるぞ。メジャーアクションで《ウ

ォータースピア》。《ドラゴンカース》で消費するフェイトは、《ソウルコンバート》を使い【ＭＰ】10点で代用。魔術判定は12＋３Ｄ。（ダイスを振る）……10、だから22。

ＧＭ：……14で回避失敗。ばかな、たかが水流が……。

ドラン：我わが魂たましいのこもった水は、ただの水にあらず！　（ダイスを振る）……37点魔法〈水〉。

ＧＭ：げっ。かなりイタイ。［放心］と［転倒］を受けます。バルムンク（格闘）はドランの放つ水流に足を取られ意い識しきは朦もう朧ろうとなります。

ドラン：あとラウンド終しゆう了りようまで回避のダイスをマイナス１個こ。

ＧＭ：いやらしすぎるわ！（笑）　……次はこのバルムンク（格闘）。［転倒］したままマイナーアクションで《ヴァイタルフォース》、メジャーで《ブランディッシュ》。スクリューブロウを装そう備びしているので、ダメージが１点でも通ると［転倒］ですよ。対象はギィ以外全員。命中は４Ｄ６＋11のところが、［放心］と［転倒］を受けているので２Ｄ６＋11になる。

ギィ：だいぶ減へってる、これはいけるか？

ＧＭ：「わが拳けん技ぎが地をはったぐらいで鈍にぶると思うな！」……スパパパパーッと無数の拳や脚あしが、天地逆ぎやくの変へん則そく的てきな軌き道どうで放たれる！　（ダイスを振る）……命中は20っ！

ドラン：げぇ――、けっこう高い！




　バルムンク（格闘）によるバッドステータスを受けた状態での、強引な範囲攻撃だったが、アキナ、マルセル、ドランはこの攻撃の回避に失敗する。

　アキナはドランを《カバーリング》すると宣言。マルセルは自分に《プロテクション》でダメージを軽けい減げんする。しかしそれぞれ無む傷きずとはいかず、アキナは44点のダメージ（［転倒］は《インデュア》）。マルセルは５点のダメージに加えて［転倒］してしまう。




ＧＭ：バルムンク（格闘）、倒たおれながらもがんばった！　次は【行動値】15のギィ。

ギィ：オレは、マイナーはなし。メジャーアクションで《ダブルショット》にしておくわ。対象はバルムンク（鞭）。《インベナム》つきの範囲攻撃がウザイからな。……ふたりで範囲攻撃はそれなりに痛いたいって。で、一発目の命中は20。

ＧＭ：確かく実じつに急所を射い貫ぬくギィの矢が迫せまる……「謎の女は不死身よ！」と、バルムンク（鞭）は必死に回避……（ダイスを振る）……失敗！




　ギィの二回攻撃にマルセルの《チェックメイト》まで加わり、さすがに耐たえきれず、バルムンク（鞭）は力ちから尽つきてしまう。




ＧＭ：「ぎゃあああっ！」（鞭）死し亡ぼうです。あの落下ダメージがなければ生きてましたが。

ギィ：アキナの判はん断だんが効きいたな。

アキナ：いえーい♪

マルセル：次は、まずは私から動こう。マイナーで［転倒］を回復し、メジャーアクションでこのエンゲージから離り脱だつする。

アキナ：それじゃ、あたしの番ですね。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》を使って、バルムンク（格闘）を攻撃します。いっけぇ――っ！　（ダイスを振る）……え、えっ、え――――っ!!

　机つくえの上には１を出した三つのダイスが鎮ちん座ざしていた。




アキナ：そんなぁぁぁぁ――っ!!（一同爆笑）
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ドラン：これは見事なファンブルナリ（笑）。

ＧＭ：美味しい（笑）。

アキナ：うう、フェイトを使って、振ふり直しです。……ちょっと、キミたち休んでて（と、ダイスを交こう換かんする）。

ギィ：まあ、気持ちはわかる（笑）。

アキナ：……（振り直して）……達成値は17。

ＧＭ：……（ダイスを振る）……ファンブル！（笑）　回避失敗！

アキナ：30＋８Ｄで…………57点ダメージ！

ＧＭ：（ダメージを計算中）……えーと、47点ダメージで、まだ生きてる。うむ！

アキナ：うーん、仕し留とめられなかった～。




　ここで全員の行動が終了となり、クリンナッププロセス。ギィが［毒］で13ダメージ……次のラウンドに移い行こうすることになる。




●第四ラウンド

　バルムンク（格闘）：　　17

　ギィ：　　　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　　13

　アキナ：　　　　　　　　12

　マルセル：　　　　　　　12




ＧＭ：はい、セットアップ。バルムンク（格闘）は《ストロングスタイル》使用。次の白兵攻撃のダメージロールに＋５Ｄです。

ギィ：オレは特になし。

マルセル：ドランがなしで、次は私。ドランに《アンパッサン》だ。

ドラン：エンゲージから離れるナリよー。

ＧＭ：……むぅ。




　この《アンパッサン》が勝敗を分けた。

　バルムンク（格闘）とアキナが一対一のエンゲージになったため、アキナが《カバーリング》をする必要がなくなったのだ。

　こうなると、アキナの装そう甲こうと《ウェポンガード》、マルセルの《プロテクション》という防御力が活きてくる。実際、バルムンク（格闘）の放った渾こん身しんの一撃は命中したものの、彼女にかすり傷きずひとつ与あたえられなかった。

　そしてギィとドランの攻撃が次々とヒット――。




ＧＭ：げぇぇぇぇっ！　これで［重じゆう圧あつ］［放心］［転倒］に加えて、回避のダイスマイナス１個もついてしまった！（笑）

ドラン：最悪だな（笑）。

アキナ：四重苦ですね（笑）。

ＧＭ：ドランの攻撃がいやらし過ぎるんです！（笑）　バルムンク（格闘）は「早くとどめを刺せい！」と言います。

ドラン：諦あきらめるの早っ！（笑）

ＧＭ：むしろどうしろとぉっ!?（笑）

アキナ：では攻撃します。……《バッシュ》だけ使って（ダイスを振る）……命中20です。




　アキナの攻撃は、マルセルの《チェックメイト》ものって66点ダメージをたたき出す――。




ＧＭ：けっこう容よう赦しやないアキナの攻撃。鉄てつ塊かいとしか見えない剣がバルムンク（格闘）に打ち下ろされる……。そんなの耐たえられんわい！　「お前が最期の敵でよかった。だが、ここまでやることはないだろう……」と言ってがくっと倒たおれます（一同爆笑）。

アキナ：ごめんね、でも、先に進まないといけないの。

ＧＭ：「先へ行く前に忘わすれるな、ドロップ品があることを！」（一同爆笑）

ドラン：死しに際ぎわに何を言っているナリか、こいつは（笑）。

アキナ：それじゃ、ありがたく貰っていきます（笑）。




　というわけでドロップ品を獲かく得とく。内うち訳わけは、現げん金きん八〇〇ＧとハイＭＰポーション×８本。




マルセル：この戦闘で、かなり【ＭＰ】を消しよう耗もうしたからハイＭＰポーションはありがたい。

ギィ：んじゃ、折角だし使って回復しようぜ。




　ＰＣたちはポーションなどを使い、【ＨＰ】【ＭＰ】を全快近くまで回復させる。




マルセル：とりあえず、落ち着いたな……―。

ＧＭ：では、次のシーンに移うつります。







◆Middle 09◆疾しつ走そうのエンジェルファイヤー




　バルムンクとの遭そう遇ぐう戦に見事勝利を収おさめたエンジェルファイヤー。

　坑道を探たん索さくしようと進み始めたところ、突とつ如じよ……廃鉱全体を爆ばく音おんと振しん動どうが満たす。

　続いて、轟ごう々ごうと音をたて何かが、一同のもとに迫せまろうとしていた。




ＧＭ：では、次のシーンです。戦闘が終わり静まり帰った地下の坑道。道は今いるところから北と南にのびています。

ギィ：どうする？

アキナ：じゃあ、南に行こう。なんとなく……だけど。

マルセル：いいんじゃないか。時間もないしな。

ＧＭ：では、そのように……。岩いわ肌はだむき出しの坑道をしばらくみなさんが南に歩いたところで……。突如、ドッカンという音が通路の中に響ひびき渡わたります。

ドラン：うおっ!?

ＧＭ：その音の元は北の湖の方から発生したようです。

ギィ：まさか、これって……！

ＧＭ：さらに……ドドドドドッと、凄すごい振しん動どう音おんが迫せまってきます。

アキナ：な……何かヤバイです！

マルセル：これは、湖の方の爆弾が炸さく裂れつしたか！　金鉱の方に向かって走れ、振ふり向むいたら巻まき込こまれる！　我々も水に流されるぞ！

ギィ：「もうダメじゃん、それ！　ちょっ！」と言いながら逃にげる。

マルセル：ともかく、この場は逃げる！

アキナ：あとのことはあとで考えますっ！　最悪あっち側の爆弾だけでも解かい除じよしないと。

ドラン：とにかく走りだす。振り向いたら追いつかれるナリ――っ!?

ＧＭ：では、あなたたちが走り出すと、ちょうどよく水がうしろに迫っているのが見えます。この分だと、昇降機のあたりはもう水没してるでしょう。

一同：うっひゃ――――っ!?




　と、そんなところに状じよう況きようを打開する、乗り物が出現する。




ＧＭ：すると、なんともタイミングよく、鉱員たちの使っていたトロッコがあなたたちの目に入ります。手て押おし式ですが、傾けい斜しやもありますし、走るよりは速いかと。

ギィ：急いで乗るぞ！

ドラン：早くするナリ、水が水が！

ＧＭ：では、トロッコに乗った皆みなさんが水から逃にげ切きれるか、ＦＳ判定で解かい決けつしましょう！

アキナ：ＦＳ判定？

ＧＭ：判定の一種で、複ふく雑ざつな行動を解決するために使用する判定ですね。たとえば障しよう害がい物ぶつ競走で、走ったり、網あみをくぐったり、跳とび箱ばこを越こえたり、などを上手くやれたか一連の流れに沿そって判定するものです。実際にやりながら、説明しながら進めていきましょう。
















●第一ラウンド

行動値

　ギィ：　　　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　　13

　アキナ：　　　　　　　　12

　マルセル：　　　　　　　12




　サイは投げられた。一同はトロッコに乗のり込こみ、ひたすらに坑道を先に進む。背はい後ごにせまる膨ぼう大だいな水から逃とう走そうを図るために。




ＧＭ：まず、ＦＳ判定はラウンド進行で進みます。戦闘と同じように進むわけですね。

アキナ：それじゃ、セットアッププロセスや、イニシアチブプロセスがあるんですね。

ＧＭ：そうです。ＦＳ判定の内容は〝水から逃げる〟。進行判定は難易度11の【敏びん捷しよう】、完かん了りよう値は12。支し援えん判定は【筋きん力りよく】か【精せい神しん】です。挑ちよう戦せん人数は制せい限げんなし、終了条じよう件けんは三ラウンドの経けい過か。

アキナ：進行判定？　支援判定？

ＧＭ：進行判定はＦＳ判定を進めるための行こう為い判定になります。支援判定は進行判定をする人をサポートする判定ですね。くわしい説明はそれぞれのタイミングでします。では、セットアッププロセスです。何かする方はいますか？
















マルセル：《ヘイスト》は今のところ必要ないだろうし、特にないな。

ＧＭ：では、【行動値】15でギィのメインプロセスです。ＦＳ判定中のメインプロセスでは、進行判定を行なえます。進行判定はメジャーアクションと考えてください。

ギィ：進行判定は難易度11の【敏捷】か……どういう状況だ？

ＧＭ：うしろから迫ってくる濁だく流りゆうから逃げるためダッシュでトロッコを押おして加速させて、とりあえず距離を稼かせぐというイメージ。ここは瞬しゆん発ぱつ力りよく勝負ですね。

ギィ：なるほど。じゃあ、ギィはスプリンターのようにダダッと走り出す。【敏捷】判定……と（ダイスを振る）……出目がいいぜ……17だ。




　進行判定では達成値と難易度の差を求める。その結果を〝進行判定チャート〟に照らし合わせることで、進行値を算出するのだ。




ＧＭ：難易度は11だから差分は＋６。

ギィ：チャートに〝すばらしい成功をおさめた〟って書いてある。〝進行値が４点上じよう昇しよう〟した。

ＧＭ：では、進行値が４点上がります。……以上が進行判定です。ギィが要よう領りようよく押おすと、たちまちみなさんを乗せたトロッコは加速を始めます。降くだり坂ざかの勢いきおいに乗り、するすると。

アキナ：トロッコが動いたっ……飛び乗ります。あ、進行値ってなんですか？




　進行値はＦＳ判定の進み具合を表わす数値である。これが完了値以上になればＦＳ判定成功となる（今回の場合は12）。その前に終了条件が満たされたら失敗となる。




ＧＭ：今回は〝三ラウンドの経過〟が終了条件ですから、三ラウンドかかっても完了値以上にならなければ、皆さんは水に押おし流ながされることになります。

アキナ：とにかく、進行判定に成功して、進行値をどんどん貯めればいいんですね！

ＧＭ：そのとおりです！　では、次の行動はドラン……なのですが、ギィの進行判定で進行値が３以上になりましたから、進行イベントが発生します

アキナ：進行イベント？　何が起きるんですか？




　進行イベントはＦＳ判定中の状況の変化を現あらわしている。進行値が特定の数値を越こえると発生し、判定の能力値に変化が生じる。




ＧＭ：ここから、進行判定に用いる能力値が【敏捷】から【感知】になります。トロッコの進路上に、木材や落石などの障害物が出てくるイメージです。いち早く発見して、対処する力が求められるので【感知】を使って判定するわけです。

ドラン：おお、【感知】ならワタシ、得意ナリよ！

ギィ：次に進行判定をするのはドランだから、ちょうどいいな。

ＧＭ：さらにここで支援判定の説明をしておきましょうか。

アキナ：支援判定……進行判定する人をサポートするものって言ってましたよね。

ＧＭ：はい。支援判定はイニシアチブプロセスで行ないます。ＧＭの決めた判定に成功すると、対象が行なう進行判定の達成値に＋２できるんです。

アキナ：えーと、支援判定もメジャーアクションなんですか？

ギィ：そういうこと。それにドランは【感知】が高いし、今はやらなくてもいいだろ。

アキナ：はーい、それじゃドランがんばって！

ドラン：では行くナリ！（ダイスを振る）……達成値10。

一同：失敗した――っ！（笑）

アキナ：……えっと、失敗した時はどうなるの？

ＧＭ：失敗した時も同じように差分を出して、チャートを見ます。10から11をひくと、差分はマイナス１。チャートを見ると、進行値は増ぞう減げんなしですね。

ドラン：ここは、フェイトを使って振り直すナリよ。（ダイスを振る）……よし、今度は高い。15ナリよ！

ギィ：差分は＋４か。進行値が２点上がるな。

ドラン：じゃあ、行く手を阻はばむ障害物を発見するつど、水圧カッターで切きり裂さいて行くナリ！
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ＧＭ：次々と障害物を水圧カッターで切きり払はらい、ロスなく皆さんは進んでいきます。この結果、進行値は６。進行値が５を突とつ破ぱしたので、また進行イベントが発生します。

マルセル：今度は何だ？

ＧＭ：今まで坑道は降りだったんですけど、急に登り坂になるんですよ。ここはスピードよりも坂を登るパワーが必要ってことで進行判定が【筋力】に変へん更こうになります。

ギィ：きた――っ！

ドラン：【筋力】ってことは、アキナの出番ナリ。

アキナ：まかせて！　あたしがうしろから押します、筋きん肉にくで！（笑）

マルセル：頼たのむぞ。

アキナ：いっきまーすっ！（ダイスを振る）……達成値18！

ＧＭ：成功ですね。坑道は急に昇り坂になります。慣かん性せいを失い、元来た方向へ戻もどろうとするトロッコを、アキナはガシっと押おさえ、坂の上に向かって押おし上あげる。

ドラン：なんか、坂を下るより早い気がするナリ（笑）。

マルセル：そんなわけないだろ（笑）。

ギィ：差分が＋６以上なので、進行値は４。１ラウンドでクリアできそうな勢いだ（笑）。

ＧＭ：これで進行値10。またまた進行イベントが発生します。アキナのパワーで、あっという間に頂ちよう上じようへ。そこからは一気に下っていきます！

アキナ：それじゃ、降りになったところで、あたしはトロッコに飛び乗ります。やったー！

ギィ：よっし、お疲つかれ……。で、水も頂ちよう点てんまで押おし寄よせて、一気に下ってくるわけだ。

ＧＭ：そのとおりで。降りになったせいか、水の勢いが増ましてますよ。ここで進行判定の難易度が13、判定値は【敏捷】に変更されます。

マルセル：最後は私の番か。フェイトを１点使って（ダイスを振る）……達成値は20だな。

アキナ：おおっ、マルセルさん、すごい♪

ドラン：差分は＋６以上になったから……。

ギィ：進行値は＋４だ。

ＧＭ：これで合計14。完了値である12以上になりました。タイミング良くトロッコのブレーキなどを操あやつり、降りの勢いを完かん璧ぺきに利用したマルセル。ＦＳ判定は成功となります。

アキナ：やった～♪

ドラン：あっという間に突破したナリね。

ギィ：進行判定がちょうどオレたちの順番と合った形で変更されたからな。

ＧＭ：ぐむむ、もう少しかかると思ったのですが、ダイス目がＰＣたちに味方したか……。では、水に先んじて皆さんは坑道の終点に到とう着ちやくします。

アキナ：ふぅ～。あ、終点に水はこないの？

ＧＭ：終点の起き爆ばくのタイミングを取るために水を一いつ旦たん堰せき止とめる堤てい防ぼうがありまして。みなさんは、間かん一いつ髪ぱつその内側に潜もぐり込こめたのです。なので、ある程てい度どの時間は残されています。

ギィ：ふぅ。一息ついて、あたりを見回すぞ。

ＧＭ：終点には先客がいます。その先客とはっ!?　続きはクライマックスで……！











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆地底での決戦




　地下坑こう道どうをトロッコで駆かけ抜ぬけたエンジェルファイヤーは、その終着点にたどり着く。

　ちょっとした部屋のように造つくられた空間で、ひとりたたずむ〝ソードケイン〟のユウナ。

　歪ゆがんだ笑みをたたえた彼かの女じよの傍かたわらには、大だい災さい害がいを引き起こす爆ばく破は装そう置ちがあった。




ＧＭ：さて、みなさんはうしろから迫せまる濁だく流りゆうの気配を背せに、坑道をトロッコで走そう破は……ようやくたどりついた最さい南なん端たんの部屋。今回の事じ件けんのラスボスがいる場所です。

マルセル：ここはどうなっている？

ＧＭ：部屋の奥おくには、いくつかのドラム缶かん型の爆ばく弾だんがズラリ……。そして、その前に立って、ＰＣたちを待まち構かまえていたかのように仁に王おう立ちする、ひとりの少女。

ギィ：〝ソードケイン〟のユウナ……か？

ドラン：まあ、フィルボルだし、少女といっても、意外と歳としがいってたりするナリ（笑）。

アキナ：見た目が若わか々わかしいキャラなんですね！

ＧＭ：「何勝手なこと言ってるの――っ!?」ユウナ、おかんむりです（笑）。「とにかく、こんなところまで、邪じや魔ましに来るなんてあきれたものね」

ドラン：褒ほめられたナリ。

一同：いやいや（笑）。

ＧＭ：「褒ほめてないよっ!?　……ちょーし狂くるうなぁ。……でも、爆弾はしかけ終わったし、この街の鉱こう山ざんを守ろうったって、もう間に合わないよ♪」

ギィ：そうかもな。だが、聞いておきたいが、ここは行き止まりの部屋だ。お前、この場でオレたちと爆ばく死しするつもりか？

ＧＭ：では……。「残念ね★　当然脱だつ出しゆつルートは用意しているの。あなたたちを倒たおして、私わたしはゆうゆう脱出するわよ♪」

ギィ：かかった！

ＧＭ：は？（←素す）

マルセル：ああ、我われ々われはユウナを倒して脱出ルートを利用させてもらおう。

アキナ＆ドラン：よーし！

ＧＭ：し、しまったぁぁぁぁぁ――っ!?（一同爆ばく笑しよう）

ドラン：では、心おきなくユウナを倒たおすナリ。

ＧＭ：く、ユウナはちょっとドジッ娘こなんです！（←むりやりな言いいわけ）「よくも引っかけてくれたわねぇ～っ！　と言うと、彼女の両サイドの地面から二匹ひきのエネミーが〝ぼこっぼこっ〟と出てきます（とエネミーのイラストを見せるＧＭ）。

アキナ：（絵を見て）顔にドリルがついてる？

ギィ：トンネラーか！




トンネラー

　トンネル工事のために作られたと言われている、ドリルとモグラを合体させた人じん造ぞう生物。顔につけられたドリルは硬こう質しつな岩をも軽く貫つらぬき、硬かたい防ぼう具ぐを着る意味を０にするという。
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ＧＭ：いやあ。プリプレイで菊きく池ちさんがあまりにドリルをほしがるんで、ユウナをサポートするエネミーをこいつに代えました。ドロップ品の項こう目もくにドリルがありますよ！

ドラン：そのドリル、ぜひワタシのものに（←目が輝かがやく）。

ギィ：く、くだらね――!?　ＧＭよくやるよ（笑）。

ＧＭ：ほら、オモシロそうなことは、とりあえずやっとくと良い、と『デスマーチ』一巻かんで学びましたから（笑）。

マルセル：そのせいで、大変な苦労をしたくせに（笑）。

アキナ：確たしかに（笑）。今回の戦せん闘とうはどうすればいいんですか？

ＧＭ：こういう状況ですので、今回の戦闘は時間制せい限げんもあるんですよね……。




　……と、今回の戦闘のレギュレーションを説明するＧＭ。

　制限ラウンドは三ラウンド。三ラウンド目のクリンナッププロセスまでに、ユウナを倒す必要がある。さもないと爆弾が爆ばく発はつし、隣りん接せつする金きん鉱こうが水すい没ぼつしてしまうからだ。

　制限ラウンド内に戦闘が終しゆう了りようすれば、四ラウンド目までクライマックスを続けられ、爆弾解かい除じよの判はん定ていを行なえる。そのうえで、それに失敗するとやはり爆弾は爆発してしまう。




マルセル：なるほど。そうなると、出だし惜おしみもできんな。

アキナ：だね、最初から全力でいかないと。

ギィ：爆弾解除はオレの役目ってとこか……。フェイトは温おん存ぞんしないとな。

ドラン：ギィが戦闘不ふ能のうになると最後の判定で困こまるね。なるべくギィを護まもるナリ。

ＧＭ：では「爆発までの時間、遊んであげるよ♪」と、ユウナは戦闘開始を宣せん言げんします。

アキナ：この戦い……負けられません！




●第一ラウンド

行動値ち

　ギィ：　　　　　　　　　15

　ユウナ：　　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　　13

　マルセル：　　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　　12

　トンネラーＡＢ：　　　　８
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ＧＭ：第一ラウンド……セットアッププロセスから行きましょう。皆みなさんのいるエンゲージとユウナのいるエンゲージは20メートル離はなれています。

ドラン：まず《陣じん形けい》で、アキナをユウナとエンゲージさせて、動きを封ふうじたいナリ。

アキナ：でも、あたしの移い動どう力は17メートルだから《陣形》一回だけだと、ユウナのところまで届とどかない。

マルセル：私の《アンパッサン》で、さらにアキナを動かせば、エンゲージできる。セットアッププロセスのユウナの番で動かれると、こっちの狙ねらいは実じつ現げんしないがな。

ギィ：何もしないで、相手に主しゆ導どう権けんを持ってかれるよりは、オレの順番のところでまず《陣形》を使い、こちらのエンゲージをわけておこう。アキナ、《陣形》でいいか？

アキナ：はい。《陣形》の使用を承しよう認にんします！　高速機動隊エンジェルファイヤー！　行きます！　と言ってユウナに向かって移動です。

ドラン：高速機動モード（笑）。

ギィ：さらに《限げん界かい突とつ破ぱ》だな。短期決戦ならこれだ、判定やダメージに＋６できる。

アキナ：《限界突破》承認です！

ギィ：俺おれのセットアップは《コンバットセンス》で【行動値】を25に。

ＧＭ：本気モードですね。一方のユウナ。「見てなさいっ！」と、彼女は自分のセットア

ッププロセスで叫さけびます。「カモンッ！　サイコドラン！」

一同：なんか、呼よび出だした――っ!?（笑）

アキナ：……な、なに？（笑）




　ゴゴゴゴゴという機動音が響ひびく。

　何もない空間から、突とつ如じよとして出しゆつ現げんする、円えん筒とう形けいのゴーレム……サイコドラン。巨きよ大だい化かしたドランという風ふ情ぜいのゴーレムにユウナは乗のり込こんで行く……。




ＧＭ：《マスターテイマー》《コールサーヴァント》《ライドオン》を使用。「たぁ――っ!!」と宙ちゆうに舞まい上あがり、ユウナは呼び出したサイコドランに輝かがやきながら吸すい込こまれていきます。

一同：えぇ――――っ!?（一同爆笑）

ギィ：うお、リアクションに困るぜ（←微び妙みような笑顔）。

ドラン：やりきれない気分ナリ（←微妙な笑顔）。

ＧＭ：なんでだよ――!?（笑）

マルセル：かわたなセンスを押おしつけられても、……その、困る（笑）。

ＧＭ：くっ（笑）。ちなみに、サイコドランは巨きよ大だいな槍やりを装そう備びしています。その先せん端たんが高速回転しています。
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ドラン：くっ、そのドリルよこせナリっ！

ＧＭ：ふ、ドランが悔くやしがると思い、槍をドリル的な演えん出しゆつにしました（笑）。

ドラン：お、おのれ（笑）。




　そして予定どおりマルセルが《アンパッサン》を宣言。アキナをユウナにエンゲージさせ、このセットアッププロセスは終了（ドラン、アキナ、トンネラーは宣言なし）。




ＧＭ：じゃあ、イニシアチブプロセス。最初に行動するのは……。

ギィ：【行動値】25のオレからだな。マイナーアクションで《アーマーブレイク》《トゥルーブレイク》、メジャーアクションは《ダブルショット》。で、サイコドランを狙ねらう。行くぞ。（ダイスを振ふる）……出た！　いきなりクリティカル！

ＧＭ：なにっ!?

アキナ：やった――！

ドラン：この矢の軌き道どうは外しっこないナリ。

ＧＭ：「うそ！　あの弓使い、サイコドランの装そう甲こうの弱点を初見で見み抜ぬけるの？　なら……」《ミラーコート》と《ミラージュハイド》をユウナは併あわせて宣言します。




《ミラーコート》

　サーヴァントを所持している時に使し用よう可か能のうなオリジナルスキル。回かい避ひ判定を行なう。対決に勝利すると、その攻こう撃げきを回避してさらに隠おん密みつ状じよう態たいになる。




《ミラージュハイド》

　サーヴァントを所持している時に使用可か能のうなオリジナルスキル。回避判定の直前に宣言する。回避判定を５Ｄ＋０で行なうことができる。この判定はいかなる修しゆう正せいも受けない。シナリオ三回使用可能である。




ドラン：うお……ダイス５個こ振ぶりか……。

マルセル：なるほど。少しでもクリティカルの確かく率りつを高める狙いか。クリティカルはクリティカルでしか回避できないから、ダイスの数を増ふやして６を出そうとするのか……か。

ドラン：成功された場合がやっかいナリ。

ＧＭ：そうなんですよ。一発目を避さけると《ミラーコート》でユウナは隠密状態になり、攻撃の対象にできなくなるんです。となると《ダブルショット》の二発目も無む効こうという。

ドラン：ユウナやサイコドラン……ミドルフェイズに会った時の姿すがたを消していた演出は、こういう能のう力りよくを持ってたからナリね……。

ＧＭ：では、回避を……（ダイスを握にぎる）……。

ギィ：待て。《ミラーコート》を《インタラプト》で打ち消す。この短期決戦で攻撃を無む駄だにはできねぇ。

ＧＭ：では、リアクションをするスキル《ミラーコート》が《インタラプト》されたので、回避は失敗。《ミラージュハイド》は差さし戻もどし。ダメージをどうぞ。

ギィ：ダメージロールで《ブルズアイ》。ダメージは……64点！

ＧＭ：《トゥルーブレイク》の効こう果かで、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】がこれ以い降こう０。「きゃあっ!?　あたしのサイコドランの装甲がぁ!?」ダメージ丸々喰くらって憤ふん慨がいするユウナ。

ギィ：《ダブルショット》の二発目、行くぜ――っ！
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ＧＭ：《ミラーコート》《ミラージュハイド》で回避――っ!!




　しかし、必死の回避も功を奏そうさずユウナはさらに26点ダメージを受ける。




ＧＭ：ギィの先せん制せい攻撃をもろに喰らったが、ま《インタラプト》を消費させましたからね。

ギィ：確かに、これでオレは出がらしみたいなもんだ（笑）。あとは頼たのんだぜ。

アキナ：出がらしって（笑）。ユウナの【物理防御力】を０にしてくれたのは大きいです！

マルセル：確かにな。次はユウナか。

ＧＭ：はい。同一エンゲージのアキナに。「わたしの攻撃を避さけられたら褒めてあげる」マイナーアクションで《ディスアピア》、メジャーアクションで《ラッシュ》サイコドランの巨きよ体たいが〝ふっ〟と、かき消えます！　命中判定の達成値は25！

アキナ：高い……。《限界突破》分を入れても回避失敗です。《ウェポンガード》を宣言しておきます。て……敵てきが、見えない!?

ＧＭ：ダメージは98です！　大剣で体をガードし、攻撃に備そなえていたアキナに、突とつ然ぜん姿を現あらわしたユウナから、どがっ……と、激はげしい衝しよう撃げきが!?

マルセル：アキナに《プロテクション》だ……33点ダメージを減へらしてくれ。

アキナ：ありがとう！　《ウェポンガード》分と【物理防御力】分を減らして……38ダメージですみました。

ＧＭ：「見かけによらず、硬いんだね」ユウナもちょっと驚おどろきます。

ドラン：アキナさんは伊だ達てにエンジェルファイヤーのギルドマスターではないナリ。

ＧＭ：では、ドランの番です。

ドラン：マイナーアクションで《ドラゴンカース》。与あたえるバッドステータスは［転てん倒とう］を選択。《マリッド・ストリーム》も付加（命中すれば回避をマイナス１Ｄ）。フェイト１点消費するかわりに《ソウルコンバート》で【ＭＰ】を10点余よ分ぶんに消費。メジャーアクションは《ウォータースピア》。命中は《限界突破》も込こみで18＋３Ｄ。……念のためフェイトも１点入れておくナリ。

アキナ：ス、スキルが多い……（笑）　どうなってるの？

ギィ：要するにバッドステータスやら、何やらで徹てつ底てい的に嫌いやがらせ系けいの魔ま法ほうを撃うつのさ。

マルセル：［転倒］はでかいからな。フェイトを使って、まず外さないことを狙ねらったか。

ＧＭ：「ドラン君、ちょっと余よ裕ゆうないよ？」

ドラン：短期決戦は非ひ情じようナリ！（笑）　叫びつつ砲ほう塔とうから魔法の水流を放つ。…………命中の達成値は28点！

ＧＭ：「そんな水みず鉄でつ砲ぽうで…………っ!?」ユウナはまた《ミラーコート》《ミラージュハイド》で回避……失敗っ!!

ドラン：では……水流をパワーア――ップ！　ここで《マジックフォージ》っ!!　…………ダメージは78ナリナリナリナリナリナリナリ――――っ!!（一同爆笑）
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　な、何そのかけ声……。




ギィ：すげぇ水流のラッシュだな（笑）。

アキナ：…………ド、ドランさん（笑）。

ＧＭ：「そんな、ふざけた攻撃で……ま、まだよっ!?」【魔法防御力】は健けん在ざいなので、ダメージは68点。サイコドランはぐらつきましたが……、［転倒］せずに踏ふみとどまる。

ドラン：何ぃ!?

ＧＭ：《バッドステータス無効》です。「サイコドランのオートバランサーをなめないで♪」

ドラン：な、なんてハイテク装備（笑）。だが《マリッド・ストリーム》の効果もあるナリ。

ＧＭ：ですね。以降ユウナの回避のダイスはマイナス１個こです。「このお礼はあとできっちりぶち殺して返してあ・げ・る♪」

ドラン：こわッ!?（笑）

ＧＭ：にしても……《限界突破》が効きいててことごとく喰くらうな（笑）。次は……マルセル。

マルセル：では《ブレッシング》。《グローリー》で射しや程ていを伸のばして対象はアキナ。次の判定に＋１Ｄできるぞ。

アキナ：ありがとうマルセル！　マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》。命中判定は４Ｄになって…………やった！　クリティカル！

一同：よし来たっ！

マルセル：ダメージロールに２Ｄ追加できるな。

ＧＭ：ギィに続いて、アキナもかぁ～。「どいつもこいつもぉ～っ！」《ミラーコート》と《ミラージュハイド》によるユウナの回避……（ダイスを振る）……はクリティカルせず。

アキナ：そこで《ボルテクスアタック》！　ダメージにさらに９Ｄ追加します。

マルセル：そして私は《チェックメイト》。今だ！　とそのダメージに３Ｄ＋13します。

アキナ：やぁぁぁ――っ！　ダメージは……（ダイスを振ふって）……[image: 129]点ダメージ！
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ＧＭ：うお……。その外見からは思いもよらないほど、速くて重いアキナの一いち撃げき。「なんて馬ば鹿か力ぢから!?　サイコドランに乗っていなければ即そく死しだったわ」

ドラン：即死かよっ!?（笑）

アキナ：人をバケモノみたいに！（笑）　でも、まだ平気そうだし。手強いかも！

ＧＭ：確かにまだ行けます。ユウナも今の一撃でアキナを危き険けんな存そん在ざいと認にん識しきします。「はっ、よく見ればこの女。モンドーラ君を倒したアル・イーズデイルの妹、アキナ！」

ギィ：そう言えばアルは、モンドーラを倒してるよね。

ＧＭ：「モンドーラ君の仇かたきぃ――」

アキナ：いや、それはアル兄様だし（笑）。

ＧＭ：「ぐ……モンドーラ君の仇ぃ――の義いも妹うとぉっ！」

ドラン：遠すぎるだろ、それ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ユウナはフェリタニアに属ぞくする者すべてを、モンドーラの仇と、憎ぞう悪おしてるんですよ。

アキナ：め……迷めい惑わくです（笑）。

ＧＭ：「あの娘の体を貫きなさい！」ユウナの指し示じにより、ラウンドの最後にトンネラー二体がアキナに攻撃をします。顔のドリルが高速で回転、そのまま突とつ撃げきしてきます。

ドラン：いかにも防具を壊こわすぞ、って攻撃ナリ。

ＧＭ：おや、察しがよい。エネミー識しき別べつしていないので喰くらわないとわかりませんが（笑）。

アキナ：ここで、防具を脱ぬがされちゃうのはちょっとマズイかも!?（笑）

ＧＭ：はっはっは。さてどうでしょう？（笑）




　と、この攻撃を警けい戒かいしたアキナはフェイトを１点ずつ使って回避する。しかし―――。




アキナ：ファンブル――っ！　……フェイトを１点使って振ふり直します～。




　――想定外のファンブルもあり、計３点のフェイトを消費して、二体のトンネラーのドリル攻撃を必死に避さけきった。そして戦いは第二ラウンドへ。




●第二ラウンド

行動値

　ギィ：　　　　　　　　　15

　ユウナ：　　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　　13

　マルセル：　　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　　12

　トンネラーＡＢ：　　　　８
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　第二ラウンドのセットアッププロセスはマルセルがエネミー識別をするのみで終わった。そしてイニシアチブプロセスに移うつってそうそうに――。




ギィ：《トルネードブラスト》《ハイパーブラスト》でトンネラーＡＢを攻撃。

ＧＭ：……トンネラーは死にました。




　マルセルのエネミー識別でトンネラーがレベル４であること、そして防具を破は壊かいする《防具破壊》を持っていることが判はん明めい……。第二ラウンドで行動順が回ってくるや早々に、ギィが《ハイパーブラスト》（ギィの場合10レベル＋１以下のエネミーを即そく座ざに倒す）を用いて、トンネラー二体を排はい除じよすることにしたのだ。




ドラン：フッ……不ふ埒らちなエネミーは消え去ったナリ（笑）。

アキナ：これで、防具が壊こわれるのを気しなくてよくなったんだね。

ＧＭ：（トンネラーに向かって）君たちはもうちょっと頑張って欲ほしかった――！

ギィ：そうかそうか（笑）。とにかく、あとはユウナだけだぜ。

ＧＭ：では、ここでユウナは待機を選せん択たくします。

ドラン：いいナリか？　次の行動まで保もつとは限かぎらんナリよ？

ＧＭ：あえて、待機なのです。「わたしをナメると痛いたい目を見るんだからね♪」

ドラン：いちいちウザイ（笑）。じゃあ遠えん慮りよ無く。マイナーアクションで《ウィルパワー》、メジャーアクションは《ウォータースピア》。さらに《マテリアルコンポーネントⅡ》……高級サファイア（ダメージ＋４Ｄ）ぱくっと食べてパワーア――ップ！

ＧＭ：「宝ほう石せきを食べてる……ドランが覚かく醒せいしていくと言うの!?」

マルセル：こいつがそう設せつ計けいしたのかよ！（笑）

ドラン：こんな、体に誰だれがした――っ!?（笑）　喰くらえ――っ！　命中は……（ダイスを振る）……達成値24。

ＧＭ：高っ！　回避は……失敗！「この私が、旧きゆう式しきに押おされてる!?」




　ドランの執しゆう念ねんに気け圧おされて回避に失敗したユウナ。53点ダメージと《マリッド・ストリーム》の回避のダイスマイナス１個の効果を貰もらってしまう。




ＧＭ：「解げせない。ここまでのパワーが出る設計ではないのに？」想定外という顔のユウナ。

ドラン：フ、人間は成長するものナリ。

ギィ：……に……人間？（笑）

ＧＭ：むしろドランは人間以上の何かかも？（笑）

ドラン：どういう意味ナリ!?（笑）

マルセル：……次は私だな。《フェイス：アーケンラーヴ》をアキナに。これでユウナはアキナの攻撃にリアクションをとれなくなる。

アキナ：チャンスってことだね。《スマッシュ》《バッシュ》で、とりゃ――っと攻撃！
















ＧＭ：「うわぁぁぁっ……う、動けない！　ず、ずるいよっ!?」

マルセル：ここで《チェックメイト》ユウナの動きが鈍にぶい今、機関部を狙ねらえ……指示する。

アキナ：わかった、ありがとうマルセルさん…………ダメージ合計で…………89点！




　さすがに損そん耗もうの色が濃こいユウナとその乗機のサイコドラン。だが――。

「なら、わたしの切り札を見せてあげるよ――♪」




ＧＭ：……と、ユウナはここで《リアクティブアーマー》を使用します。




《リアクティブアーマー》

　オリジナルエネミー特とく殊しゆ能力。サーヴァントを所持している状態で、【ＨＰ】が[image: 180]以下になると使用可能になる。ダメージロールの直後に使用。受けるダメージを30点軽けい減げんし、さらに至し近きんの範はん囲い（選択）に35＋３Ｄ点の物理ダメージを与える（装備、スキルによる軽減は可能）。使用すると、以降【物理防御力】が０になり、《ミラーコート》使用不ふ可か、【行動値】（および移動力）に＋15され、さらにオリジナルエネミー特殊能力の《アクセラレート》が使用可能になる。




ＧＭ：アキナがサイコドランに一撃を入れたと同時にその装甲がはじけ飛び、破は片へんがアキナを襲おそいます。

アキナ：え!?　とにかくそれは《ウェポンガード》します！　ダメージを27点止めます。

ＧＭ：《リアクティブアーマー》によるダメージが……（ダイスを振る）46点。

マルセル：さらに《プロテクション》で……37ダメージを防ふせぐぞ。

ＧＭ：さすがに硬い……ダメージは０。




　とっさに、両手剣けんで破片を受け止めたアキナ。マルセルの《プロテクション》も入り、爆発のダメージをやり過すごした。しかし、彼女の眼がん前ぜんに立っていたのは、真の力を解かい放ほうしたユウナとその愛機の姿だった。




ＧＭ：たたみかけます。「高機動モード発動だよ！」《リアクティブアーマー》を使用すると

《アクセラレート》というスキルが使えるようになります。待機の分も合わせてここからユウナは三連続攻撃を繰くり出だします。

一同：なにぃ――――っ!!

アキナ：さ………三回!?




《アクセラレート》

　オリジナルエネミー特殊能力。サーヴァントを所持していて、《リアクティブアーマー》を使用したあとに使用可能になる。イニシアチブプロセスに使用。即座にメインプロセスを二回行なう。１シナリオ一回まで使用可能。

ＧＭ：「そこの片かた目めのお兄さんが死ぬと、爆弾は解除できないでしょ」ニヤリとするユウナ。

アキナ：ま、まずいかも!?

ＧＭ：「もうみんな死んじゃえ～♪」ユウナは、〝ブンッ〟と、三つの残ざん像ぞうを生み出し、そのそれぞれがギィに向かって槍を伸ばします！　《ディスアピア》《ラッシュ》に加えて夢む幻げんの槍の効果も使います。この槍はその長さを三回だけ伸のばすことが可能なのです。

ギィ：ちょ、調子にのりやがって――！




　サイコドランの持つ夢幻の槍は、１シナリオに三回、攻撃の対象をシーン内にいる任にん意いのキャラクターひとりに変へん更こうし、ダメージロールに＋２Ｄすることが可能な能力を持つ。ユウナはそのすべてをこの三回の攻撃に投入する。




ＧＭ：「一発目ぇ★」命中判定は……（ダイスを振る）……29。

ギィ：回避は……（サイコロを振る）無理だぜ。

マルセル：爆弾解除役のギィを護まもらないと……この戦闘の意味がなくなりかねん。

アキナ：《カバームーブ》でギィをかばいます！

ＧＭ：「耐たえきれるかなぁ♪　何発めで死ぬかしら★」ダメージは…………[image: 103]点！

アキナ：ちょっ!?　大きい！　今【ＨＰ】は85だから、83点のダメージか。あ、でも……（考えている）……チャンスかも。ダメージを《ソウルバスター》で返します。なので、マルセルの《プロテクション》はナシで。

マルセル：了りよう解かい。

ＧＭ：ユウナは《ソウルバスター》で83点ダメージ。「痛っ……でも、まだよっ!?」アキナからのカウンターにも怯まず、サイコドランはさらにスピードを上げ、ギィを狙います！

アキナ：まだ、止まらないの!?

ＧＭ：次もユウナの攻撃。槍の先端が弧こを描えがいて伸のび、ギィを襲おそう。《ディスアピア》《ラッシュ》、夢幻の槍の効果を使い対象を再びギィに！　命中は……クリティカル！

一同：うそ――っ!?

ギィ：避よけられるわけ、ねぇだろ――っ!?　……回避失敗（怒）。

アキナ：か……《カバームーブ》をギィに！

ＧＭ：……ダメージは……「手て応ごたえアリ――♪」……ダメージは[image: 121]点！

アキナ：うわぁ、あたし今残り【ＨＰ】２なんだけど……。

ドラン：こ、これは……。




【物理防御力】の高いアキナもこれにはさすがに耐えきれず、ギルドスキルの《蘇そ生せい》が使用される。さらにマルセルの《プロテクション》も入り、アキナの【ＨＰ】は42となる。




ＧＭ：「お待ちかねの三発目よ♪」――と、《ディスアピア》《ラッシュ》に夢幻の槍の効果を使用して、命中判定…………29。

ギィ：フェイト３点使って回避――っ　（ダイスを振る）……27で２点足りない――っ！

アキナ：ごめん、もう使用回数が切れて《カバームーブ》できないよ。
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ギィ：なんだって――!!（笑）

ＧＭ：ついにギィに攻撃が届とどいた！　地を這はうように伸のびたドリルの先端がギィに迫る。「よくもサイコドランの装甲を壊こわしてくれたわね♪」ダメージは…………[image: 101]。

マルセル：フェイトを４点使ってギィに《プロテクション》。……48点ダメージ軽減。

ギィ：おし、【ＨＰ】21で……なんとか、しのいだぞ！　なんか、横よこっ腹ぱらの肉をかなり削けずられた……って感じだな、こりゃ（笑）。

アキナ：ま……また、ギリギリの戦闘（笑）。

マルセル：まあ向こうも、そろそろ【ＨＰ】が心もとないはず。

ＧＭ：あ、言ったと思うけど、《リアクティブアーマー》を使って、〝高機動モード〟になってるんで、ユウナの【行動値】は30になるから……。

ドラン：……から？

ＧＭ：………次のラウンド、最初に行動するね♪

一同：ふっざけんなぁぁぁぁぁ――っ！（一同爆笑）

ギィ：実じつ質しつ、四回連続行動じゃねーかっ!?（笑）

アキナ：なんか、「ずっとユウナのターン」て感じだよ！（笑）

ＧＭ：では次のラウンドへ……。




●第三ラウンド

行動値

　ユウナ：　　　　　　　　30

　ギィ：　　　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　　13

　マルセル：　　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　　12
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ＧＭ：では、セットアッププロセス。ユウナは《スウィフティ》でエンゲージを離り脱だつします。

アキナ：ん、なんで今エンゲージを離脱したの？

マルセル：ユウナは執しつ拗ようにギィを狙ってる。だが、夢幻の槍は遠えん距きよ離り攻撃の回数切れのはず。おそらくマイナーアクションでギィにエンゲージしてとどめを刺しに来るんだろう。

ドラン：それで、ギルドが全ぜん滅めつするわけではないナリが……。

ギィ：爆弾解除役のオレが倒たおれるのは避さけたい。

アキナ：ユウナが最初に動くから、その前になんとかしないと……だね。

ＧＭ：（さすがにこの意図は読まれやすいか……）ともあれ、次はギィさん。セットアッププロセスに何かやります？

ギィ：《ランナップ》。アキナのエンゲージに入ろう。これで《カバーリング》の対象になる。

マルセル：いや、私のエンゲージに来てほしい。《アンパッサン》でアキナをユウナのエンゲージに配置すれば、ユウナとギィを同じエンゲージに入れることを妨ぼう害がいできる。

ＧＭ：い、いやらしい一手ですね。

ドラン：ユウナがまだ飛び道具を残してたら、マルセルが行動放ほう棄きしてかばうつもりナリね。

マルセル：まあそうはならんと思うが。アキナには、すまんが無理をしてもらうことになる。

アキナ：かまわないよ！　このラウンドはギィさんを護まもりながら勝つのが第一だから。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス……【行動値】30のユウナから……。こうなると、アキナを倒すしかない。そのまま四ラウンドまで生いき延のびて、爆弾解かい体たいを妨害するぞ。

マルセル：そうせざるを得ないとは言え……。

アキナ：ここは避けたい……けど。ああっ！　トンネラーにフェイトを３点使っちゃってたから、ここで使えるフェイトが２点しかない！

ドラン：やっぱり、ドリルは恐おそろしい兵器ナリ（笑）。

ＧＭ：さて、ユウナはアキナを対象に、マイナーアクションで《ブレイクスラッシュ》、メジャーアクションで《ラッシュ》。「おしまいにしましょ♪」サイコドランの全体重を乗せた一撃が放たれます。

ドラン：《ブレイクスラッシュ》？

ＧＭ：《ウェポンガード》や《プロテクション》などダメージ軽減スキルを封ふうじる効果があります。これまでは、姿を隠してから攻撃した方が、色々都合がよかったのです。

マルセル：ここは確かく実じつにアキナをつぶしにきたか。

ＧＭ：命中判定の達成値は18。「ほらほら、このドリルが避けられるかしら♪」

アキナ：フェイト２点使用で……避ける！（ダイスを振る）　５、１、５、１……足して15で……回避失敗っ！

一同：……あぁっ！

アキナ：ううっ……あとちょっとだったのにぃ！（笑）

ＧＭ：「サイコドランの全エネルギーを乗せた一撃よ♪」ダメージは……86点。

ギィ：そいつは、《ガーディアン》！

ＧＭ：「来ると思った♪」《インタラプト》でそれを打ち消します。ギィがユウナの攻撃を牽制するために放った射撃もむなしく振り払われます。

ギィ：くそっ！

アキナ：……86点……戦闘不能です。うう、みんな……あとはまかせたよ！（がくり）

マルセル：む。毎回ボス戦で戦闘不能が出てるな。

ギィ：ＧＭの出目がよくて、ＰＣの目が悪い傾けい向こうはあるからな……そういうこともあるって。ま、ギルドマスターを落としてくれた礼は、たっぷりとさせてもらうぜ！

ドラン：おお、ギィが燃もえているナリ！

ギィ：マイナーアクションで《レイジ》、加えて《ダブルショット》！　命中は15。

ＧＭ：回避……（ダイスを振る）出目悪っ！　達成値13で失敗。

マルセル：《チェックメイト》でダメージを上げる。

ギィ：もう、あのデカブツの急所は丸出しさ。こんなのはずさねぇ――合計84点ダメージ。




　狙ねらいすましたギィの矢がユウナに突つき刺ささる。それは、ギリギリのところで踏ふん張ばっていたユウナにとっては、あまりにも致ち命めい的てきな一撃。しかし……。




ＧＭ：それでも【ＨＰ】は数点残ってます「モンドーラ君の仇をとるまでは……フェリタニアを滅ほろぼすまではっ……」

ギィ：その執念はたいしたもんだ。だが、オレもお嬢じようちゃんに勝つって約束してるからな。《ダブルショット》の二回目を行くぜ!!




　――ギィの放った矢がユウナを貫つらぬく。




ＧＭ：「ここまでか……ごめん……モンドーラ君」と、ユウナは倒たおれます。




　こうして、ローンバレイで破壊活動を画かく策さくしたひとりのバルムンクが倒たおれた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ギィ：どうにか、ユウナを倒たおせたか。

マルセル：あんな見た目だったが、恐ろしい敵だったな……。

ドラン：自分の改かい造ぞうに関わったバルムンクとはいえ、事じ情じようもありそうで、少々複ふく雑ざつナリ。……と言いながらアキナに《レイズ》を。

アキナ：ううっ……と頭を振りながら起き上がります。ありがとう！

ＧＭ：さて、戦闘は終わったが、まだ問題は解かい決けつしていませんよ。

アキナ：四ラウンド目に爆弾処しよ理りの判定があるんですよね。

ＧＭ：というわけで、次のラウンドに行きましょう。




●第四ラウンド

行動値

　ギィ：　　　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　　13

　マルセル：　　　　　　　12

　アキナ：　　　　　　　　12




ＧＭ：まずセットアッププロセスからやりましょう。ギィからですね。

ギィ：ここで、ドジ踏ふんだら目も当てられん。《ランナップ》で、爆弾にエンゲージするぜ。

ＧＭ：ギィは倒れたユウナの後方にある爆弾の制せい御ぎよ装置のもとに移動しました。爆弾の上面に起爆のための機き構こうが見え、小さな光が明めい滅めつしています。他に誰か行動しますか？

マルセル：特にない。

ＧＭ：ではイニシアチブプロセス。難なん易い度ど16のトラップ解除の判定に成功すれば解除できる。そうこうしているうちにザァ――と足下まで水が！

ギィ：ヤベッ！　だが、ここで待機する……マルセル《ブレッシング》をくれ。

マルセル：了解。なるほど、少しでも確率を上げるべきだな。……ギィに《ブレッシング》をかける。ギィに祝福の言葉を……判定のダイスに＋１Ｄだ。

ドラン：（不気味な声で）イヤな予感がするナリ……（笑）。

アキナ：不ふ吉きつなこと言っちゃダメです！

ＧＭ：では、ギィ以外に行動する人はいませんね。では、ラウンドの最後……ギィの行動です。

アキナ：……ギィ、がんばって！（←緊きん張ちようしている）

ギィ：……大丈夫。フェイトを２点使って。５Ｄでやるから……（ダイスを振る）……てぇ!?

マルセル：な、なんか……１が多いぞ。
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　ギィの投じた五つのダイス中……実に１が三つ。




アキナ：ドランさんが不吉なこと言うから――!?（笑）

ドラン：す、すまんナリ――っ!!（笑）

ギィ：お……、落ち着いて数えるぞ１……１と１………２と５で……17！




　爆弾の内部構こう造ぞうをいじりながらも緊張に引きつるギィ。その腕うでの動きがぴたりと止まる。

　一同が固かた唾ずをのんで見守るなか、不気味に振しん動どうしていた爆破缶は……、

　……その活動を停止した。




一同：あ、あぶなかった――――っ!?

ギィ：は……はは。最後まで盛もり上がったろ――。

マルセル：いらないから――そんな盛もり上あがりは（笑）。

アキナ：ホントに！（笑）

ＧＭ：と、いうことで。爆弾は無事解除されます。

アキナ：鉱山は護られたんだね。

ＧＭ：はい。ですが、もうこの部屋に水がたまり始めています。

アキナ：やっぱり――っ!?

ドラン：ここでほっとさせてもくれないナリか!?（笑）

ＧＭ：このリプレイはデスマーチ……危険の連続が売りですよ？

マルセル：まあ、ユウナが脱出ルートを用意してたって言ってたし（笑）。

ＧＭ：水没の危険が迫る、坑道からの脱出ルート発見の判定です。難易度14の【感知】で。

アキナ：失敗。

ドラン：……失敗ナリ。

ギィ：成功だっ！

ＧＭ：成功した人は、この部屋の隅すみに隠かくされた地上へ向かう抜ぬけ穴あなに気づきます。

アキナ：そ、そこから全力で脱出します！

マルセル＆ギィ＆ドラン：了解――っ！




　轟ごう々ごうと音を立てて膨ぼう大だいな湖水が坑道内に流ながれ込こむ。それが洞どう窟くつ内ないを完全に満たす前にエンジェルファイヤーは上方へ抜ぬける穴あなをつたい、地上に到とう達たつした。




ＧＭ：では、地上にたどりつきます。みなさんは、懐なつかしい地上の空気に触ふれます。

アキナ：は――――っ！（←深しん呼こ吸きゆう）　冷たくて気持ちいい！

ドラン：もう、坑道はうんざりナリ。早く街に戻もどるナリ。

ＧＭ：おつかれさまです。では、エンディングに移うつりましょう。




　なお、ドロップ品で、ドラン待望のドリルは入手できなかったことを、申し添えておく。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆繫つなぎ止とめられた明日




　戦いを終え、シャフトの館に帰き還かんしたエンジェルファイヤー。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体を押おして、ゴルドレイを捕らえるべく、捜そう査さの手を伸のばす……。

　だが、事じ件けんの黒くろ幕まくの行方は、ようとして知れない。




ＧＭ：というわけで、エンディングフェイズ。みなさんはローンバレイの街に戻もどります。

マルセル：シャフトの館で、一休みしたら、すぐにゴルドレイを押おさえるぞ。

アキナ：賛さん成せい――。あんな人を野放しにはしておけないよ！




　と、ゴルドレイ商会、および別べつ荘そうへと踏ふみ込こむ一同であったが……。




ＧＭ：では、みなさんはシャフトの館で軽く手当などをしたあと、　ゴルドレイの支し店てんや別荘に踏ふみ込こんではみたものの……そこはもぬけのからでした。

アキナ：ゴルドレイ、逃にげ足あしが速すぎる……！

ギィ：まあ、別荘から計画書を奪うばったり、支店に乗のり込こんだりしたからな。身の危き険けんを感じたんだろう……。

マルセル：そういう鼻はききそうだからな。

ＧＭ：ともあれ、残されていたのは、何も知らない一いつ般ぱんの従じゆう業ぎよう員いんばかりで、重要な書類や人物は見あたりませんでした。追つい跡せき隊も編へん成せいされましたが、その行方は摑つかめませんでした。




　そして、一同はまたシャフトの館に集合した。




アキナ：また、どこかで悪いことをするに決まってる。

ドラン：同感ナリ。というか、アキナさんは目をつけられてるんで気をつけるナリ。

アキナ：そうだった！　いやぁ――っ!?（笑）

マルセル：ゴルドレイ商会がレイウォールと繫つながっているという情じよう報ほうは、連合王国にとっても貴き重ちような情報になるだろう。

ギィ：だな。

アキナ：じゃあ、マルセルさん。ノルウィッチに帰還したらそのことをナヴァールさんに直ちよく接せつ報ほう告こくしてください！

マルセル：なっ!?

ギィ：ほら、懐ふところ刀がたななんだしさ（笑）。

ドラン：ナヴァールにいいとこ見せるチャンスナリ。

アキナ：ギルドマスターとして命じます！（笑）

マルセル：ふ……不本意だ!!（一同爆ばく笑しよう）
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ＧＭ：「と、ところで……」と、この場に顔を見せたシャフトがなぜか言いにくそうに話しかけます。

ドラン：どうしたナリ？

ＧＭ：「今回、諸しよ君くんらは、本当によくやってくれた。少ないがとっておいてくれ」と、金きん一いつ封ぷうが渡わたされます。

アキナ：ありがとうございます！

ドラン：ちなみにいくらナリ？

ＧＭ：一万Ｇほどです。と、その額がくを知って「ええええええっ!?」とシャフトと一いつ緒しよにやってきたココアが腰こしを抜ぬかしそうなほど驚おどろいてます（笑）。

ギィ：そっか。シャフトはケチで有名だったからな。

ＧＭ：シャフトはぶっきらぼうに「私のポケットマネーだ。まだ食糧危き機きがさったわけではないから油ゆ断だんするなよ」と言います。あからさまに褒ほめたいのを無理して厳きびしい言葉を掛けているというのが、にじみ出ていますね。

ドラン：素す直なおじゃない人が多いナリ（←なぜかマルセルを見ながら）。

アキナ：ほんとですよね～（←同じくマルセルを見ながら）。

マルセル：なぜ、私を見ながら言うんだっ！

アキナ：あと、ノルウィッチに帰ったら修しゆ行ぎようしなきゃ！

ギィ：どうした、急に？

アキナ：大事な人を護まもれるように強くなったつもりが……今回は戦せん闘とう不ふ能のうになったから。もっと修行しないとなぁ……って。

ドラン：なんか、アルの妹って感じナリね（笑）。

アキナ：アル兄様っぽい？　嬉うれしいんで、ますます頑がん張ばりたくなります！
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一同：それ以上パワフルになってどーする！（笑）




　こうして、ローンバレイの街の危機はさった。

　一同はシャフトからねぎらわれたあと（あくまで彼かれらしくだが）、ノルウィッチへ向けて帰路についたのであった。







◆Ending 02◆黄金は眠ねむらない




ＧＭ：ここでひとつ、ＧＭシーンを入れておきます。

アキナ：ん、なにかな？

ギィ：……ゴルドレイを演えん出しゆつしておくってとこか？

ＧＭ：さいです。最終的にローンバレイから姿すがたを消したあの人のシーンです。




　そこは、豪ごう奢しやな装そう飾しよくを施ほどこされた一室。

　ワイングラスを手にした男は、自身の前に立ちふさがったひとりの少女に思いをはせる。

「アキナ・ブルックス。今回のゲームはお前の勝ちだ。だが約束どおり、私の無む尽じん蔵ぞうの〝力〟でいずれ屈くつ服ぷくさせてやる……そう、金の力にしっぽを振ふる犬のように」




アキナ：いやああああ――っ!?

マルセル：アキナも妙みようなヤツにマークされてしまったようだな（笑）。

アキナ：マルセルさん～、人ごとみたいに～。

ドラン：これは、どう考えても次もこいつとやり合うナリね。

アキナ：でも、逆ぎやくに負けられない。

　ゴルドレイはさらにつぶやく

「いかなる人間も黄金の輝かがやきの前に抗あらがうことなど、できないのだ……。そして、世界は再び戦せん乱らんの世に向かって行く……。く、くふふふふふっ！」




[image: ]




アキナ：戦乱!?　やっぱりコイツ、バルムンクなの？

ＧＭ：さてどうでしょう？

ギィ：いずれにせよ、こいつが敵てき対たいしてくるのは間ま違ちがいないだろうな。

アキナ：こんなヤツに、負けられない！




　戦いの形は、ただ剣けんで切り結ぶのみにあらず。

　黄金の輝きで人々を幻げん惑わくする男と、エンジェルファイヤーとの対決は目前に迫せまっていた。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

第三話「黄金は眠らない」

―ＦＩＮ―
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◆Preplay 01◆新たな任にん務むとロマンスの予感




『アリアンロッド・サガ・デスマーチ』第三話のセッションの興こう奮ふんもさめやらぬ春先……、さほど間をあけずに第四話の収しゆう録ろく日びがやってきた。

　例によってエンジェルファイヤーの面々がＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室に集う。

　慌あわただしくも、賑にぎやかにセッションの準じゆん備びが進むなか……。

　前回のセッションをうけ、酒さか井いさんは期するものがあるようで。




酒井：アキナは四話目にして成長したとこをみせたい……なんて思ってまして。

ＧＭ：ほほう。

酒井：ほら、前回戦せん闘とう不ふ能のうになったじゃないですか？　それに、ゴルドレイとかいうイヤな敵てきもでてきたし。そのあたりの経験がきっかけで。ちょっと驚おどろくような修しゆ行ぎようをしていた……と、いうことにしたいんですけど、いいですか？

ＧＭ：驚くような？　……いいでしょう。詳しよう細さいは成長報ほう告こくの際さいに。

きくたけ：それは期待させていただきましょう。




　一方、前回のデータを確かく認にんしながら、ルールブック類や前回のセッションの記録を穴あなが開あくほど眺ながめる鈴吹太た郎ろう。




鈴吹：（ブツブツとつぶやく）おっ、そうそう♪　前回のシャフトの金きん一いつ封ぷうとかあるじゃん……今回、それなりの買い物ができるじゃないか！

たの：社長は社長でやる気だな（笑）。

ＧＭ：社長は、データを組んで強いキャラを作るのが大好きだからなぁ（笑）。

鈴吹：ちょっと待てっ！（笑）　かわたなが毎度強きよう敵てきを繰くり出だすから、自然とこっちも必死になるんだって！

酒井：そうですよ～。　前回はアキナが戦闘不能になったし！（笑）

きくたけ：なんというヤブヘビ。

ＧＭ：ふ、とはいっても『デスマーチ』の名にかけて、ぬるめのシナリオはできません（笑）。では、準備もできましたので、今回予告に移うつります。




●今回予告とハンドアウト




ＧＭ：それでは今回予告を行きます。




▼今回予告

　レイウォールとメルトランドの国こつ境きようにある港街ヘクスフォード。

　この街に不足気味の食しよく糧りよう買い付けを行うため、連合王国の商人たちが集まっていた。

　今回のエンジェルファイヤーの任務は、無事に取引が進むように見守ること。




たの（以下、マルセル）：ほう、今回は食糧買い付けのエピソードか。

酒井（以下、アキナ）：連合王国とアル兄様の食しよく卓たくのためにがんばりましょう！（笑）




　つつがなく取引が進むかに見えた取引の場で、思いもよらぬ争いが生じようとしていた。

　そして、それは一組みの男女の恋こいの成せい否ひにも深く関わるものだった……。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

　第四話　「ヘクスフォードの恋」




　すべては竜の石の導みちびきのもとに――。




アキナ：…………恋。

きくたけ（以下、ドラン）：これまた意外な趣しゆ向こうナリ。

ＧＭ：ちょっと今回はラブロマンスの要よう素そもあるんですよ。

アキナ：ほんとですかぁ！（←瞳ひとみが輝かがやく）

鈴吹（以下、ギィ）：油ゆ断だんしちゃダメだ！　どうせこいつの描えがく恋はデスマーチ風に違ちがいない。

アキナ：まさか、刃にん傷じよう沙ざ汰たですかっ!?（笑）

ＧＭ：いやいや（笑）。……さて、続いては各人のハンドアウトを読みます。今回は個こ別べつにハンドアウトを用意してます。




▼アキナ・ブルックス用ハンドアウト

コネクション：ローズマリー　　　関係：幼おさななじみ

　キミはナヴァールの命を受け、レイウォールの港街、ヘクスフォードにやってきた。

　連合王国の商人たちが、無事取引できるか、見み届とどけるのが君たちの仕事だ。

　その際さい、キミはローズマリーという少女と再さい会かいする。今回ヘクスフォードに食糧の買い付けにきたメルトランド商人レナドの娘むすめで、キミの幼なじみだ。

　今は、美しい女じよ性せいに成長した彼かの女じよには、どうやら思い人がいるらしい。キミはその様子に、アルに憧あこがれていた自分を重ねるのであった。




アキナ：ローズマリーの恋を応おう援えんするのかな？　ここがロマンスの予感なんですね（笑）。

ＧＭ：今回のお話の重要なポイントです（笑）。

マルセル：レナドという商人も初耳だな。

ＧＭ：では、ここで解かい説せつしておきましょう。




レナド・バトラー（43歳さい／男／ヒューリン　投とう稿こう者しや：静しず岡おか県けん　よだっき～さん）

　有力なメルトランド人商人。元もと冒ぼう険けん者しやで、アキナの母エルゼリエとは昔恋こい仲なかを噂うわさされたことがあった。今回の連合王国とレイウォールの商人たち同士の取引では、まとめ役として扱あつかわれている。娘のローズマリーと共にメルトランド戦役以前はヘクスフォードに頻ひん繁ぱんに取引に訪おとずれていた。
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アキナ：エルゼリエお母様と恋仲だったかも!?　これは色々お話ししたい気が……（笑）。

マルセル：さわらぬ神になんとやら、というヤツかもしれんぞ。

ドラン：マルセルは、朴ぼく念ねん仁じんナリね。

マルセル：悪かったな！（笑）

ＧＭ：では、次はマルセルということで。




▼マルセル・ベルトラン用ハンドアウト

コネクション：アラン　　　関係：旧きゆう友ゆう

　キミはナヴァールの命を受け、ヘクスフォードにやってきた。

　久ひさしぶりにやってきたレイウォール。そこでキミは昔なじみのアランと再会する。

　子こ供どもの頃ころから、誤ご解かいされやすかったキミの、よき理り解かい者しやで、誠せい実じつかつ真面目な人間だった。

　彼かれは、ヘクスフォードの港で働く若わかい作業員たちの指し導どう者しやのひとりになったと語る。

　その彼が、すっかり頼たのもしくなったのは、ひとりの女性のおかげらしい。




ギィ：マルセルは、子供の頃から誤解されやすかったのか～（笑）。

ドラン：らしいナリ。

マルセル：む、そのあたりは放っておいてくれ（笑）。マルセルは、アランとはどのあたりで接せつ点てんがあったことにしようか。私わたしは自分は神官、相手が港湾で働く作業員だしな……。

ＧＭ：ん～……では、アランは少年時代、神官を志こころざしていたところ、家の事じ情じようでそれを諦あきらめて働き出した、でどうでしょう。

マルセル：ふむ、神官になるべく修行していた時期に友人関係を結んだ、と。

ＧＭ：……そのあとマルセルはレイウォールに仕え、さらにフェリタニアに。アランはヘクスフォードで働き出して離はなれ離ばなれになったとか。

マルセル：では、それでいこう。




▼ギィ用ハンドアウト

コネクション：マウザー　　　関係：忘ぼう却きやく

　キミは任務ということで、仲間と共にヘクスフォードの街にやって来た。

　そんななか、キミはぶらりと入ったこの街の酒場で、豪ごう遊ゆうするマウザーを目にする。

　金さえあればどんな汚きたない仕事でも引き受けるなりふり構かまわぬ仕事ぶりで、盗賊仲間でも蔑さげすまれていた男だった。

　そんな男が、なぜか今、羽は振ぶり良く振ふる舞まっている。

　これは何かある……裏うら社会を生き抜ぬいてきたキミのカンがそうささやいた。




ギィ：仕事がら金の匂においには敏びん感かんだぜ～。

アキナ：ギィさんが、燃もえてます！（笑）

ギィ：ちなみに、このマウザーは投とう稿こうキャラ？

ＧＭ：そうです。




マウザー（30歳／男／ヒューリン　投稿者：埼玉県　サジュさん）

　金に汚いならず者で、もうけのためには人の道に外れたことでも平気でこなす。グラスウェルズ出身だが、悪あく評ひようを受けて流れ者となった。
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ＧＭ：投稿者の方がいつ死んでもイイ、ちんけな悪役として使って欲ほしいとのことでして。

ギィ：へぇ～！（笑）　使い勝手のいい投稿だな。感心するぜ。

マルセル：悪役好きの方もいるということでしょう。

ドラン：マウザー……ネズミ男みたいなもんナリか？

マルセル：ネズミなどと油断して、裏をかかれないようにな。

アキナ：やっぱり、マルセルさんはいい人ですね！　いつもみんなを心配してくれるし！

ドラン：マルセルはエンジェルファイヤーのお母さんナリ（笑）。

マルセル：………。も、もう好きにしてくれ（笑）。




▼ドラン・ベレレン用ハンドアウト

コネクション：謎なぞのドラム缶かん　　　関係：兄弟

　港街ヘクスフォードの街へやってきたドラン。

　錆さびることも恐おそれず、潮しお風かぜに吹ふかれてひとり海辺の通りを歩いていた。

　その傍かたわらを巨きよ大だいな馬車がとおりすぎ……ガランガランと、円えん筒とう状じようの金きん属ぞくが落下してきた。

　兄弟――！　なぜここに！　キミは驚おどろきを隠かくせなかった。




ドラン：ユー・アー・マイ・ブラザー。

ギィ：ノォ――ッ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ど……どんなノリですか？（笑）

マルセル：にしても……ドランシリーズ、量産されてたのか（笑）。

アキナ：シンプルで製せい造ぞうしやすい……ってことだよね！

ドラン：アキナさん……（笑）。褒ほめられたと思っておくナリ。それにしても同型機とは、確たしかに気になるナリ。

ＧＭ：では、みなさん、キャラクターのレベルアップ作業をお願いします。

一同：はーい。







◆Preplay 02◆飛ひ躍やくの時来たる――




　恒こう例れいのレベルアップ作業である。前回のセッションで、シャフトに金一封を貰もらうなど、かなりの報ほう酬しゆうを得たエンジェルファイヤー。熱のこもった成長の結果は果たして……。




▼アキナ・ブルックス（10レベル）の場合

アキナ：今回は、前回のこともあって、もっとみんなを護まもれるように強くなる、とアキナは思ったんですよ！

ドラン：ほほうナリ。

アキナ：それで、まず《カバームーブ》を３レベルに。そしてサムライにクラスチェンジして《レイジ》を取得しました。

ＧＭ：そう言えば、今回の成長は色々考えていた、とか。

ギィ：驚くポイントって……サムライになったこと？

アキナ：ええ……そうなんですよ。アキナとしてはアル兄様に憧れ、その技わざを覚えるべくサムライになったんです。でも、それがうまくいかない。

ＧＭ：なるほど、ノルウィッチの宮きゆう殿でんとか裏うら山やまとかで、ああでもないこうでもない、と修行している感じですね。

アキナ：そうなんですよ！　で、その様子を見かねて、アル兄様がやってくるんですよ。

ギィ：アルが師し匠しようかっ！（笑）

アキナ：でもアル兄様は妹を甘あまやかしちゃいけない……と仮か面めんをつけてるんです。

ドラン：仮面か…………、じゃあ天てん狗ぐの面とか？

アキナ：いいですね！（←即そく答とう）　じゃあそれで！

一同：拾った――――っ！（爆笑）

アキナ：それで、どうしてもつかめなかった《レイジ》のコツを教えてくれたんです。その……天狗仮面さまが。

ＧＭ：天狗仮面さま……ですと？

一同：…………（←想そう像ぞうしている）。




　一同の脳のう裏りに浮うかんだのは、妹のために天狗面をつけ、剣けんの極意を伝でん授じゆする、フェリタニア第一の騎き士しの姿すがたであった……。
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ギィ：オモシロすぎるだろ――っ！（一同爆笑）

ドラン：アルに関する謎設せつ定ていがまた増ふえたナリ――！（←『無印』のＧＭ）。

アキナ：コーチしてくれたあと、無言で颯さつ爽そうと立ち去った、天狗仮面さまのうしろ姿をあたしは目に焼き付けたわけで。

ＧＭ：おお、なんかいい話かも！　兄の妹への思いやりっぽくて。

アキナ：ですよね――っ！

ギィ：だが……天狗面（笑）。

ドラン：確かにびっくりしたナリ（笑）。

マルセル：…………。

アキナ：いいじゃないですか！　アキナもロマンスしたって！（笑）

ＧＭ：（ロ、ロマンス？）……と、とにかくすすめましょう（笑）。そのほか、装そう備びなどは？

アキナ：武ぶ器きがアウトレイジからアサルトソードに。《バッシュ》のダメージ＋１Ｄです。あと、生命の呪符も持ちました。今回はこれ全員で持つことにしました。

ＧＭ：了りよう解かいです。お金に余よ裕ゆうが出れば、当然考える一手ですね。

ドラン：これは強くなったナリ。ギルドマスターを怒おこらせると手がつけられなさそう（笑）。

アキナ：そんなことないですよ～（笑）。




▼マルセル・ベルトラン（10レベル）の場合

ＧＭ：では、マルセルさん。

マルセル：《キュア》が使えるようになった。そして《チェックメイト》のレベルを上じよう昇しようさせた。

ドラン：バッドステータス対たい策さくとダメージアップナリね。

ＧＭ：うう、《レイジ》を取ったうえに、マルセルの《チェックメイト》がのるか……。ますます、アキナの一いち撃げきの破は壊かい力りよくがアップした……。

アキナ：だって、敵も強いんだから、しょうがないですよ（笑）。

マルセル：その他アイテムも増えた。軽銀の盾たてにクルセイダーガーブを装備。

ギィ：クルセイダーガーブは《ヒール》と《プロテクション》の効こう果かに＋２できるな。

マルセル：さらに、幸運のペンダントを入手。ダイスを一回、１個こだけ振ふりなおせる。

ドラン：マルセルは微び妙みように出目が悪い印象があるし、いい補ほ強きようナリ。




▼ドラン・ベレレン（10レベル）の場合

ドラン：ドランは《エンチャントウェポン：風》を取ったナリ。

ＧＭ：水属ぞく性せい以外の魔ま法ほう攻こう撃げきができる……と。

ドラン：というわけで、水属性のエネミーが出てくると大ラッキー。あとは《マジシャンズマイト》を取って魔ま術じゆつ判はん定ていが＋１に、魔術の効果に＋１となりました。

マルセル：装備も何か買っていたようだが……。

ドラン：頭部の装備をオリハルコンの髪かみ飾かざりにしたナリ。ヴィジュアルはこれまでどおりの頭で、さらに額ひたいに角がついたということで。

ギィ：中隊長機ってことぉっ!?（笑）

ドラン：あとは異い次じ元げんバックを購こう入にゆうしたナリ。




▼ギィ（10レベル）の場合

ギィ：取得したスキルは《レイザーシャープ》。武器攻撃のダメージが１Ｄ上がるぜ。《スペシャライズ：弓》のレベルも上げておいた。そしてリンメルの矢を八本購入しておいた。

ＧＭ：弓の技ぎ量りようをさらに上げてきた……と。

マルセル：（データを見て）リンメルの矢で攻撃のダメージを＋10か。徹てつ底ていしているな。

ギィ：そしてアーチャーズベストの効果で行動値ちが20に。

ドラン：どんだけ速くなるつもりナリか？（笑）

アキナ：高速機動部隊ですから（笑）。

ギィ：あとは、耐たい毒どく符を購入。これまで［毒］に苦しめられてきたからな。

ＧＭ：了解。本当に今回は一気に装そう備び面めんで充じゆう実じつしましたね。ではオープニングに移ります。





























ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆交こう易えきの街ヘクスフォードへ――




　ここはノルウィッチ城じよう……ナヴァールの執しつ務む室しつ。

　軍ぐん師しに呼よび出だしを受けたエンジェルファイヤーに、新たな任務が告げられる。

　どうやら今回は、国外へ……レイウォールの都市ヘクスフォードへ赴おもむくことになるようだ。




ＧＭ：ではオープニングを始めます。最初はナヴァールから任務を下されるシーンです。

アキナ：はい。

ＧＭ：登場はＰＣ全員。場所は三話と同様にナヴァールの執務室。革かわ張ばりの椅子に深く腰こしをおろしたナヴァールが、皆みなさんの前にいます。なぜかその椅い子すは浮ういています。ふわふわ。

マルセル：無む駄だなパワーを使ってるなぁ（笑）。

ギィ：ちなみにナヴァールはレビテートローブを持っているので、それで浮かんでるんだぜ。

アキナ：アキナはかっこいい～～って思います（笑）。

ＧＭ：アキナの賞しよう賛さんの瞳がちょっと照れくさそうなナヴァールです。

ドラン：照れるなら、やらなきゃいいナリ（笑）。

ＧＭ：改めてナヴァールはふわふわと降おりてきます。

ドラン：何がしたいナリか！（笑）

ギィ：おいおい、降おりるなら飛ぶなよ（笑）。ＧＭはナヴァールで遊びすぎだろ！（笑）
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ＧＭ：はっはっは。では本題に入りましょう。「エンジェルファイヤーの諸君。先立ってのローンバレイの鉱こう山ざんでの活かつ躍やく、ご苦労だった」

アキナ：ありがとうございます♪

ＧＭ：「おかげでレイウォールは渋しぶ々しぶながら、こちらとの通商を承しよう諾だくしてきた」

アキナ：これでみんなご飯が食べられるんですね。

ＧＭ：「そのとおりだ」




　前回のシナリオの時点で、ナヴァールは連合王国の食糧不足を改かい善ぜんすべく、レイウォールに食糧取引を認みとめさせるための強引な交こう渉しようを行なっていた。対するレイウォール＆バルムンク側は、ナヴァールの交渉を無む効こう化かすべく、ローンバレイという街で破は壊かい工作を画かく策さくしたのである。幸いそれらはエンジェルファイヤーの活躍により退しりぞけられた。今回のシナリオでは、その流れを受けて、無事両国の通商ルートが開かれる運びになったのである。




ＧＭ：「だが、ついこの間まで交戦していた国との取引だ。不安がないわけではない」

マルセル：確かにな。

ＧＭ：「前回のようにレイウォールやバルムンクの妨ぼう害がいが入る可か能のう性せいもある。そこで、キミ達にはヘクスフォードに赴おもむいて欲しい」

ギィ：ヘクスフォードって、さっき言ってたレイウォールとの取引場所だな。港街だっけ？

マルセル：ああ、隣となりのエリンディル大陸からも船がやってくる貿ぼう易えき港こうだ。




ヘクスフォード

　レイウォール東部にある交易都市。メルトランドの国境のほど近くにあり、両国の特産品が流ながれ込こんでくる街だ。またさらに港も充実しており、アルディオンのみならず、エリンディルとも交易が行われている。〝眠ねむらぬ街〟というふたつ名の通り、昼は商店街が、夜は歓かん楽らく街がいが賑にぎわう。領りよう主しゆの貴き族ぞくは存そん在ざいするが、実じつ際さいに街を動かしているのは、商人たちによって結成されたヘクスフォード商工同どう盟めいである。
















ＧＭ：「その地で、連合王国の通商団だんが取引を無事に行なえるよう見み届とどけて欲しい」

アキナ：わかりました！




　今回、食糧買い付けに絡からむシナリオにしたのは、ＰＣたちに前回の自分たちの活動で変動した状じよう況きようを見せたいという狙ねらいがあった。以前の話の結果を受けて、大きく情じよう勢せいが変化していく様は、連続したシナリオを遊ぶキャンペーンという遊び方特有の魅み力りよくである。




ＧＭ：「だが、くれぐれも油断をするな」

アキナ：何があっても大だい丈じよう夫ぶです。あたし、ひとまわり大きくなりましたから。自信満々。

ＧＭ：ナヴァールはおや、という表ひよう情じよう。アキナの変化を感じとったようです。

ギィ：……なんか気が大きくなってる（笑）。いつの間にかサムライになってるし（笑）。

ＧＭ：「だが今回の任務に失敗し、食糧の輸ゆ入にゆうに差さし支つかえが出れば、一大事なのは変わらない。なにしろ、まだ実際に食糧が国内に流れたわけではないのだ。特に戦せん乱らんの続いたメルトランドは問題の深しん刻こく化かが懸け念ねんされる。油断なく任務に当たって欲しい」

アキナ：やっぱり、ナヴァールさんはトラブルが起こると予想してます？

ＧＭ：ええ。ローンバレイのこともあって、ナヴァール自身はかなりの確かく率りつでレイウォール王国かバルムンクの妨害工作がおこるのではないか……と警けい戒かいしています。

ギィ：特に、今回の買い付けなんか、隠かくせるような類のイベントじゃないからな。

ＧＭ：あと、マルセルはあまりにも便利すぎるので、行ぎよう政せいの仕事を二、三押しつけられます。

マルセル：国外に出るのだ。外交官めいた仕事もやらされるだろう。

ギィ：マルセルはレイウォール出身だしな。

ドラン：……考えてみると、ワタシたちすごく便利な集しゆう団だんナリ。

アキナ：ドランは元もと騎き士しで、なにげに顔が広いしね。

ドラン：そうナリ。この身体で騎士と信用してもらえるかは、さておいて。

ＧＭ：ギィもかなり裏社会の事情に通じてますし。

マルセル：アキナは実家がブルックス交易商会だから、商人に顔が利くかもしれないしな。

ＧＭ：「今回のシナリオでは、そういった君たちのコネクションが活きてくるかもしれない。ヘクスフォードは国外。そして商人たちの意図や考えを知らねば解かい決けつしない……そんなデリケートな問題も取引の場では起こり得るのだ」

アキナ：なるほど……。




　今回のシナリオのもうひとつの狙いは、アルディオンという世界を描くことにある。

　華はなやかな戦いを繰くり広ひろげる戦士や魔ま法ほう使つかいだけでなく、この世界には農業を営いとなむ人や交易に従じゆう事じする人々がいるのだ。そういう〝生きている人々〟を描くことで、大陸の英えい雄ゆうたちも輝かがやきを増ます……という意図が、ＧＭにはあった。




ＧＭ：ま、ナヴァールは、有ゆう能のうな者はとにかく働いて貰もらおうという主しゆ義ぎなので。エンジェルファイヤーには大きな期待をかけているようです。

マルセル：ありがたすぎて泣けてくるな（笑）。

ギィ：期待の何でも屋ってカンジだぜ（笑）。

ＧＭ：では、ナヴァールは「くれぐれも頼たのむ」と言ったあと、「紹しよう介かいしたい人がいる――」とレナドと彼にともなわれたローズマリーを招まねき入いれます。

アキナ：あ、ハンドアウトにあったレナドさんと、マリーちゃん。

ＧＭ：「今回の連合王国からヘクスフォードへ向かう通商団代表のレナド・バトラー氏と、ご息女のローズマリーさんだ。アキナは知りあいだったかな」と、ふたりを紹介します。

アキナ：以前、可か愛わいがってもらってた、ということで……お久ひさしぶりです！　と挨あい拶さつします。

ＧＭ：レナドもローズマリーも思わぬ再会を喜びます。「久しぶりだなぁ、アキナちゃん。もう立りつ派ぱな騎士だな」と絵に描えがいたようなナイスミドルのレナドは言います。

アキナ：ありがとうございます！

ＧＭ：ロングヘアが女性らしいローズマリーは「アキナちゃんが一いつ緒しよに来てくれるなら安心ね、お父様」と顔をほころばせます。

ドラン：……しっかりものな感じナリ。

マルセル：で、連合王国の商人に用があれば、レナド氏に話を通せばいいのだな？

ＧＭ：ナヴァールは「そうだ。レナド氏は経けい験けん豊ゆたかなメルトランドの商人で、今回の私の意図もよく理り解かいしてくれている」と肯こう定ていします。また「ヘクスフォードまでは彼らのグループと同行して貰おうと思っていてな」と続けます。

マルセル：（地図を見ながら）ヘクスフォード行きなら、まずノール川を下くだるルートか？

ＧＭ：そうなりますね。レナドによれば、海に出てもやはり船を使うつもりです。なるべく早く商談に入りたいようです。

ドラン：ワタシは早速旅たび支じ度たくナリね。では、三さん度ど笠がさを用意して……。

ギィ：何でだよっ!?（笑）

アキナ：でも似に合あうかも……（笑）。

ＧＭ：「では、くれぐれも通商団のことをよろしくたのむ」とナヴァール。

アキナ：わかりました！




　ナヴァールの命を受け、ヘクスフォードに赴くことになったエンジェルファイヤー。レナドたち商人グループと共に、一路ノール川を船で下くだり、海路をさらに西へと向かう。

　よい風に恵めぐまれたこともあり、一行は無事ヘクスフォードへたどり着いたのであった。







◆Opening 02◆商人通りの午後




　ノルウィッチからはるばるやってきたヘクスフォードの街。

　一行の目的である買い付けを翌よく日じつに控ひかえ……少々手空きの時間ができてしまった。

　アキナとローズマリーは、その時間を利用し、立たち並ならぶ店先で買い物としゃれ込こんだ。




ＧＭ：オープニング二シーン目は、ヘクスフォードでのアキナのシーン。その前に状況を説明します。

マルセル：さっきのシーンのあとの解説だと、もうヘクスフォードに到とう着ちやくしているのか？

ＧＭ：そういうことになります。無事これ名馬な旅を終え、ヘクスフォードの宿に入ったみなさん。レナドが手回し良くセッティングしてくれたのか、通商団とエンジェルファイヤーは良さげな旅館に同宿する形ですね。

ドラン：では、ワタシはひとっ風ぷ呂ろ浴びるとするか！

ギィ：ドラム缶風ぶ呂ろみたいなヤツが風ふ呂ろに入ってる図はなかなかシュールだな（笑）。

マルセル：ショートとかしないのか（笑）。

ＧＭ：さて、旅りよ程ていが順調だったこともあり、買い付けの約束の日である明日まで、みなさんは少々暇ひまな時間ができています。今回のオープニングは各ＰＣがそれまでに思い思いの行動をとるなかで起こる出来事とさせていただきます。

アキナ：はーい。

ＧＭ：アキナのシーンにはハンドアウトのとおりローズマリーが登場します。ヘクスフォードの街のどこかで彼女と会話するようなシチュエーションでお願いできれば。

アキナ：なるほど。じゃあ、少し自由な時間ができたんで、マリーちゃんと一緒に通りを歩いてます。ここがヘクスフォードかぁ――って感じで街を歩いてるところで。

ＧＭ：（ヘクスフォードの地図を見ながら）この街には、商人通りという有名な商店街がありまして。名前のとおり、色んなお店が建たち並ならんでいます。それこそレイウォールやメルトランド風のものに限かぎらない異い国こく風の店なども。

ドラン：ふむ～。きっと商人とお客が激はげしい値ね切ぎり合戦をしてるナリ。

ギィ：（怪あやしい商人風に）おぉ～お客さん、この値ね段だんじゃあたしゃ首くくらなきゃなんないよ～、的なヤツね（笑）。

アキナ：楽しそう！（笑）　あ！　マリーちゃんの手を握にぎって洋服屋さんに入ります！

ＧＭ：ほほう。

アキナ：あの～、アル兄様とか天狗様に会う時に少しでも可か愛わいいって思ってもらえる服を買おうかなって思って（笑）。

マルセル：ふたりは同一人物だろ（笑）。

ＧＭ：……その提てい案あんは良さげです。じゃあローズマリーも俄が然ぜん乗り気になり「あ、この店よこの店！　可愛い服がそろってるって評ひよう判ばんの店なの」おすすめの店に連れてってくれます。

アキナ：そうなんだ♪　ときょろきょろと見回します。




　ローズマリーの案内した店は確かに繁はん盛じようしているようで、たくさんの女性が目を輝かがやかせながら目当ての商品を見つめている。きらびやかなもの、趣しゆ味みのよいもの、異国風のもの、さらにはアクセサリーまで、豊ほう富ふな品ぞろえがこの店の人気の秘ひ密みつのようだ。




ＧＭ：ローズマリーはところ狭せましと並ならべられている衣類の数々に手を伸のばしながら話しかけます。「それにしても驚おどろいたぁ。本当に騎士になったんだね。アキナは」

アキナ：うーん、あたしって立派な騎士と言えるのかな？

ドラン：そう言ってもいいと思いますよ。

アキナ：じゃあ、すっごい嬉うれしそうに「うん♪」って頷うなずきます。

ＧＭ：「よかったね。昔からアルさんに近づきたいって一いつ生しよう懸けん命めいだったし……」と昔語りをしつつ……。「あ、この服可愛い。アキナに似に合あいそうね。アルさんも、こういうの好きなんじゃない？」

アキナ：え、ホントかな？　着てみる、着てみる！　と、試着してみます。

ＧＭ：では、試着室からアキナを見て、ローズマリーは「可愛い――！」と驚きの声を上げます。

アキナ：嬉うれしい！　じゃあ……天狗仮面様も可愛いって言ってくれるかな？（笑）
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　天狗がアキナの心を摑つかんで離はなさない。




ＧＭ：「天狗仮面様って誰だれ――!?」と言いたいのを飲のみ込こんで「う……、うん。可愛いと言うと……思うよ」とぎこちなく返事をするローズマリー（一同爆笑）。

ギィ：どんだけ天狗ブームなんだよ――！（爆笑）

ドラン：その言こと霊だまだけで面白いナリ（笑）。

ＧＭ：ま……まあ（笑）。気を取り直したローズマリーが「ほんとに、見み違ちがえるように綺き麗れいになっちゃって。子供の頃は野原を駆かけ回まわってばかりだったのに」と懐なつかしそう。

アキナ：えへへ～♪（嬉うれしそう）　そう言うマリーちゃんもとっても素す敵てきなお姉さんになったね。好きな人、できたの？

ＧＭ：そう言われると、ローズマリーは真っ赤になります。そしてすっごい恥はずかしそうに「う、うん」と。

一同：わかりやすっ！（一同爆笑）

アキナ：え？　誰だれ々だれ？　どんな人？　天狗天狗？

ＧＭ：「だからなんで天狗なの――っ!?」と言いたいのをこらえて「残念だけどお面はつけてないの」とローズマリーは答えます。

ギィ：あくまでそこがポイントなのか!?（笑）

アキナ：教えてよマリーちゃん。

ＧＭ：と、とたんに何かに気づいたように表情を曇くもらせて「あの、ごめん。まだ言えないの」と答えるローズマリー。「近いうちに言えるようになるから、その時は是ぜ非ひ紹介するわ」

アキナ：うーん、複ふく雑ざつな事情でもあるのかな……。そっか～、わかった、とだけ言って……じゃあ、飾かざってあるお洋服のなかでおへそとかが見えてるやつを指差します。で、あっちの方が可愛いよ、マリーちゃん、着てみない？

ＧＭ：「こんな派は手でなの私に似合うかなー？」とさっきの明るい声になってローズマリーは元気を取とり戻もどします。

アキナ：うーん、何か悩なやんでるみたいだけど、無事にマリーちゃんの恋が実るといいなぁ。

ＧＭ：ま、そんなこんなで、アキナはローズマリーと一緒に久ひさ々びさに女の子らしい一日を過すごしました。ということで、シーン終しゆう了りようです。







◆Opening 03◆悲しみのマイ・ブラザー




　ひとり港近くの倉庫街を歩きながら、ドランは潮しお風かぜに身をさらしていた。

　物思いにふけるドランの横を巨きよ大だいな馬車が通とおり過すぎる。

　そこから転げ落ちた〝何か〟を見たドランは思わず驚きよう愕がくの叫さけびを上げてしまう……。




ＧＭ：じゃあ次はドランのシーンです。

ドラン：ワタシナリか。

ＧＭ：ざざ～ん、と波の音が近くに聞こえる、港近くの倉庫街の通りを歩くドラン……。大きな商船でも入ってきたのか、多くの荷車や、作業員が慌あわただしく行き来しています。

ドラン：ふむ。潮風を浴びても錆さびることなく動作を続ける。……この高こう性せい能のうなバルムンク製せいのボディが、こんな時は少しもの悲しいナリ……。

アキナ：ド、ドランさんが渋しぶい……。

ギィ：待て。シャフトと飯食った時、超ちよう錆さびついてただろ（笑）。

ドラン：あれは、このボディの感かん情じよう表ひよう現げん機き能のうナリ。




　このエクスマキナ……謎なぞ仕様すぎである。




マルセル：い、意味不明だ（笑）。

ＧＭ：と、物思いに沈しずむドランの傍かたわらを巨大な荷馬車が、ガ――っと通とおり過すぎていきます。

ドラン：では、巻まき込こまれないようにちょいと脇わきにそれるナリ。

ＧＭ：石でも踏ふんだのか、その馬車が大きくバウンドします。その影えい響きようで積せき載さいされていた何かが、ぽーんと飛び出します。

ドラン：ぴょーんとキャッチします。

ギィ：ドランが跳とんだぁ――っ!?（笑）




　風景が突とつ如じよストップモーションのようにゆっくりと流れ、フワリ――と舞まい上あがったドランが、謎の物体を空中で抱だき留とめる。




ＧＭ：では、ずざーっと、無事にダイビングキャッチしました（笑）。

マルセル：なぜキャッチする？（笑）

ドラン：は、つい人間かと思って……。では、それを抱だきかかえ言おう。大だい丈じよう夫ぶナリか？

ＧＭ：ドランが受け止めた物体からは、返事がありません。

ドラン：し、死んでる――っ!?（一同爆ばく笑しよう）

アキナ：たいへんだぁ――っ！（笑）

ＧＭ：違ちがいますって（笑）。……よく見れば、その物体はとてもドランによく似にた形けい状じようです。

ドラン：こ、この形……マイ・ブラザ――ッ!?（一同爆笑）

ギィ：ノォォォ――――ッ！

ＧＭ：誰だれが返事してるんですっ!!




　もう、ぐだぐだである。




ＧＭ：と、そうこうしているうちに、馬車は落とし物に気がつかず去って行くわけです。

ドラン：行ってしまった。これを良く見てみるナリ。

ＧＭ：本当に、ドランと同じ技ぎ術じゆつで作られたようなボディです。エクスマキナかゴーレムか、判はん別べつの難むずかしいところですが、いずれにせよ、ぴくりとも動きません。

ギィ：ドランのボディはバルムンク製だったな。

ドラン：バルムンク……。ナヴァールの予想通りナリ。これは調べる必要がある……か。
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ＧＭ：ドランはひょんなことから、この街にバルムンクの魔ま手しゆが伸のびている可か能のう性せいに気づきました。シーン終しゆう了りよう。







◆Opening 04◆裏うら目め軍ぐん師しと懐なつかしき友




　マルセルは業ぎよう務むの空いた時間を利用してヘクスフォードの街へ買い物に出かけた。

　その目的は異い国こくの珍めずらしい品物を手に入れること。

　活かつ況きようを呈ていする店先を、マルセルは苦い顔をしながら歩き回る……。




ＧＭ：次はマルセルのシーン。ハンドアウトに出てきた旧きゆう友ゆうアランと再さい会かいするシーンです。とりあえず、街のどこかでアランと偶ぐう然ぜん出会うという展てん開かいで行きたいのですが……。

マルセル：……（少し考えて）……では、街へ買い物に出たい。

ＧＭ：ほほう。で、何を買うので？

マルセル：言い出しづらいが……。ステラ様に頼たのまれた白びやく羽う扇せんだ。
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ドラン：ステラにか！




ステラ・ヴェレンガリア・レイウォール

　レイウォール王国第一王女で、優ゆう秀しゆうな女将軍。第一王子ヒューバードに更こう迭てつ・監かん禁きんされていたところを、ナヴァールに救出された。現げん在ざいはフェリタニアに身を寄よせている。なお、マルセルは彼かの女じよに惚ほれていた過か去こがあり、その経けい緯いでナヴァールをライバル視ししている。
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ギィ：白羽扇か……『アリアンロッド・リプレイ・アンサンブル』で紹しよう介かいされたヤツだな。（データを見ながら）確たしかに軍師系けいのステラが持っても悪くないかな。

ＧＭ：あっ、これは、ステラのナヴァールへのプレゼントなんですよね！　裏目軍師的に言うと！

マルセル：な、なにぃっ!?（一同爆笑）

ドラン：ちょっ!?（笑）

マルセル：う……お、確かに、より裏目っぽい（←ダメージを受けつつも肯こう定ていせざるを得ない模も様よう）。

ギィ：きっと、アレだな（笑）。ステラにお土産を買ってきまますよ……と言ったら、ナヴァールのためのアイテムを買ってきてくれ……と頼まれたに違ちがいない。マルセルだし。

ドラン：〝裏目〟だし。

マルセル：じゃ、そんなカンジで（笑）。その時、私わたしはわなわなと震ふるえながら、笑顔でステラ様の頼たのみを引き受けた……と。

アキナ：ちょっと、マルセルさんがかわいそうです。ステラさんってマルセルさんの気持ちに気づいてないんですか？

ドラン：あぁ、ステラはかなり天然なんで……絶ぜつ対たい気づいてないね（断だん言げん）。

マルセル：まあ、頼まれたものはしかたない。白羽扇みたいなエリンディル大陸東方のアイテムは、この街でしか手に入るまい。

アキナ：うう……マルセルさん、いい人過すぎです！（笑）

ＧＭ：では、マルセルは東方の珍しい品を求めて商人通りへ……異国の店が集中している区画にやってきました。




　マルセルがやってきたのは、商人通りのなかでも、異国風のアイテムがそろう一画だ。

　大陸の内外、様々な土地からやってきた人々が、思い思いに構かまえた店が並ならぶ。




マルセル：では、まずは目当てのものを探さがす。とは言いつつ、陳ちん列れつされている珍しいものに興きよう味みを引かれることも多く、ついつい目め移うつりしたりもする。

ＧＭ：では、しばらくそうやって店を当たっていると……白羽扇を置いてある店が。

マルセル：ああ、そこなんだが、白羽扇は在ざい庫こ切れだ。

一同：何で!?

マルセル：今日はとことん裏目る日なのだ。……ということで（笑）。

ドラン：そこまでするナリ!?（笑）

ＧＭ：わかりました（笑）東方アイテムを専せん門もんに扱あつかう店でこの間まで置いてあったそうですが、ちょうど今、在庫を切らしているとのこと。しばらくすれば入荷するそうです。

マルセル：ふん。出直すか……。

ギィ：まあ、今のマルセルの裏目ぶりだと納なつ得とくの展開ではある（笑）。

ＧＭ：と、店先で憮ぶ然ぜんとするあなたに近づくひとりの青年がいます。たまたま、アランがあなたに気づいて声をかけてきたようです。
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マルセル：偶然というのはあるものだな。

ＧＭ：「もしかしてマルセルかい？」

マルセル：久ひさしぶりだな。

ＧＭ：アランは、記き憶おくより随ずい分ぶんたくましくなってます。そして昔のように快かい活かつに話しかけてきます。「噂うわさによるとフェリタニア軍師のナヴァールのもとで、取り立てられたんだって？」

マルセル：ああ、と答えつつ内心で「傷きず口ぐちを抉えぐるような真ま似ねはやめろ」とつぶやく（笑）。

アキナ：ア、アランさん、今その話題は間が悪すぎです！（笑）

ＧＭ：マルセルの苦い表ひよう情じように「ま、色々事じ情じようはあるよな」とそれ以上深くは聞きません。

マルセル：……まあ、いい。で、アランは今何してるんだ？

ＧＭ：「街の港で働いてる人たちのまとめ役みたいなことを、やってるんだ。責せき任にん感かんとやりがいを感じる仕事さ」

マルセル：（わざとらしい口調で）それはきっと忙いそがしくて大変だろう？　女じよ性せいと恋れん愛あいできるような暇ひまなどないほどに。

ＧＭ：「いやあ、こんなオレにも大事な人ができたんだ」

マルセル：そ……そうか。

アキナ：マリーちゃんと同じです！（笑）

ギィ：またなんて裏目（笑）。

マルセル：まあ、ハンドアウトに恋こい人びとがいそうだと書いてあったからな。狙ねらって裏目を踏んだんだ。はっはっは。（←明らかにヤケ）。だが、もう一ひと押おし欲しいぞ！

ＧＭ：は、はい？

マルセル：「キミはどうなんだ？　もういい人ができてもおかしくないだろう」と、ナイフで傷口をさらに抉るようなセリフをアランに言わせてくれぇ～。

アキナ：……マ、マルセルさんっ（笑）。

ドラン：もう裏目だか自じ虐ぎやくだかわからんナリ――っ！（笑）

ＧＭ：で……では。「キミはどうなんだ？　もういい人が出来てもおかしくないだろう」

マルセル：…………。

一同：…………。

マルセル：…………目をそらす。
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　飛び出した都合の悪い質しつ問もんに……沈ちん黙もくで答えるマルセル。




ギィ：ノーコメントなのかっ!?（爆笑）

アキナ：そんな、みずから傷きずつかなくても!?（笑）

ドラン：確かに、マルセルはそんなキャラだけど！（笑）

ＧＭ：「す、すまん」とアランも気まずそう。




　と、微び妙みような空気が漂ただよう場に、ひとりの男が現あらわれる。




ＧＭ：アランが「あ、クライヴ」とその場に新しくやってきた青年に声をかけます。




[image: ]




ギィ：アランの知り合いか？

ＧＭ：そんな感じですね。アランがマルセルに「クライヴは僕ぼくの兄あに貴き分ぶんで、この港での若わかい衆しゆの顔役なんだ」と紹介します。

マルセル：ふむ。

アキナ：クライヴがリーダーで、アランはサブリーダーなの？

ＧＭ：そうですね。で、アランもマルセルのことをクライヴに紹介します。「マルセルは、オレの親友なんです。今はフェリタニアに仕えているんですよ」と言うと、クライヴは血相を変えます。

マルセル：ん、どうした？

ＧＭ：クライヴはアランに向かって「すぐにこの街から出て行ってもらえ。フェリタニアやメルトランドの人間と一いつ緒しよの空気を吸すえるか！」と、吐はき捨すてて去っていきます。

マルセル：……なるほど。

ＧＭ：アランはとりなすように言います。「すまないマルセル。ボクがうかつだった。クライヴはメルトランド戦役からこっち、フェリタニアやメルトランドにいい感情を持てないでいるんだ」

マルセル：ふん。ならなおさらだ。私はレイウォールにとっていわば裏うら切ぎり者ものだからな。

ドラン：このまま話を続けたら、一〇〇％関係が悪化してた気がするナリ（笑）。

ＧＭ：「まあクライヴもああ見えて、キミのように実はいい人だから」

マルセル：そ……、そういう反はん応のうに困こまることを言うな！（←照れたように）

アキナ：実はいい人同士、気が合うかもしれませんね！（笑）

ＧＭ：そんな再会の一ひと幕まくがあった……ということでシーンを終了します。







◆Opening 05◆騒さわがしい鼠ねずみ




　ヘクスフォードの夜の街をぶらぶらと歩くギィ……。

　〝眠ねむらぬ街〟と言われるだけあって、行き交う人も多く、華はなやかなことこのうえない。

　そんな雑ざつ踏とうのなか、見知った顔を見つける。

　マウザー……ギィがグラスウェルズにいた頃ころ、盗とう賊ぞく仲間にすら蔑さげすまれた男だった。




ＧＭ：さて、次でオープニング最後です。ギィのシーンになります。

ギィ：はいよ。

ＧＭ：ヘクスフォードの繁はん華か街がいは、煌こう々こうとした灯りで、まるで昼のよう。行き交う男女も、派は手でな身なりで羽は振ぶりの良さげです。そんななか、あなたはマウザーの顔を見つけます。

ギィ：ふむ。ヤツは盗賊仲間からも忌いみ嫌きらわれていたんだったな。じゃあ、遠目にその顔を見つけ、いぶかしみ、ヤツをつけることにした……で、酒場に入っていった、としてくれ。

ＧＭ：わかりました。では、マウザーは高級そうな酒場に入ります。良い雰ふん囲い気きの店なので、人相の悪いマウザーが逆ぎやくに悪目立ちするぐらい。

ギィ：じゃあ、適てき当とうなカウンターに腰こし掛かけるぜ。マウザー……だよな。一体、どうしてこんなところで……とか考えながら。




[image: ]




ＧＭ：あなたの記憶のなかのマウザーは、金に汚きたなくトラブルも多い盗賊でした。腕うでは確たしかだったんですが……。

ギィ：三下じゃないんだ？（笑）

ＧＭ：三下臭しゆうはしますけど、仕事はできるんですよ（笑）。

マルセル：高レベル三下か。

アキナ：高レベル!?　強いのか弱いのかわかんない！（笑）

ギィ：それは、我われらがフェリタニアの先せん輩ぱい、ベネット様のことかっ！（笑）

ドラン：そういや、ベネットさんってエンジェルファイヤーよりレベル高いんだよな。すっかり忘わすれてたナリ（笑）。

ギィ：まあ、いいや（笑）。で、マウザーはどんな様子？




　マウザーはテーブル席で、女性たちを侍はべらせ、取とり巻まきと共に、馬ば鹿か騒さわぎに興きようじていた。




ＧＭ：そうですね、隅すみのテーブルで、周りの迷めい惑わく顧かえりみず取り巻きや女性たちと、良い酒、高い料理を贅ぜい沢たくに楽しんでます。

ギィ：ふーん。

ＧＭ：見ていると「兄あに貴き……金が」と取り巻きの若わかいのが言います。すると「じゃあこれを使え。なに、金は幾いくらでも出してもらえる」とマウザーが金貨を何なん枚まいか渡わたしてたりして。

ギィ：そ、そうなのかっ!?　昔からそんな奢おごったヤツだったのか、マウザーって？

ＧＭ：そんな記憶はないですね。そこまでの盗賊じゃないはずです。

ギィ：コイツ下したっ端ぱだろ？　それが、兄貴とか呼よばれて金を撒まいてるって……こりゃ、なんかある。近づいて話しかけるぜ。「ようマウザー。久しぶりじゃねえか？」

ＧＭ：「げ、げぇ!?　ギィの兄貴！」なんかバツの悪そうな顔をします。ギィのグラスウェルズ時代にマウザーとは面めん識しきがあったということで。

ギィ：兄貴か（笑）。オレの方が年下だが、まいいや。「オレもお前もグラスウェルズから飛び出した身だが……。うまくやってそうじゃねぇか。よけりゃ一いつ杯ぱい奢ってくれねぇか？」

ＧＭ：「ギィの兄貴になら喜んで。マスター、この御お方かたに一杯ぱい」

アキナ：やっぱり三下っぽいんですね（笑）。

ギィ：「ここは天下のヘクスフォード、金持ちの商人ならいくらでもいるだろうからな」で、顔を近づけて「お頭は誰なんだい？」って聞く（笑）。

ＧＭ：「ちょっ。兄貴ぃ、それは勘かん弁べんしておくんなせぇ。この商売、企き業ぎよう秘ひ密みつってヤツがあるじゃございませんか」

ギィ：わかったわかった。それでいいぜ。……このあたりはあとで改めて調べるか。とりあえず、出てきた酒をあおる。……ちなみに、マウザーの取り巻きってどんな感じ？

ＧＭ：街のチンピラですね、完全に。

ギィ：じゃあ、シーフとかニンジャとかではないんだな。

ＧＭ：ええ、そういう技術がある連中とは思えません。逆にマウザーがさぐりを入れてきます。「兄貴はグラスウェルズからこんなところまで、何しに来たんで？」

ギィ：「グラスウェルズに居いづらくなってな。ほとぼりが冷めるまでは帰れねぇ」とりあえず、こいつにはエンジェルファイヤーにいることは伏ふせておこう。

ＧＭ：「ギィの兄貴がしくじるたぁ、珍しいこともあるもんで」と勘かん違ちがいしますよ。

ギィ：ま、おかげで、堅かた苦くるしいアンソンって昔なじみの苦言を聞かずにすんで気楽なもんさ。
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ドラン：そう言えば、アンソンとギィは知り合いだった（←アンソンのプレイヤー）。

ギィ：まあ、何かあったら仕事を回してくれよ。

ＧＭ：「ま、まあ、自分に回ってくる仕事なんて、しけたものしかありやせんから」

ギィ：そんなあからさまなウソを（笑）。こいつは何かあるな。

ＧＭ：と、ギィが怪あやしい男マウザーのことを認にん識しきしたところで、シーンを閉とじましょう。では、次からミドルフェイズになります。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆契けい約やくと反発




　ヘクスフォードの市場に、商人たちの声が響ひびきわたる……。

　連合王国の商人たちとレイウォールの商人たちの取引は、つつがなく進んでいた。

　だが、ひとりの若わか者ものの宣せん言げんが、状じよう況きようを難むずかしいものへと変えてしまう。




ＧＭ：ミドルフェイズに入ります。最初は食しよく糧りよう買い付けのシーン。ＰＣは全員登場です。

一同：はーい。

ＧＭ：舞ぶ台たいはヘクスフォードの市場。皆みなさんと一いつ緒しよにやってきた連合王国の通商団たちとレイウォールの商人たちが、あーだこーだと交こう渉しようを繰くり広ひろげています。

アキナ：エルゼリエお母様の取引の様子を思い出します。

ドラン：では、そんななか、ワタシはオープニングで拾った兄弟の亡なき骸がらを頭の上に載せて、その場にたたずんでいるナリ。

マルセル：トーテムポールか！（笑）

ギィ：持ってきてるんかい！（笑）

アキナ：というか、それはどうしたんです？

ドラン：オープニングで、馬車からこの兄弟が転がり落ちてきたナリ。このボディはバルムンク製せいだから、この街のどこかにそのアジトがあるかも、などと説明するナリ。

アキナ：今回もバルムンクは何かしかけてくるのかぁ。

マルセル：可か能のう性せいは高いな。

ＧＭ：さて、この場にはレナド氏、そして娘むすめのローズマリーの姿すがたもあります。ローズマリーは若わかいなりに経けい験けんを積んでいるようで、よくレナド氏をサポートしています。

アキナ：マリーちゃん、スゴイ！

ギィ：レナドは連合王国側の代表だっけな。

ＧＭ：そうです。なお、ヘクスフォードの商人たちの代表はエドガー・ヘクサム。『アリアンロッド・サガ・トラベルガイド』にも紹しよう介かいされているヘクスフォード商工同どう盟めいの組合長さんです。
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ギィ：なかなか大物が出てくるんだな。

マルセル：戦争後、初の大きな取引だ。色々デリケートなのだろう。

ＧＭ：さて、初日の取引はつつがなく進んでおります。

アキナ：初日ってことは何日かやるってことですか？

ＧＭ：そうですね。やはり物量が多いので。一日ではこなしきれないのです。

マルセル：通商団というグループで行動しているだけはあるな。

ＧＭ：そうすると、この取引の場に青年たちが大声を上げ、怒ど鳴なり込こんできます。先頭に立つのはさっきのクライヴという青年。一いち団だんのなかにはアランの姿もあります。

マルセル：アランが？




　取引の場に乗のり込こんできたクライヴたちは大声でヘクスフォードの商人団へ不平不満をぶちまける。どうやら、彼かれらは今回の連合王国通商団との取引が気に入らないらしい。




ギィ：ふむ。エドガーあたりが言うんだろ。「なんですかあなたたちは……今は大事な商談の最中です、話はあとにしてくれませんか？」って。

ＧＭ：まさにそのとおりで（笑）。対するクライヴはこう続けます。「俺おれたちはなぁ、この間までフェリタニア、メルトランドと戦ってたんだ。ヤツらとの取引なんか認みとめられるか！」

ドラン：なるほど、若いねぇ～。

アキナ：なんで、そんな年とし寄よりみたいな言い方（笑）。

ドラン：これでも人間としては大分年を重ねてきているナリ。でも今は三歳さい（笑）。

ＧＭ：ともかく、クライヴは「よく考えるんだな！」と、言い残して去ります。アランは、この妨ぼう害がいについては乗り気でないようですが、クライヴたちと共にやはり立ち去ります。

ドラン：アランから苦く労ろう性しようの匂においを感じるナリ（笑）。

ＧＭ：ここで、難なん易い度どは10で【感知】の判はん定ていをお願いします。

アキナ：はーい。…………12で成功しました！




　このやりとりを眺ながめていたアキナ……ローズマリーの表ひよう情じように浮うかぶ違い和わ感かんに気づく。




ＧＭ：では、アキナは気づきます。立ち去るアランを見つめるローズマリーが、表情を曇くもらせていることを。

アキナ：こ、……これは、もしや……！
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マルセル：ああ。つきあってでもいるんだろう。

ドラン：わかりやすいふたりナリ（笑）。

アキナ：マリーちゃんも話してくれればいいのに……って、事じ情じようがあるみたいだったよね……。

ギィ：地元の商人に聞くぜ。あいつらはなんだ？

ＧＭ：「ああ、クライヴだな。この街の港で船や倉庫から荷物を積み下ろし、運うん搬ぱんする業ぎよう務むをする連中のまとめ役だ。一緒に居いたのは、港で働く若い作業員たちさ」

ドラン：まさに若者って感じだったナリ。

ＧＭ：この手の肉体労働者は比ひ較かく的てき若い人がリーダーになりやすいんですよ。

アキナ：そうなんですか？

ＧＭ：そういうところで場数を踏ふみ、年ねん齢れいを重ねたあとは裏うら方かたに回っていくんです。

マルセル：腕うでっ節ぷしが強くないと作業員をまとめられなさそうだな。

ギィ：ケンカ沙ざ汰たは拳こぶしでわからせる……ってな（笑）。

アキナ：まとめ役かぁ……。

ＧＭ：クライヴは商人たちとの折せつ衝しようや、どのぐらい人数を仕事に割わりさくかといった配置決めなどを取り仕切っているのです。

ギィ：あと……さっき来ていたクライヴの仲間、港の作業員たちなんだが……。

ＧＭ：はい？

ギィ：そのなかに、酒場でマウザーから金をもらっていたヤツはいるか？

ＧＭ：では、難易度15の【感知】判定をしてください。

ギィ：これは……フェイトを使っておこう。１点使用して（ダイスを振ふる）……達成値は15……成功！　フェイトを使ってよかったぜぇ。

ＧＭ：では、マウザーの取とり巻まきがクライヴの仲間に紛まぎれていたことに気づきます。

ギィ：わかった。……（少し考え）……この場では特に何もしない。シーンを続けてくれ。
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ＧＭ：了りよう解かい。しばらくあと、商人見習い風の若い男が大おお慌あわてで飛とび込こんできます。「大変です！　クライヴたちが、荷を運び出すのを断ことわると言い出しました！」

アキナ：え!?　これって……サボタージュ？

ＧＭ：そうですね。騒さわぎ始める商人。取引した食糧を運び出せない連合王国の商人、商品が納のう品ひんできないレイウォール商人、共に困こまり果はてています。

ドラン：売買が成立しなかったら、ここの信用ガタ落ちナリ。そのあたり解わかってるナリか？

アキナ：そうですよね～。

ギィ：単たん純じゆんに感かん情じよう的てきなわだかまりの問題なのか？　戦争してたから、と言ってたが。

ＧＭ：クライヴたちの主しゆ張ちようを鵜う呑のみにすれば、そうなります。

マルセル：裏うらでもありそうだな。

アキナ：仲間もいるみたいだし、その間の生活費とか大変そうですよね。

ＧＭ：仲間がいる点も問題を難むずかしくしています。クライヴの独どく断だんなら、彼をリーダーから外せれば問題は解かい決けつです。ただ、同調している者が多く、そうもいかないようで。生活費に関しては、不思議がる声も商人からあがってますね。

ドラン：とにかくすぐに問題は解決しなさそうナリ。

ＧＭ：そんななか、レイウォール商人の代表のエドガーが連合王国側に説明します。




　このクライヴたちのサボタージュは突とつ然ぜんのことでレイウォール側の商人も困こん惑わくしている。

　しかし、当局に目をつけられるような揉もめ事ごとは避さけたい。

　エドガーたちがクライヴを説得するので、しばらく時間がほしい。




マルセル：ふむ、レイウォールの商人たちは、ことを荒あら立だてたくないのだな。

アキナ：それで、レナドさんはどんな感じ？

ＧＭ：苦りきった顔ですね。「契約不ふ履り行こうなら金は払はらえんぞ」的なポーズです。

ギィ：まあ、ここで食糧の売買が成立しなけりゃ、連合王国もヤバイからな。

アキナ：そうなんですよね。結局ナヴァールさんの言うとおり問題が起きちゃった。

ドラン：無事に連合王国に食糧が届とどかないと、ワレワレの前回の苦労が無む駄だになるナリ。

アキナ：なんとかしなくっちゃ!!

ＧＭ：ともあれ、取引はこじれたまま解かい散さんとなりました。では、このシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆幸せの形と陰いん謀ぼうの影かげ




　夕ゆう暮ぐれ時、宿に戻もどったアキナがひとりの時間を過すごしていると……。

　ローズマリーが人目を避さけてどこかへ出て行く。

　こんなときにいったいどこへ……？　不ふ審しんに思いつつ、アキナはそのあとを追いかけた。




ＧＭ：じゃあ次のシーンプレイヤーはアキナ。希望する方がいれば、任にん意いのタイミングで登場していいですよ。

アキナ：了解です。

ギィ：ちなみに、どういうシーンだ？

ＧＭ：先さき程ほど、暗い表情をしていたローズマリーですが、彼かの女じよが急きゆう遽きよ宿から出かけ、誰だれかと逢あい引びきするところを……アキナがばったり出会う、というシーンです。

アキナ：あ、逢い引き！（笑）

マルセル：まあ、アランだろ（笑）。

ドラン：ここは、アキナに任まかせたナリ（笑）。

アキナ：わかりました！

ＧＭ：では、そろそろ日も落ちようかという頃ころ、アキナは宿でひとりたたずんでいると、ローズマリーが人目を忍しのんで出かけて行く姿を目もく撃げきします。

アキナ：左右をキョロキョロ見ながら出かけるんですね（笑）。怪あやしいので追ってみます。




　薄うすく茜あかね色いろに染そまったヘクスフォードの街まち並なみを、人々が行き交う。

　そんななか、人ひと混ごみを縫ぬうように進むローズマリー。そして後を追うアキナ。

　やがてローズマリーは、ヘクスフォードのとある神しん殿でんの裏うら手てへとたどり着く。




ＧＭ：ローズマリーは街中をしばらく歩き、大きな月が昇のぼり始める頃、やがてたどり着いた神殿へ入ります。その裏手に回り、誰だれかと会話を始めたようです。

アキナ：じゃあ話し相手が誰かわからないまま、マリーちゃんって声をかけちゃう（笑）。

ＧＭ：「ア、アキナちゃんっ!?　なんでここに!?」と裏うら返がえった声のローズマリー。「ローズマリーのお友達かい？」と、続いてアランが建物の影からひょこっと顔を出します。

アキナ：やっぱりっ！（笑）　この人が……さっきのクライヴと一緒にいた人だって気づいてもいいですか？

ＧＭ：ＯＫです。

ギィ：それじゃオレもシーンに出てもいい？　オレはアランをつけていたということで。

マルセル：ん？　なぜアランを？

ギィ：アランなら話ができるかもしれないだろ。クライヴにはとりつくしまもなさそうだし。

ドラン：なるほどナリ。

ＧＭ：ＯＫ、登場してください。

ギィ：じゃ、さっき取引で気になったアランがどんなヤツかと探さぐりを入れてたところ。なんでアキナが居いるんだ……と思いながら、状況が知りたいだけのオレは遠くから見てる。

アキナ：じゃあ、ギィに気づかずにマリーに話します。もしかして……マリーちゃんの好きな人って……。

ＧＭ：「そう……彼、アランがわたしの好きな人なの」

アキナ：そうなんだぁ～♪　ねぇねぇどうやって知り合ったの？

ＧＭ：あけすけに聞くアキナに、アランとローズマリーは真っ赤になって照れながら。「もともと戦争前は、この街にお父様と何度も取引にきてたんだけど。ある日、馬車にひかれかけたあたしをアランに助けてもらってぇ……」

マルセル：な……なんという絵に描えがいたような（笑）。

ドラン：う……うう。この幸せオーラがイタイナリ（←なぜか苦しそう）。

アキナ：それでそれで？（←超ちよう楽たのしそう）
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ＧＭ：「そのあと……お礼をしたり、お食事をしたり、一緒に散歩したりとかしているうちに、お互たがい仲良くなって……それから～」みたいな調子で延えん々えんと語り続けます。

アキナ：延々と……（笑）。……じゃあ、話のきりのいいところで聞いちゃえっ！　ふたりは将しよう来らいの約束をしてたりするの？




　そのアキナの言葉を聞いたふたりは、途と端たんに表情を曇らせる。




ＧＭ：それにはアランが苦笑いしながら答えます。「いやあ、ちょっと事情があって」

アキナ：事情………あ、クライヴさんがメルトランドのことを悪く思ってるから？

ＧＭ：「そうなの。アランは親友の彼にも祝福してほしいって思ってて。それにお父様も、レイウォール人のアランとおつき合いすることに反対していて……」

アキナ：だから、こうして人目を忍んで会ってるんですね……。でも、ふたりは好き合ってるんでしょ？

ＧＭ：アランは言います。「そ、そうですね。今そういう話をするのは早いとは思うんですけど。将しよう来らい的てきには、きちんとしたい……と」（笑）

ドラン：し……、死ねぇ――いっ!?（一同爆ばく笑しよう）




　な……なんでだよ。




ドラン：は、つい我われを忘わすれてしまったナリ。幸せオーラ恐おそるべし。

ギィ：ま、確たしかに聞いてて恥はずかしいが（笑）

ＧＭ：ま、このふたりの幸せはそんな形をしているのです。

マルセル：そろそろ、登場しようかな。

ＧＭ：ほい、どのようにここに出てきます？

マルセル：例の白羽扇が届とどいた……っていうんで、店に受け取りに出たそのついでに神殿にも立たち寄よったのだ。これでも神官なんでな。

ＧＭ：では、この場に見み慣なれぬ白い扇おうぎを持ったマルセルがやってきます。

アキナ：単純なアキナは、ふたりを幸せにしてあげたい、でもどうすれば～と悩なやんでいます。

マルセル：私わたしはそんなところに空気を読まずに登場した。アキナじゃないか。それにアランとローズマリーさんも。お前らこんなところで何をしている？
















アキナ：じゃあ「あの、ふたりは好き合っている同士なんだけど、でも今は、一緒にいちゃいけなくて……」みたいに、ふたりの苦しい立場をまくしたてます。

マルセル：ふむ。ではアキナの説明を聞きます。大体わかった……ということで。

アキナ：どうしたらいいのかな～。

マルセル：クライヴたちの連合王国に対する反感が問題だ。我われ々われが取引できない原げん因いんもそこにある。そのあたりを解決するためにもクライヴ側の事情をアランに聞きたい。

アキナ：レナドさんも反対してるけど……。

マルセル：それはアランが花はな嫁よめの父に一発殴なぐられればすむだろう。

一同：ひどっ!?（爆笑）

ＧＭ：「マルセルは変わらないなぁ」と笑ってアランはクライヴたちの状況を話します。




　クライヴは自分たちの国レイウォールと戦っていた連合王国に反感を持っている。カリスマ性せいがあるので賛さん同どうする若者も多い。

　港の作業員たちの賃ちん金ぎんは安く……不満があったところに、今回の騒そう動どうで問題が顕けん在ざい化かしたのだろう……とアランは一同に語った。




ＧＭ：さらにアランは主張します。「クライヴはいいヤツなんだ。今は感情的になってるだけで、いずれわかってくれるさ」

ギィ：ここらへんでオレも顔を見せるぜ。

アキナ：あ、ギィ。いつの間に！　って感じですね。

ギィ：たまたまさ（笑）。で、マルセルに言う。アランはお前の知り合いだったのか？

マルセル：私のレイウォール時代の知り合いだ。

ギィ：そうか。では、そのアランに向かって話しかける。お前ら、港の作業員のなかに、マウザーってヤツがいないか？　容よう姿しを説明して尋たずねる。

ＧＭ：「うーん。知らないな」

ギィ：ああ、そうか。じゃあそれなら問題はねえ。忘れてくれ。

マルセル：私もアランに質しつ問もんだ。お前の仲間内で、妙みように羽は振ぶりのいいやつはいないか？

ＧＭ：「……言われてみると、クライヴが金回りがいいな」

マルセル：最近クライヴと仲良くなった商人はいないか？　おもにレイウォール系けい。

ＧＭ：それは判定してください。【知力】で難易度13です。

マルセル：（ダイスを振る）……達成値13。成功だな。

ＧＭ：「ゴルドレイさんかなぁ、この間大事なお客さんと紹介された」
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アキナ：出たぁ――――っ！

ドラン：あのウザイ金持ちナリか!!（笑）

ギィ：ゴルドレイ商会は、この街に支し店てんを置いてるかわかるか？

ＧＭ：アランによると、この街にゴルドレイ商会の支店があるとか。で、「しばらくはこの街に滞たい在ざいするそうだよ」とも言います。

マルセル：……いるのか、この街に。

アキナ：またやり合うことになりそうですね。

マルセル：アラン、別に連合王国が嫌きらいでサボタージュするのはかまわないが、その間お前たちだって報酬がもらえなくなるだろう？　どうするつもりだ？

ＧＭ：「それが……クライヴは、なんとかすると言うんだよ」

マルセル：どっから金が流れてる？　ゴルドレイか？

ＧＭ：「わからない。クライヴはああ見えて地道で、けっこう貯金もあるんだ。でも、到とう底てい仲間の分までまかなえるとは思えない」と答えるアラン。

マルセル：連合王国への嫌いやがらせで貯金をはたくのか？　フェリタニアが嫌いにもほどがあるだろう。

ギィ：彼らの狙ねらいが賃ちん上あげストだと考えれば、ありえない話じゃねぇ。ただ、ゴルドレイが嚙かんでるなら、それですむとは思えないぜ。

ＧＭ：真しん剣けんな顔で話している皆さんを見て、アランは聞きます。「ただごとではないような話しぶりだが。何が起きているんだい？」

マルセル：まあお前たちの恋れん愛あいの話も重要だろうが。まず間ま違ちがいなくこの街に対して陰謀が企たくらまれている。お前らに危き害がいがおよぶかもしれんので、詳くわしいことは言えないが。

アキナ：本当に危き険けんな相手なんですよ。

ＧＭ：「そうか」

マルセル：下手すればもう一回戦争が起きる。

ＧＭ：アランもローズマリーも目を見み張はります。

マルセル：ふむ。なるべくお前らがうまく行くように、全面的に協力しよう。だから、ふたりとも情じよう報ほうを完全に提てい供きようするように。

ギィ：さすがマルセル。抜ぬけ目めない（笑）。

ＧＭ：「完全にって、そのあの……プライベートなことまで？」とローズマリー。

マルセル：それはいらない。ノーサンキューだ（笑）。

ドラン：そんなノロケは勘弁ナリ（笑）。

アキナ：あたしは聞きたい……（笑）。とにかく、あたしたちに任まかせてってマリーちゃんに言うよ！

ＧＭ：「ありがとう、アキナちゃん！」

アキナ：マリーちゃんの幸せを願って、頑がん張ばることを誓ちかいます！

ＧＭ：ということで、このシーンを終了しましょう。







◆Middle 03◆老人と悪あく夢む




　バルムンクの影を追って街を歩くドラン。

　そのモノアイが、ひとりの老人を見つめる。

　自分の話を信じてくれと懇こん願がんするその姿に、ドランは思わず声をかけた。




ＧＭ：次はドラン単たん独どくのシーンですね。

ドラン：了解ナリ。

ＧＭ：あなたは、バルムンクの情報をもとめてひとり街を歩いているというイメージです。

ドラン：ワタシなりに情報収しゆう集しゆうしてたってことナリ。で、どんな状況？

ＧＭ：港近くを歩いていると「信じてくれ～、信じて欲ほしいんじゃぁ～」と、言っているお爺じいさんを見かけます。何か伝えたいようですが。人々はその声を無む視しして歩み去るばかり。

ドラン：じゃあ、その気の毒なお爺じいさんに「どうしたナリか？」と近ちか寄よってみます。

ＧＭ：「ひ、ひえぇぇぇぇ――っ!?」とですね、ドランの姿を見るとお爺じいさんは。泡あわを食って逃にげ出だそうとします。

ドラン：「なんナリか!?　お爺さんをいじめるものはこのドランが許ゆるさないナリよ！」

ＧＭ：ですが「ち、近ちか寄よらないでくれぇ～」と、お爺さんはドランの姿におののいています。

ドラン：……ほ？

マルセル：確かに、変なエクスマキナだが――。

アキナ：怖こわいって言うのも違ちがいますよね。可か愛わいい感じだよ（笑）。

ドラン：（おどろおどろしい声で）お爺さぁ～ん～ワ～タ～シが怖いナリか～？
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ＧＭ：「ヒ、ヒィ――っ!?」と言って、あとずさりして逃にげようとしますが、石につまずいて転んでしまいます。

ドラン：（無駄に不気味な声で）げぇっへっへぇ～。お爺さん大だい丈じよう夫ぶナリかぁ～？　爺さんを助け起こそうと、にゅるるる――手を伸のばす。

ＧＭ：「ぎああああ――っ!?」老人の叫さけびが木こ霊だまします。

ギィ：……怖こわがらせてどうする！（一同爆笑）

マルセル：なぜそうなる？（笑）

アキナ：しかも、また新しん機き能のうがついてるし（笑）。

ドラン：し……しまったナリ～！（笑）




　すっかり怯おびえきってしまった老人。

　ドランは自分が無害であると、老人に伝えるのに少々骨ほねを折る羽目になってしまった。




ＧＭ：「まったく、おどかさんでほしいわい。ともあれ、ワシを殺す気はないようじゃな」

ドラン：ワタシは親切なエクスマキナですよ？　ですが、ワタシを見ただけで怯おびえたのはお爺さんの方ナリ。

ＧＭ：「すまなかった、あなたのボディが悪いのじゃあ」とお爺さん。

ドラン：この素す晴ばらしく磨みがき上あげられたボディが悪いと申すナリか（笑）。

ギィ：素す晴ばらしいのか（笑）。

アキナ：自分で磨みがいてたんですね（笑）。

ＧＭ：お爺さんは続けます。「怒おこらずに聞いて欲しいのじゃ……。あれは、ある嵐あらしの夜のことじゃったぁ――」




　数日前の夜のこと……。

　ヘクスフォードの街から少し離はなれた海岸を歩いていた老人。穏おだやかな夜の海面を眺めつつ歩いていた彼は、ある奇き妙みようなものを目撃したのだという――。




ドラン：奇妙なもの？

ＧＭ：「あなたそっくりのドラム缶かんが岸がん壁ぺきにずらっと並ならんでるのを見たのじゃぁ――」

ドラン：マイ・ブラザーズ！

アキナ：ドランさんの兄弟、何人いるんですか!?（笑）

ＧＭ：お爺さんは続けます。「その後、恐おそろしいことが起こったのじゃあ」




　突とつ如じよ暗い海面が割われ、鯨くじらよりも巨きよ大だいな筒つつ状じようの化け物が海中から出しゆつ現げんしたのだという。

　そして、無数のドラム缶の群むれが次々とその中に乗り込んだのだという。




ドラン：兄弟たちよ、どこに行くナリ……。

ギィ：なんか、頭が痛いたくなりそうな図だな（笑）。

ＧＭ：「ワシが驚おどろいて悲鳴を上げると、ドラム缶の群れを導みちびいていた角のついた赤い水玉模様のドラム缶が斧おのを振ふり上あげ、ガチャガチャとワシを追ってきたのじゃ」

ドラン：赤くて角がついている？

ギィ：三倍速いな……。

マルセル：うむ、三倍速いな。

ドラン：こ、これは今回角をつけたワタシに対する挑ちよう戦せんナリ。

ＧＭ：「……な、何を言っとるんじゃ？　ともかく、命からがら逃にげ帰かえり、この怪かい異いを伝えねばと、多くの人に話しかけたのじゃ」

アキナ：こ、怖こわかったんですね（笑）

ドラン：お爺さん。ワタシは信じるナリ。

ＧＭ：「幸せじゃ……。ワシはこのことを伝えるために生まれてきたような気がする」

ドラン：そのドラム缶はワタシがなんとかするナリ……安心して、眠ねむるがいい。

ＧＭ：そのセリフ、お爺さんが死んじゃう！（笑）「思い残すことは……ない」（がくり）

ドラン：お、お爺さん。

ＧＭ：「…………」

ドラン：お爺さん！

ＧＭ：「…………」

アキナ：ほ、本当に死んじゃったの？

ドラン：うおお――っ！　お爺ーさ～ん!!

ＧＭ：「…………ぐーぐー」

ドラン：…………（怒）……お爺さんを路上に放置するナリ。

ギィ：置いてくな――っ!?（一同爆笑）

マルセル：気持ちはわかるが、どこかに届とどけてやれ。

ドラン：じゃあ近くの人にお爺さんを託たくし、ワタシは仲間の元に戻もどるナリ……。

ＧＭ：こうして、ドランはお爺さんから不思議な情報を得ました。ではシーンを終了します。

ドラン：こ……このシーン、これでいいナリか（笑）。







◆Middle 04◆揺ゆらぐ天てん秤びん




　エンジェルファイヤーの面々は宿しゆく舎しやに集まって、顔をつき合わせる。

　この街にしかけられた陰いん謀ぼうの形を浮うかび上あがらせるために……。




ＧＭ：では、次のシーンですが……。

ギィ：ＧＭ、悪いが情じよう報ほうを整理するシーンがほしい。

ドラン：これまでのシーンで色々情報が出たんで、正直そのあたりを整理したいナリ。

ＧＭ：それもそうですね。ではみなさんが集まって情報を交こう換かんする場面としましょう。宿舎のマルセルの部屋あたりに集合ということで。

マルセル：私わたしとアキナ、ギィがいるところに、ドランが入ってくるというところかな。

ドラン：では、部屋の中へ。巨きよ大だいな怪かい物ぶつの目もく撃げき情報ナリ――っ！　……と例の話を。




　ドランはヘクスフォード近くの海岸に出しゆつ現げんした謎なぞの怪物（？）と、そのなかに飲のみ込こまれていったみずからと同型のドラム缶かん（エクスマキナ？）についての情報を一同に伝えた。




ギィ：じゃあ、港で拾ったというドランの兄弟が見たいな。あれは今どこ？

ドラン：まだ、頭に載っけているナリ。

アキナ：載っけたまんまなのっ!?（笑）

マルセル：調べてみるか。

ＧＭ：判はん定てい不要でわかります。強力な爆ばく弾だんです。サイズも大きく、軽く見積もって爆ばく破は缶かんの一〇倍程てい度どの威い力りよくかと。

ドラン：そんなものをワタシは頭の上に載せてたナリか!?
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ギィ：ドラン自身が爆弾みたいなもんだろ（笑）。

アキナ：あたしたち爆弾と一いつ緒しよに旅してる（笑）。

ドラン：はっはっは。言われてみればそのとおりナリ。

マルセル：そのとおりですませて……いいの？

ＧＭ：ま、さておき。街中で馬車が爆弾を運んだり、海で巨大な怪物が爆弾を飲のみ込こんだり。

ドラン：そして謎の赤い特別機……。

ギィ：夢ゆめでも見たんだろ……と言いたいんだけど（笑）。

ドラン：物的証しよう拠こがここに（←兄弟を頭に載せる）。

マルセル：ゴルドレイの名前も出てるしな。

ギィ：お金をばら撒まいて、あのゴルドレイが何かを狙ねらっている。そこに大量の爆弾がこの街にあるらしい……前回の事じ件けんからすると……。

ドラン：爆弾はゴルドレイと繫つながってそうナリね。

ギィ：オレもマウザーのことを話しておく。マウザーはグラスウェルズから追い出されたケチな盗とう賊ぞくだ。それが異い常じようなほど懐ふところ具ぐ合あいがいい。ゴルドレイと繫がってるだろうな。

アキナ：ふむ。そんなカンジですね。

マルセル：サボタージュを起こしたクライヴも直ちよく接せつゴルドレイと会ってるしな。おそらく金を貰もらってるだろう。仲間の生活を維い持じするために。

アキナ：クライヴは騙だまされてるのかな。連合王国が嫌いなのを利用されて。

ギィ：煽あおられてはいるだろう。だが、若わかくても人の上に立つ男だぜ。そこまで単たん純じゆんかねぇ。

マルセル：やはり、仲間の生活のため、ゴルドレイと取引をしているというのが有力だな。

ギィ：とにかくはっきりさせたいことが、ふたつある。




　ギィが指し摘てきした疑ぎ問もんは以下のとおり。

・ドランタイプの爆弾は何のために用意されたのか。

・ゴルドレイの具体的な目的は何なのか。




アキナ：サボタージュまで仕掛けて、ゴルドレイは何をしたいの？　ってことですよね。

マルセル：「食しよく糧りようの値ね上あがりを見み込こんで、あらかじめ買っておいた」「逆ぎやくに食糧を扱あつかう商人に金を貸かしておいた」というあたりが考えられるな。

ドラン：前回のシナリオの感じからすると、ただの不正取引ではすまない雰ふん囲い気きナリ。

アキナ：爆弾も用意されてますしね。

ギィ：（少し考えて）……爆弾の方は、ゴルドレイと結びつく情報がないな。……これ以上は調ちよう査さしてみないとわからなそうだぜ。

マルセル：ＧＭに確かく認にんしたい。全体的な街のトーンとして、レイウォール人とフェリタニア・メルトランド人の仲は悪いのか？　それともクライヴたちだけが特別なのか？

ＧＭ：良くはないです。戦争がありましたから。そのうえでクライヴたちは特に険悪です。

ギィ：歴史的に見てこの街はメルトランド領りようだったのを、色々などさくさでレイウォールが奪うばったものだからな。ギスギスしていても、おかしくはねぇ。

ＧＭ：特にその両国の関係は微び妙みようなものがあります。しかし、ヘクスフォードは貿ぼう易えき都市。この街の人々は感かん情じよう的てきな対立をひとまず置いて、交流することのできる人たちでもあります。

ドラン：いがみあってばかりでは、商売にならないってことナリ。

アキナ：そんなことで争わなきゃいけないなら、マリーちゃんとアランさんは結ばれることなんてできないし！

ＧＭ：とにかく、飛とび抜ぬけてクライヴたちが連合王国に対して敵てき対たい的てきということですね。

アキナ：逆に言うと、クライヴの気持ちを変えられれば、騒そう動どうは収まるんですか？

ＧＭ：そうなります。

マルセル：大体、状じよう況きようは確認できたか。

ギィ：そうだな。あとは、どう動くか……。

アキナ：そういえばゴルドレイはこの街にいますよね？

ＧＭ：はい。一いち応おうそういう情報は入ってます。会いに行きますか？

アキナ：はい。アキナはゴルドレイが好きじゃないので、会いたくないです！　けど、情報が手に入らないかなと思って。

ＧＭ：なるほど（……ちょっと考えている）。

アキナ：それに、マリーちゃんとアランさんのためにもこんな事じ件けん、早く解かい決けつしたいんです！（←少し強い口調で）
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ギィ：オレはとにかくマウザーを調査するぜ。そこをつつけば、ゴルドレイとクライヴの関係も分かるかもしれん。

ドラン：その線が繫つながればけっこう話は進みますね。

マルセル：では、私は市場の動きを調査しよう。そこから何か摑つかめるかもしれん。

ＧＭ：では、このシーンを閉とじましょう。







◆Middle 05◆ゴルドレイ再ふたたび




　ゴルドレイ商会のヘクスフォード支し店てんへと向かうアキナとドラン。

　日がどっぷりと暮くれた頃ころにたどり着いたそこで――、

　アキナは、軽けい薄はくな笑いを湛たたえた金の亡もう者じやと、再び対決する。




ＧＭ：では、ゴルドレイ商会の支店に赴おもむくというアキナとドランからやりましょう。

アキナ：わかりました。

ＧＭ：移動や準備などもあり、支店に着く頃にはすっかり暗くなってます。外がい装そうに金がかけられた立りつ派ぱなお店ですね。

ギィ：きっと、看かん板ばんは金色だよな。〝ゴルドレイ商会〟って。

マルセル：金持ちだってアピールにはいいかもしれない。

アキナ：じゃあ、中に入ります。

ＧＭ：「何か御ご用ようですか？」と受うけ付つけ嬢じようが出てきます。

アキナ：ゴルドレイさんとお会いしたいんです。

ＧＭ：「失礼ですが、お名前とご用よう件けんを伺うかっがても？」

ドラン：アキナ・ブルックスとドラン・ベレレン。鉱こう山ざんの件でお礼を言いに来たナリ。

ギィ：挑ちよう発はつ的てきだ（笑）。

ＧＭ：ふむ…………、因いん縁ねんの相手に堂々と来ましたね。

アキナ：用があるのはゴルドレイ本人だし。会えなかったら……別の手を考えます！（笑）

ＧＭ：「承しよう知ちしました」と言って店員が下がり、すぐに戻もどってきて「お会いになるそうです」と。で、ふたりはゴルドレイの待つ応おう接せつ室しつに通されます。




　豪ごう華かな調度品であつらえられた応接室。

　しかし、正面に立つ男の笑顔……その下から覗く邪じや気きが、アキナを警けい戒かいさせずにはおかなかった。
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アキナ：お久ひさしぶり、ゴルドレイさん。

ＧＭ：「あはははん♪　これはこれは、お久ひさしゅうございます。アキナ様、ドラン様。まさかこんな街で再会するとは」

ドラン：ほんとナリよ。

ＧＭ：「私たちの再会に乾かん杯ぱいとでもいきませんか？」と言うと、ワインが用意されます。

アキナ：あたし未成年ですから（笑）。

ドラン：ワタシは機械ナリ（笑）。

ＧＭ：「これは失礼。アキナ様には新しん鮮せんなフルーツジュースを、ドラン様には三〇年物のオイルを用意しましょう」ゴルドレイの一声で、メイドが新しい飲み物を持ってきます。

ギィ：古いオイルってうまいのかっ!?

ドラン：悪わる酔よいしそうナリ（笑）。

ＧＭ：「はははん♪　さて、本日はどういったご用件でしょうか？」

ドラン：まずは鉱山の件についてお話を聞きたいナリ。あなたがここに来てると聞いて。

ＧＭ：「鉱山の件ねぇ。何か不幸な事じ故こがあったような気もします。ですが、もう私は忘わすれました」おどけるゴルドレイ。

アキナ：うう、あんだけのこと仕し掛かけといてぇ～。

ＧＭ：当局に鼻薬をかがせてでもいるのか、ぶっちゃけその件に関して官かん憲けんに訴うつたえても無む駄だ、とでも言いたげな余よ裕ゆうの顔です。

ドラン：ヤツはレイウォールの商人だし、ここはホームということナリね。

アキナ：じゃあ……ゴルドレイさんはこの街で何をしてるんですか？

ＧＭ：「当然ビジネスです。あなたがたは？」

ドラン：観光ナリ。よければどんなビジネスか聞いてもいいでしょうか？

ＧＭ：「金を動かすこと、そして人を動かすこと。それが私の仕事です。あはは～ん♪」

ドラン：ウザっ！（笑）「それは素す晴ばらしいナリねぇ」と棘とげ満まん載さいで言っとこう。

ＧＭ：「アキナさん。以前あなたはこうおっしゃった。金がすべてではない、と。その考えは今も変わっていないのですかぁ？」

アキナ：「ええ、変わってません。ゴルドレイさんこそ、人間はお金さえあればなんでもすると、まだ思われてるんですか？」

ＧＭ：「そのとおりでぇす。私は今、その金によって大きな力を得ようとしています」

アキナ：大きな力？

ＧＭ：「金というやつは不思議なものでしてね。持てば持つほど、その力が膨ふくれ上あがり、また大きな金となって、私の力となり続けるのです。はははん♪」

ギィ：富とみの集中ってやつだな。

ドラン：バブルっぽいヤツナリ。早く弾はじけるがいいナリ。

ＧＭ：「金さえあれば、人はどんな命令でも聞く。時には命すら捨すてて私のために尽つくしてくれるのです。……いかなる剣けんも、魔ま法ほうも、法も、名声も、金の前に屈くつするのみ」




　絶ぜつ対たいの自信でみずからの力を誇こ示じするゴルドレイ。

　だが、それはアキナのなかの譲ゆずれない想いを刺し激げきした。

アキナ：……腑ふに落ちないなぁ。

ＧＭ：「何を迷まよいます。あなたも早く私の力を認みとめて、忠ちゆう誠せいでも誓ちかうのが利口というもの」とアキナに手をさしのべます。

ドラン：……金で人の忠誠は買えないナリ。

アキナ：……そうですねドランさん。

ＧＭ：「……？」

アキナ：人の心や愛はお金では買えません！　あなたの悪わる巧だくみは止めてみせます！




　アキナは決然とした言葉と共に、さしのべられた手を振ふり払はらった。




ギィ：おお――っ！　直球できたな。

アキナ：なんとなく、マリーちゃんたちのことが思おもい浮うかんで。

ドラン：堂々と敵対宣言したようなものナリ!?　とワタシは内心思う（笑）。




　少女の拒きよ絶ぜつを受け、一いつ瞬しゆんだけ険けわしい目をしたゴルドレイ、すかさずアキナを挑ちよう発はつする。




ＧＭ：「はははん♪　まだあのゲームは生きています。いずれこの金という力であなたを思いどおりにしてみせましょう。それを伝えるため、今日はあえてお会いしました」

アキナ：そんなゲームに、あたしは負けたりしません。

ＧＭ：「忠ちゆう告こくしておきますが……。あなたはこのゲームで、人がいかに金というものに弱いかを知ることになるでしょう。幸運をお祈いのりしますよ」と予言めいたことを口にします。

アキナ：…………。

ＧＭ：「あなたの大切なものがなくなったり、人々が争うのを見たりした時、私の言葉を思い出してください……」
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アキナ：あなたの言葉には惑まどわされません！　失礼します。と言って出て行きます。
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ＧＭ：対決姿勢が鮮明になってきましたね（……これは、あのシーンを調整した方が面白そうかも）。

ドラン：ワタシも、決着をつけたいと思うナリ。

アキナ：思い通りにされるのもごめんだし（笑）。

ＧＭ：最後にその背せ中なかに声をかけます「お待ちください、アキナ様。空をごらんなさい」

アキナ：空？　足を止めて、窓まどから空を見てみますけど。




　空にはまもなく満月になろうかという月が煌こう々こうと浮うかんでいた。




ＧＭ：「美しい月ですよね。この月が満ちる時、それこそが私の望みが叶かなう時です」

アキナ：……あなたはあの月を自由に動かせない。ね？　お金で買えないものはあります！

ＧＭ：「はははん。いずれこの金を積み上げて、月の女神ブリガンティアから買い取ればすむこと……」

ドラン：し、詩人ナリ……。

ギィ：ものスゴイ俗ぞく物ぶつだがな（笑）。

ＧＭ：「満月までのわずかな間に、どれだけのことができるか、楽しみにしておりますよ」

アキナ：……もうその言葉には振ふり返かえらずに歩み去ります。

ドラン：ワタシもそのあとに続いて出て行くナリよ。

ＧＭ：では……。ここでシーンを終わりましょう。




　あらためて〝ゲーム〟を挑いどんできたゴルドレイの元から、アキナたちは立ち去った。

　彼かれの不ふ吉きつな言葉の意味が明らかになるのは、しばし先のことである……。







◆Middle 06◆市場の動きを読む




　マルセルはヘクスフォードの街を慌あわただしく駆かけ回まわった。

　商人たちに噂うわさを聞き、商工会議所で可か能のうな限かぎり資し料りようを閲えつ覧らんする……。

　ゴルドレイが市場に投じているはずの金の動きを摑つかむために。




ＧＭ：次はマルセルのシーン。市場の動向を調べ、何か手がかりを探さがすんですよね。

マルセル：ああ。ゴルドレイが市場になんらかの介かい入にゆうをしているだろうと思ってね。

ＧＭ：具体的には、何を調べますか？

マルセル：いくつか知りたいことがある。まず、我われ々われが買い付けに来ている食糧の値ね段だん。それが常じよう軌きを逸いつした暴ぼう騰とう、もしくは暴ぼう落らくをしていないかをチェックしたい。

ＧＭ：なるほど。値段の異常から、ゴルドレイの介入の可か能のう性せいをさぐるのですね。

マルセル：そうだな。次に、今回の連合王国との取引でヘクスフォードに食糧が集まってるはずだ。それが、どこにどのぐらい集まっているのかを知りたい。

ＧＭ：ふむ……。他は？

マルセル：さらにゴルドレイの手口からして、レイウォール国内で買い付けをした商人たちは、ヤツの融ゆう資しを受けている可能性がある。その裏うらを取りたい。

ＧＭ：分かりました。では、判定といきましょう。食糧の相場に異常がないか……難なん易い度ど13の【知力】で判定してください。

マルセル：了りよう解かい。じゃあまず一回目。（ダイスを振ふる）……ぐっ、４だ。

ギィ：【知力】はいくつだ？

マルセル：７。４だと達成値11で失敗になるのでフェイトを使って振ふり直そう。（ダイスを振る）……今度は11。達成値18で成功だ。

ＧＭ：ではひとつ目の食糧の価か格かくですが、上じよう昇しよう傾けい向こうにあり、それはマルセルの予よ測そくよりも遥はるかに高い割わり合あいで上がってます。どうも不自然な感じがしますね。

ドラン：たとえば誰だれかが大量に買い付けてる。あるいは、供きよう給きゆう量りようを絞しぼってるナリね。

アキナ：売りよりも買いの方が多いってことですよね。

ＧＭ：ふたつ目の、ヘクスフォードに集まってるはずの食糧の集積場所と量について、難易度12の【幸運】でお願いします。

マルセル：では（ダイスを振る）……13で成功。

ＧＭ：現げん在ざい、港近くの倉庫のなかに積まれています。クライヴのサボタージュで外に運びだされないこともあって、倉庫街のほとんどの倉庫に限げん界かいまで貯ちよ蔵ぞうされている状じよう態たいですね。

マルセル：爆弾のターゲットになるなら、そのあたりだろうな。

ＧＭ：（……ふむ）街のひと区画におよぶ倉庫街ですから、かなり広こう範はん囲いにわたってますね。




　前回の経けい緯いもあり、ＧＭはマルセルがこのあたりを調べてくるだろうと予想していた。そこで実際にどこを爆破するかは、別のアプローチをしないと分からないようになっていた。




マルセル：しかし倉庫ひとつひとつに爆弾をしかけるというのも、ナンセンスだがな。ま、情報が出そろってから、考えをまとめよう。最後の判定をするか。

ＧＭ：では、ゴルドレイが商人たちに融資しているかは難易度13の【精せい神しん】です。

マルセル：……（ダイスを振る）……成功だ。

ＧＭ：確たしかに、ゴルドレイが積極的に融資をしているようです。

マルセル：なるほどな。

ギィ：ということは、ローンバレイの鉱山の時と同じく、ゴルドレイは、商人になんらかのダメージを与あたえて、権けん利りを奪うばい取とるつもりなんだな。

マルセル：おそらくな。あとは、他の情報がそろったところで、検けん討とうしよう。では、宿屋へ戻もどる。借りている部屋の机つくえにそれらの資料や情報を並ならべて総そう合ごう的てきに黙もつ考こうするぞ……。この調査は終しゆう了りようということでいい。
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ＧＭ：ではこれにて、このシーンは終了です。







◆Middle 07◆雲くも隠がくれ




　夜も更ふけたヘクスフォードの街。ギィは東門近くの繁はん華か街がいに顔を出していた。

　事じ件けんの背はい後ごに見みえ隠かくれする、マウザーの足取りを追うために……。




ＧＭ：では次に、マウザーを探さがすギィの情じよう報ほう収しゆう集しゆうシーンですね。

ギィ：ヘクスフォードは東門の歓かん楽らく街がいがあったろ……そのあたりで聞きき込こみをするイメージでやりたい。

ＧＭ：了解です。では、【幸運】で難易度10でお願いします。裏うら社会に顔が利くギィは手当たり次第にそのスジの連中にあたりをつけまくります。

ギィ：了りよう解かい……（ダイスを振ふる）……おっ！　クリティカルだ。
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アキナ：さすがギィさん！

ＧＭ：おぉ……まず、マウザーは最近はミッドナイトフラワーという酒場によく行っているようです。ほぼ毎まい晩ばんのように。

ギィ：オレのオープニングで行ったところ？

ＧＭ：いえ。別の店になります。

アキナ：違ちがうのかぁ。いろいろな店に出入りしてるんですね。

ＧＭ：あと、クリティカルが出たので、こんなこともわかります。「どうやらアランが何かを摑つかんだらしい」みたいなことを、取とり巻まきにマウザーがぼそりと漏もらしていたらしいです。

ドラン：アランが？

マルセル：気になるな……。

ギィ：ああ、マウザーが部下をクライヴのところに送おくり込こんでたこともあるし……。ミッドナイトフラワーに行ってみるぜ！

ＧＭ：了解です。




　マウザーの動きに不ふ審しんを感じたギィはマウザー行きつけの酒場へ向かう……。




　しかし、その晩ばん、マウザーはミッドナイトフラワーには現あらわれなかった。







◆Middle 08◆消えた恋こい人びとたち




　アキナとゴルドレイの対面から一夜明け……翌よく朝あさ。

　エンジェルファイヤーは、通商団から市場に来るようにと連れん絡らくを受ける。

　何かトラブルが起こった様子だが……。




ＧＭ：では、前のシーンから一夜明け、翌よく日じつの朝。全員登場のシーンとなります。

ギィ：結局昨夜、ミッドナイトフラワーにはマウザーは顔を出さなかったのかぁ～。

ＧＭ：そういうことですね。マウザーはなりを潜ひそめていたようで。翌朝、みなさんのもとに通商団の使いの人が来て皆みなさんに市場まで来て欲ほしいと聞きます。

マルセル：何かトラブルか？

アキナ：急いで行きます！

ＧＭ：市場へ行くと、クライヴたちと連合王国の商人たちが、言い争ってます。

ドラン：近づいて様子を見るナリ。

ＧＭ：血相を変えてレナドが叫さけんでいます。「ローズマリーを返せっ！」と。

アキナ：えっ!?

ＧＭ：どうやらアランとローズマリーの姿すがたが見えなくなったという事件が起こり……お互たがいに相手のせいだと睨にらんで、もめているようです。

ギィ：要するに「ローズマリーを返せ。お前んとこのアランが娘むすめを連れて行ったに違ちがいない！」ってレナドは言ってるわけだ。

ＧＭ：そうですね。「メルトランドやフェリタニアが憎にくいからって、娘にそれをぶつけるなんて筋すじが通る話ではない！」

ドラン：じゃあ、「アランさんはそんな人じゃねえ」ってクライヴの部下が言い返す。

ＧＭ：ＮＰＣやってもらって助かります（笑）。「そっちこそアランを監かん禁きんでもしてるんじゃねえのか？」みたいな売り言葉に買い言葉の応おう酬しゆうでみんなヒートアップしてます。

マルセル：なら、それをレイウォールの商人が「まあまあ」と取りなしてるんだろうな、

ＧＭ：はい。エドガーさんたちが宥なだめていますが、スルーされてます。

ギィ：消えたアランとローズマリーを巡めぐって、クライヴら港の作業員たちと連合王国の通商団がもめてるって構こう図ずだな。

ドラン：ふたりは駆かけ落おちしたナリか？　アキナに言ってみよう。

アキナ：そんなはずないよ！　だって、ふたりの仲はあたしたちに任まかせてって言った時、とても喜んでたし。

ギィ：このタイミングというのも変だぜ。

ＧＭ：ここで、アキナの脳のう裏りにゴルドレイの言葉が響ひびきます。

アキナ：…………。

ＧＭ：「あなたの大切なものがなくなったり、人々が争うのを見た時、私わたしの言葉を思い出してください……」

アキナ：あっ、これって……ゴルドレイが〝金〟の力で仕組んだこと？

ドラン：確たしかに、大切なもの……アキナの友達が消えたし、人々も争ってるナリ。

アキナ：もしそうなら……許ゆるせない！　アキナはゴルドレイに怒いかりを燃もやします。

ＧＭ：ここで、群ぐん衆しゆうのなかから声がします。「四の五の言わずにやっちまえ！」いずれは乱らん闘とうに発はつ展てんしかねない勢いきおいです。

マルセル：む。今はぐずぐずしている場合ではない……ここは仲ちゆう裁さいに入ろう。アキナ、ついてきてくれ。

アキナ：……？　いいよ……。




　マルセルは毅き然ぜんとした表ひよう情じようで、アキナをともない争いの中央にすすむ。

　そして、よく通る声で周囲に呼よびかけた……。




マルセル：皆みなの者静まれ……と叫さけぶ。商人と労働者の間に入り、ブーストロッドを地面に突つき立たて、周囲の注目を引く……。ＧＭ、この騒さわぎを演えん説ぜつで納おさめたいのだが。

ＧＭ：では、ここで難なん易い度ど14の【精せい神しん】判はん定ていしてみてください。

マルセル：14？　……私の【精神】は８だから、６以上。（ダイスを振る）……成功した。

ＧＭ：マルセルの威い厳げんのある様子に気け圧おされたのか、若わかい作業員や商人たちは沈ちん黙もくします。クライヴはひと睨にらみしてつぶやきます。「おめえはアランの……。何する気だ？」

マルセル：ことの子細はわからぬが、神しん聖せいな市場で揉もめ事ごとを起こすというのは、商人の道にもとるだろう。ここは神官である私が預あずかる。

ギィ：そうか、マルセルは、神官だったな。

ドラン：そういえば、次のレベルでプリーストになれるぐらいの偉えらさナリ。




　静まり返る市場。群衆の注意を十分に引いたと見て、マルセルは一歩下がった位置に立つアキナを指さし示しめし、演説を始めた。




マルセル：抗こう議ぎがある者は声を上げよ。その際さいには、このうしろにいる娘の剣けんが、その声に応こたえるであろう。

アキナ：マルセルの演説に合わせて、剣をかかげます。キラーンと（笑）。
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ドラン：ちょっ!?　威い圧あつした（笑）。

マルセル：無む益えきな争いはやめよ！　神の前に真実を述のべるのだ、と一いつ喝かつしましょう。

ＧＭ：その威厳に、みなマルセルの話に耳をかたむけます。アキナの掲かかげた剣がものを言った部分もありますが（笑）。

マルセル：おのおの一名ずつ代表者を出して、私に釈しやく明めいをするように。

ＧＭ：まず、レナドが進み出てなぜ事件をクライヴたちの仕業と判はん断だんしたのか、その根こん拠きよとなる話が聞けます。どうやら、ローズマリーはクライヴの配下に呼よび出だされたという話のようなのです。

ギィ：なるほどねえ。

ＧＭ：その呼よび出だしを行なったという部下について聞くと、どうもギィが見つけたマウザーの取り巻きらしい、と。

ギィ：クライヴが怒ど鳴なり込こんできた時に、仲間として紛まぎれていたマウザーの取り巻きだな。……ふむ。で、ソイツはどうしたんだ？　今どこにいるのか、わからないのか？

ＧＭ：所しよ在ざいはわからないようです。クライヴによると、入ったばかりの新入りで、そいつと仲のよい者もいないらしい。で、今朝は姿が見えないとか。

ギィ：わかった。

マルセル：アランも姿が見えないんだよな。それはいつ頃ごろから？

ＧＭ：最後の目もく撃げきが昨日で、発覚したのが今朝のようです。

アキナ：マリーちゃんも朝から？

ＧＭ：目撃情報が昨日の夜なので、それ以い降こうですね。

ドラン：まあ時期的には同じぐらいナリ。ふたり一いつ緒しよにいなくなったってことか……。

ギィ：それについて、クライヴはなんて言う？

ＧＭ：「そんなの関係ねえよ。オレの知ったこっちゃねえ」と吐はき捨すてます。

ギィ：アランを最後に見たやつは？　そいつに話を聞けば何かわかりそうだぜ。




　ギィが解かい決けつの糸口に触ふれてきた……そろそろ事件の形を明らかにする頃ころ合あいだ。




ＧＭ：じゃあ……それを聞くなら難易度13の【感知】判定で。

ギィ：ＯＫ……（ダイスを振る）……大だい丈じよう夫ぶ、達成値15。

ＧＭ：最後にアランを見たという労働者から、失しつ踪そうの直前にアランは皆さんやローズマリーたちの泊とまってる連合王国通商団の宿しゆく舎しやの方へ向かった、という話が出ます。

ギィ：アランが宿舎へ向かっていた……？

ＧＭ：ええ、そうです。それと、最近ある人物がアランのことを嗅かぎまわっていたらしい、と分かります。

ドラン：ある人物？

ＧＭ：ギィなら分かります。男の容よう姿し・特とく徴ちようを聞くと、どうやらマウザーらしい。

アキナ：マウザーが？　……なぜアランを狙ねらったの？

ギィ：ああ、分かった。なるほどね～。

ドラン：ワタシもだいたい分かったナリ。




　さすがに、みなさん分かり始めたようで。




マルセル：さて、話が盛せい大だいにずれたが、レナドとクライヴにこう話して落ち着かせる。恋れん愛あいで大きな障しよう害がいを迎むかえた若い男女が、神によって姿を隠かくすというのは、よくあることだ。

ＧＭ：へぇ、そんな話があるんですか。

マルセル：ある。世間で駆け落ちとか呼よばれるようなことは、神しん殿でんはそういうふうに表ひよう現げんする。神がそのふたりを隠かくしてくれたのだ、と――。

ＧＭ：なるほど。

マルセル：――と、今でっち上げた。

ＧＭ：でっち上げかよ！（一同爆笑）

マルセル：続けよう。……いずれこの事じ態たいが解決すれば、ふたりも姿を現あらわすだろう。ということなので、ふたりとも帰るように。と言って解散させます。

ＧＭ：ふたりとも、狐きつねにつままれたような顔をして引き下がります。

ギィ：クライヴはアランのことを心配していそう？

ＧＭ：そうですね、心配しているようです。出て行く途と中ちゆうで「アランのヤツは見つからねえのか」と周りに問いただしていたり。部下も色よい返事はできていないようですが。

ギィ：心配してるのか。……ならクライヴは、ふたりの失踪の件の犯はん人にんじゃなさそうだな。

マルセル：今までの様子からすると、アランと不仲ってわけでもないようだし。

ギィ：さらに聞くぞ。クライヴさんよ。あんた、マウザーとは仲良くないのか。

ＧＭ：「マウザー？　最近流れてきた、ならず者だな。なんでオレがあんなチンピラと仲良くしなきゃなんねえんだ」

ギィ：確かにな。あんまり触さわらない方がいいのは間ま違ちがいねぇ。本当っぽい？

ＧＭ：噓は言っていません。

ギィ：どうやらクライヴは陰いん謀ぼうに荷か担たんしていないんだな。じゃあいいや。

アキナ：あ、あたしもクライヴに話が……。近ちか寄よって言います。どうしてクライヴさんは、アランとマリーちゃんのことを認みとめてくれないのっ!?




　突とつ然ぜん、詰つめ寄よられたクライヴは怒ど気きをはらんだ視し線せんでアキナを睨にらむ。




ＧＭ：「……なんだ、てめぇは？」

ドラン：こ、これは……ひやひやして見守るナリ。

ＧＭ：クライヴはアキナに吐き捨すてます。「アランは俺おれの右みぎ腕うでみたいなもんだ。メルトランドの女となんて認みとめられるか！」

アキナ：負けじと、ふたりはクライヴさんにも祝って欲しいって思ってたのに！

ＧＭ：「…………」

アキナ：いつかわかってくれるって言ってたんですよ！

ＧＭ：「……あいつ、そんなことを」クライヴは少し動どう揺ようしたように、つぶやきます。ですが「行くぞ……」と、仲間を連れ、立ち去っていきます。




　クライヴらが去り、それまでの喧けん噪そうがウソのように、市場は落ち着きを取とり戻もどした。




マルセル：アキナに声をかける。……なぜ、あんなことを聞いた？

アキナ：クライヴさんが、ゴルドレイの金に惑まどわされてるなら、何が大切かわかってほしくて……つい。

ギィ：良かったんじゃねぇのか？　クライヴも少しは目が覚めたかもしれねぇぜ。

ドラン：カッコ良かったナリ。

アキナ：ならいいんだけど……。あ、今はアランとマリーちゃんを捜さがすのが第一だね（笑）。

マルセル：そうだな。これまでの情報で、マウザーは〝アランが何かを摑んだという〟情報を得て、〝アランのことを嗅ぎまわっていた〟ということが分かったわけだ。

ギィ：その情報からすると……何らかの悪事の露ろ見けんを恐おそれたマウザーがアランを捕つかまえたんだろう。マウザーがアランのことを嗅ぎ回っていたというのは、その下した準じゆん備びだろうな。

アキナ：いなくなる直前、アランさんはあたしたちの宿に向かっていた……。

マルセル：アランが捕つかまった時、ローズマリーと一緒にいた可か能のう性せいが高いな……。ローズマリーは〝クライヴの配下に紛れたマウザーの取り巻きに呼び出された〟ようだし。

ドラン：アランとローズマリーはマウザーに誘ゆう拐かいされたと見ていいナリね。

ＧＭ：さすがですね。みなさんの分析は正しい方向性とお考えいだだいてＯＫです。

ギィ：そうか。昨さく晩ばん……どうしてミッドナイトフラワーに現われなかったか分かったぜ、マウザーさんよ。忙いそがしかったんだな（笑）。

アキナ：じゃあ、急いでマウザーを探さがし出ださないと。

ギィ：じゃあ、次のシーンはそれだな……。

ＧＭ：では、みなさんの方ほう針しんがまとまったところで、このシーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 09◆鼠ねずみの巣を探さがして――




　ならず者のマウザーがアランとローズマリーをさらったらしい。

　ならば、鼠を追えば、元げん凶きようにたどりつくはずだ――。

　ギィはそう考え、マウザーを追おい詰つめることにした。




ＧＭ：さて、次のシーンはギィのシーンとなります。

ギィ：ヤツが顔を出すという酒場、ミッドナイトフラワーに張はり込こみ、マウザーを見み張はろう。あわよくばそのまま尾び行こうして、敵てきのアジトまで調べてぇ。オレひとりだと戦せん闘とうになったらつらい。誰だれか、協力してくれねぇか。

アキナ：戦闘なら……あたしが行きます！

マルセル：揉め事要員ならそうなるな。が、ドランにも行ってもらった方がいいだろう。アキナは一五歳さいの女の子だからな。

ドラン：分かったナリ。

ギィ：確かにアキナひとりじゃ、酒場はちょっときびしいか。

アキナ：髪かみをおろして、大人っぽいフリをしようかと思ってました（笑）。

ギィ：そうだ。オープニングの買い物で手に入れた服を着て行けばいいんじゃねえ？　おへその出た服とか試着してただろ（笑）。

アキナ：いいですね！（笑）　じゃあ、その服も買ってたってことにして、着て行きます！

マルセル：ノリノリだな（笑）。

ギィ：じゃあ、アキナが大人っぽく変へん装そうして、ドランと一緒にミッドナイトフラワーに行く。

アキナ：はい。ギィは？

ギィ：オレはこっそり張はり込こんで、酒場からアジトに戻もどる、マウザーをつけるんだよ。

アキナ：えっ!?　ギィさんの見せ場だと思ってたのに。

ギィ：フッ、ヤツに面がばれてるんで、表立っては動きづらい。マウザーのアジトまでつけるのが目的なんでね。警けい戒かいされないことが第一さ。

ドラン：や、やることがいぶし銀の渋しぶさナリ。ワタシたちが中で情報収集担たん当とうナリね。

ギィ：そうそう。あと、マウザーがいたら、ドランを見てどんな反はん応のうするかは確たしかめといて。

ドラン：なぜナリか？

ギィ：マウザーがもしゴルドレイと繫つながっているなら、冒ぼう頭とうに出た爆ばく弾だんのことを知っているかもしれない。するとドランを見た瞬しゆん間かん、爆弾だと思うから、何かリアクションするはずだ。

ＧＭ：…………（そ……それは反応してしまうぅっ！）。

ドラン：じゃあ派は手でにワタシは登場し、印象づけた方がいいナリね。

ＧＭ：相談はすみました？　じゃあドランとアキナが、店内に入って行くということですね。

ギィ：オレは表で待機しておく。

ドラン：では、横おう柄へいな態たい度どでばーんと中に入る。

アキナ：ドランのあとに続いて、入って行きまーす！

ＧＭ：では、店内に入ったら、難易度９の【感知】判定を。

アキナ：いきまーす。（ダイスを振る）……ああ、失敗。

ドラン：こっちは12で成功ナリ。

ＧＭ：【感知】に成功したドランはわかります。店の中央に座る冴さえない男が「なにぃ!?」と腰こしを抜ぬかします。

ドラン：それってマウザー？

ＧＭ：聞いていたとおりの容姿です。マウザーでしょう。

ドラン：じゃあ、すかさず接せつ触しよくします。隣となりに座すわり、ワタシはドラン・ベレレン。おやぁ～、アナタと以前お会いしてませんでしたっけ？　とマウザーに声をかけます。
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ＧＭ：「い、いや知らねえ。お前みてえなやつは見たことも聞いたこともねえ」

ドラン：そんなことないナリ。今アナタはワタシの顔を見て驚おどろいたのではありませんか？　正直に言っていいナリ。ギュルギュル顔を近づける。




　うお……うっとうしい（笑）。




ＧＭ：「マスター、この店にはエクスマキナに出すようなオイルなんて置いてねえだろう！」

ドラン：ふふっ、そんな無ぶ粋すいなことを言わないでほしいナリ。

ＧＭ：ここのマスター、グレアムはドランに、すっ――と最高級のオイルを差し出します。




マスター・グレアム（男／42歳／ドラゴネット　投とう稿こう者しや：東京都　うるさん）

　ヘクスフォードにあるバー、ミッドナイトフラワーのマスター。最高のもてなしで客に接せつすることがモットー。元もと冒ぼう険けん者しやで事じ情じよう通つう。ベネットがクラン＝ベルの四英えい雄ゆうであることも知っているほどだ。
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ドラン：（ＧＭの説明を聞いて）こいつ『無印』四巻のミドルフェイズでベネットの相手をしたマスターぽくねぇ!?（笑）

ＧＭ：「さあ、お客さまのプライベートは話さない。それがバーのルールですよ」

ドラン：む。このマスター、わかってるナリ（笑）。じゃあマウザーにもいい酒を振ふる舞まおう。

アキナ：あたしには最高級のミルクを（笑）。マウザーを挟はさむように、ドランと反対側に座りながら。

ＧＭ：「あ、ありがとよ」マウザーは酒を受け取りますけど、内心焦あせってるのか、飲んでる場合じゃねぇよ！　って顔をしてます。

マルセル：ドランを爆弾と判断してるなら、飲んでる場合じゃないしな（笑）。

ドラン：そんな遠えん慮りよすることないナリよ。ここはワタシたちの奢おごりですから。

ＧＭ：「あの、ちょっとマスター。勘かん定じよう」居い心ごこ地ちが悪くなったんで、帰ろうとします。

ドラン：それを見送ったあとはギィに任まかせましょう。

アキナ：一方、あたしは、いつのまにか楽しくなって騒ぎ始めます。

ドラン：あ、アキナさん!?　ミルクで酔よったナリか？（笑）

ギィ：空気に酔った感じで？（笑）

アキナ：はい。アキナは楽しくなっちゃって（笑）。

ドラン：とりあえず、マウザーは打ち合わせどおりそのまま逃にがす、で。

アキナ：じゃあ、あたしはドランの上で踊おどります。

ドラン：何するナリか！　アキナさん！　ああ、お客さんが拍はく手しゆ喝かつ采さいをっ!?　ワタシも音楽を流しながら雰ふん囲い気きを盛もり上あげます（笑）。

マルセル：なぜ一緒に騒さわぐ!?（爆笑）

ＧＭ：マウザーはテンション上がっているアキナを尻しり目めに店を出て行きます。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では店の外のギィ。マウザーが逃にげるように店から出てきました。

ギィ：アイツらは上手くやったみたいだな。随分あわくってやがる。

ドラン：いや、まあ、その……（笑）。

アキナ：アハハハ、楽しー！（笑）　酒場の中から声が漏もれてるかも～！

ドラン：アキナさん、落ち着くナリよー！（笑）

ギィ：そんな中の騒ぎはつゆ知らず（笑）。……マウザーのあとをつけるぜ。

ＧＭ：では、難易度12の【敏びん捷しよう】判定を。

ギィ：12か。よいしょ。（ダイスを振る）……はい、成功。18。

ＧＭ：宵よい闇やみのなか、マウザーを追つい跡せきしたギィはヘクスフォードの港近くの倉庫街にたどり着きます。そのなかのひとつ、今は使われていない古ぼけた倉庫のひとつがアジトのようです。

ギィ：廃はい棄きされた倉庫か……。こういう時は、暗号を決めるもんだ。ヤツは中に入る時の合図をするのだ。ノックを三回して、合い言葉を……「明日も雨だな」とな。

ＧＭ：じゃ……じゃあ、マウザーはそのように倉庫の裏うら口ぐちから入っていきます。

アキナ：ギィさんのこだわりが出ましたね！（笑）

ギィ：ＯＫ。みんな連れてさっさと殴なぐり込こみかけるか。

ＧＭ：では、これでシーンを終了します。







◆Middle 10◆崩ほう壊かいの始まり




　マウザーの根ね城じろをつきとめたエンジェルファイヤー。

　アランとローズマリーを救出すべく、廃棄されていた倉庫の中へと踏ふみ込こんで行く。

　しかし、空にはゴルドレイの言葉にあった満月が輝かがやいていた……。




ＧＭ：というわけで。皆さんはギィが突つき止とめたマウザーのアジト、廃倉庫にやってきました。空には満月が昇のぼっており、あたりを明るく照らしています。

アキナ：え、満月？

ドラン：ゴルドレイが意味ありげに言っていた満月の夜ナリね。

ギィ：間に合ったと考えるべきか……ともかく急ごう。

マルセル：そうそう、ＧＭ。ここに来るまでに、やっておきたいことがある。

ＧＭ：なんです？

マルセル：ここの実質的な行ぎよう政せい府ふの商工同どう盟めいに、連れてきておいた部下に書しよ状じようをもたせて向かわせる。隣の国で暴あばれるので根回ししておかないと、あとが面めん倒どうになる。

ギィ：なるほど。ウチの要人が連れ去られたんで実力行使で救出する、とでも送るんだな。

マルセル：実じつ際さい、実じつ行こう犯はんはならず者のマウザーだ。グラスウェルズ出身の悪あく党とう退たい治じという名目なら、それほど角は立つまい。ゴルドレイとやり合う可能性もあるから、黒くろ幕まくの存そん在ざいもほのめかしておく。

ＧＭ：わかりました。それはＯＫです。

マルセル：なるべく外交的に非ひ難なんされない手をうっておくさ。

ギィ：さすがナヴァールの懐ふところ刀がたな。用よう意い周しゆう到とうだな（笑）。

マルセル：だから、それは……（←イヤそう）。

ＧＭ：では『デスマーチ』一巻に登場したフェリスさんが伝令役として来ていたことにしましょう。マルセルの指し示じどおり、書状を届とどけに行きます。では、改めてマウザーの根城です。
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ギィ：んじゃ、倉庫の裏口に行って、ノックを三回、明日も雨だな。って言うと、中からガチャと開けてくれる。開けた瞬間に……。

ＧＭ：「お、お前はー！」と門番が驚おどろきの声を。

ギィ：殴なぐりつけて気き絶ぜつさせる。そのまま中に突つっ込こむ。

ＧＭ：では門番役は倒たおれます。で、裏口から軽く廊ろう下かを走ると倉庫の広い部屋に出るわけですが。中では修しゆ羅ら場ばが展てん開かいされています。

ギィ：なに!?

ＧＭ：まずアランとローズマリーが、縛しばられて転がされています。その前にはクライヴがふたりを守るように立ちふさがる。で彼かれと対たい峙じしているのが、槍やりを持ったマウザー。そのうしろに銃を持ったゴルドレイって感じですね。

ドラン：むむむ？

マルセル：まず様子を見よう。距きよ離りはどれぐらいだ？

ＧＭ：みなさんが潜ひそんでいる部屋の入り口から見て15メートルほどです。

アキナ：あたしも身み構がまえています。

ＧＭ：と、クライヴがゴルドレイへ叫さけびます。「話が違うじゃねえか！」

ギィ：やはり、クライヴは利用されてたようだな。

ＧＭ：「確かに、フェリタニア・メルトランドを苦しめるため、あんたの工作には乗ったさ。だが堤てい防ぼうを爆ばく破はするだと？　この街を水みず浸びたしにするだと!?」

ギィ：新しい話。メモメモ……。

ドラン：そんな話になっていたのか……。

ＧＭ：「港や倉庫街が全ぜん滅めつしたらオレたちはどうやって暮くらしていくんだ？」クライヴは激げつ高こうし、ゴルドレイに詰つめ寄よる。

マルセル：倉庫が全滅したら、我われ々われが買う予定の食しよく糧りようも全滅。

ＧＭ：対するゴルドレイ。「はははん♪　お前には十分に金をやったでしょう？　この街も、お前の仲間も捨てて私に従えばいいんですよ。より大きな力が欲しいなら……」

アキナ：金で人の心をもて遊んで……。

ＧＭ：ふと、クライヴはアランに声をかけます。「お前、その女とのこと……オレに遠慮してたんだってな」そのあとゴルドレイの方を向いて言います。




　「断ことわる。俺にアランは捨すてられねぇ」




アキナ：わあっ♪（笑）　クライヴさん、いい人ですね！

ドラン：アキナの言葉が効きいたナリよ。

ＧＭ：「……では死ね」ゴルドレイ持っていた黄金色の銃じゆうでクライヴを撃うちます。




　……銃じゆう声せいが倉庫の中に響ひびく。




アキナ：（慌あわてながら）うそ!!　待って!?　《カバーリング》したい！　できますか!?

ＧＭ：20メートル以内なので《カバームーブ》を使えばできますよ。

アキナ：ここでクライヴさんを死なせちゃダメだよ――っ!?　《カバームーブ》で、クライヴをかばいます！　危な――いっ！




　とっさにアキナが弾はじけるように飛び出し、クライヴを狙った銃じゆう弾だんの前に身をさらす。




ＧＭ：では、ダメージを。命中判定は（ダイスを振る）……クリティカルしないので、83＋７Ｄ…………[image: 111]点の物理ダメージですね。

ギィ：ダメージがでかいっ！　ゴルドレイ強いぜ。

マルセル：アキナに《プロテクション》だ（ダイスを振る）……37点軽けい減げん。

アキナ：ありがとう、マルセルさん！　　【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と合わせて57点ダメージを軽減。【ＨＰ】に60ダメージですが、生きてます。

ＧＭ：では、アキナは見事クライヴをかばい、彼は生いき延のびました。
















アキナ：やったぁ――――っ！

ドラン：よ、よかったナリ。

ＧＭ：実は、クライヴはこのシーンの冒頭で息いき絶たえている予定だったんですよ。

アキナ：ええっ!?

ＧＭ：ですが、シナリオの途中で、アキナとゴルドレイの対決の盛り上がってるのを見て、クライヴを救うチャンスを用意したんです。

ドラン：なるほどナリ。

アキナ：クライヴさんもせっかく実はいい人ってわかったんだし、助けられてよかったです。

ギィ：違いねぇ（笑）。（マルセルを向いて）元祖実はいい人としてはどうよ？

マルセル：なぜ、私に振るっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：さて、一方のゴルドレイ。「またもや邪じや魔まですか♪」おどけた口調に隠しきれない苛いら立だちが見えます。

アキナ：ゴルドレイさん、悪事の現げん場ばを押おさえました。あたしたちの勝ち……ですね！

ＧＭ：「いえいえ～♪　ちょっと遅おそかったようですね。時は来たのです。このゲーム、やっぱり私がいただきます。もはや誰も超ちよう兵へい器きドラン・ザムをとめられはしませんよ？」

マルセル：超兵器ドラン・ザムだと？

ＧＭ：「ふふふ……。この場は彼と遊んでいてください。やれ、マウザー」とゴルドレイが言うと、マウザーは「わかりやした」と答えて、向かってきます。ゴルドレイは、背せ中なかのロケットブースターを点火して倉庫から脱だつ出しゆつ。

一同：ええええぇぇぇ――っ!?（笑）

アキナ：と、飛んでった……!?（笑）

ＧＭ：では、ゴルドレイをかばうように立たち塞ふさがったマウザー一味との戦いになります。相手は、マウザーとマウザー配下のモブ２グループ。

マルセル：モブも来るのか。

ＧＭ：「せっかく摑んだ儲もうけ話。ここで捨すてられるかよ！」とマウザー。配置はＰＣが１エンゲージ。その10メートル前にモブが１エンゲージ。その後方５メートルにマウザーです。




●第一ラウンド

行動値

　ギィ：　　　　　　　　　20

　ドラン：　　　　　　　　14

　アキナ：　　　　　　　　13

　マルセル：　　　　　　　13

　マウザー：　　　　　　　13

　部下モブＡＢ：　　　　　11
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ＧＭ：じゃあセットアッププロセスを始めましょう。マウザーの【行動値】が13。モブが11。

ギィ：オレたち全員が先に動けるな。《陣じん形けい》……使わなくてもいいよな？

マルセル：あまり、必要はなさそうだ。

ギィ：だな……。念のため、オレだけは《ランナップ》でエンゲージを離はなしておこう。

ＧＭ：そちらのセットアップは以上でいいですね？　では、【行動値】13のマウザーが《司し令れい塔とう》を使います。部下たちはこのラウンドの間、すべての判定の達成値に＋４されます。

ギィ：マウザー、三下のくせに偉えらそうだぞ。

ＧＭ：ではイニシアチブプロセス。ギィが【行動値】20で最初ですね。

ギィ：《トルネードブラスト》をモブのエンゲージに。

ＧＭ：ギィの弓から放たれた無数の矢がマウザーの部下たちに降ふり注そそぎます。その勢いを受けて、マウザーの配下は倒たおされたり、戦意を喪そう失しつしたり。………全滅です。

ギィ：よしよし、やっぱり効いてくれるか。

ＧＭ：まあ、ここは想定内。次はドラン。

ドラン：マイナーアクションで念のためエンゲージから離はなれ、メジャーアクションで、《ウォータースピア》。魔ま法ほうの水流砲ほうで攻こう撃げきするナリ！　（ダイスを振る）……達成値29。
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ＧＭ：それは当たるな。（ダイスを振る）……16で回かい避ひ失敗。「ごばっ!?」ぶっとい水流を顔面にくらい、マウザーは目を白黒させます。

ドラン：では、ダメージ……（ダイスを振る）うお、低い。31点の〈水〉属ぞく性せい魔法ダメージ。通ると［放心］、さらに回避ダイスがマイナス１個こ。

ＧＭ：あまり痛いたくないけど、［放心］、回避ダイスがマイナス１個を共に受けます。

ギィ：おぉ、これはもうアキナの攻撃は必ず当たるぞ。

アキナ：次はあたしですね。マイナーアクションで移い動どう。マウザーのエンゲージに。メジャーアクションは《バッシュ》！　剣を思いっきり叩たたき込こみます！

ドラン：ケガしてるとは思えない踏ふみ込こみナリ……！

アキナ：いきまーす。（ダイスを振る）……13。11を足して、達成値24です！

ＧＭ：それはダイスを１個しか振ふれない今のマウザーには避さけられない。ダメージを。

マルセル：そのダメージに《チェックメイト》！　33点追加だ。

アキナ：（ダイスを振る）……こっちのダメージは46点、合わせて79点のダメージっ！




　アキナのその小さな体に似に合あわぬ重い一いち撃げきがマウザーを襲おそう。想そう像ぞう以上のダメージに、マウザーは意い識しきを繫つなぎ止とめるのに精せい一いつ杯ぱいという有様である。




ＧＭ：ぐほっ！　そ、それはギリギリ生きてる……。ドランのダメージが低くて助かったな。

ドラン：すまんナリ～。

ＧＭ：次はマルセルの番です。

マルセル：アキナに《ヒール》だな。ゴルドレイの一撃でかなりダメージを喰らってたから。（ダイスを振る）……うっ、発動判定でファンブル。……フェイトを使おう。（ダイスを振ふり直す）……今度は発動して、54点回かい復ふくだ。

ＧＭ：アキナの体に活力が満ちていきます。

アキナ：６点ダメージまで回復しました。ありがとう、マルセル。

ＧＭ：では、いよいよマウザー。マイナーで《ブラッドヒート》を使用する。【ＨＰ】を15点消費して、メインプロセスの攻撃のダメージを＋20です。自分の生命力をダメージに変へん換かん、「こおおおっ！」と呼こ吸きゆうを整えます。

ギィ：おい、こいつ……。

ＧＭ：メジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》。対象はアキナです。閃せん光こうのような槍の二連撃がアキナに迫せまるっ!!

ドラン：……どう考えても、ウォーロードでござる！（笑）

ギィ：上級クラス!?（笑）　全然三下じゃねえーしっ!?（笑）

ＧＭ：そりゃＰＣのレベルに合わせてデータを調整してますって！　ちなみにこの技わざ名めいはマウザー窮きゆう鼠そ撃げき！

一同：……なんだそりゃ――っ!?（一同爆笑）

アキナ：…………（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）……では一回目の命中判定は……あり……13。

ギィ：お、コレは回避できそうだな。

アキナ：フェイトを２点使い回避！（ダイスを振る）……あっ！　１足りない。12です……。

マルセル：くっ、これはどうしようもないな。

アキナ：ですね……。それじゃ《ウェポンガード》します！

ＧＭ：じゃあダメージロールいきます。（ダイスを振る）……48点ダメージ。アキナの厚あつい防ぼう具ぐの上からそれを貫かん通つうする衝しよう撃げきが!?

アキナ：21点ダメージを受けました……。けっこうイタイ。




　続くマウザーの二撃目もアキナに命中……。




ＧＭ：じゃあダメージいきますよー（ダイスを振る）。

ドラン：（ダイスの数を数えて）うわっ、《ストラグルクラッシュ》３レベル持ってるぞ！　さっきよりもダイスが５個多い。

ＧＭ：ダメージは……69点です！　こちらが本命……鋭するどさを増ました一撃が迫る。

マルセル：《プロテクション》だ。（ダイスを振る）……31点軽減。

アキナ：ダメージは18点です。




　窮鼠と化したマウザーの連撃はいずれもアキナに直ちよく撃げきする。捨すて身みの槍撃は、アキナに確かく実じつに手て傷きずを負わせ……その体力を削けずり取とっていった……。




ＧＭ：では、第一ラウンド終了でーす。




●第二ラウンド

行動値

　ギィ：　　　　　　　　　20

　ドラン：　　　　　　　　14

　アキナ：　　　　　　　　13

　マルセル：　　　　　　　13

　マウザー：　　　　　　　13
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ＧＭ：二ラウンド目でのセットアッププロセスです。

ギィ：こっちは、特にセットアッププロセスでやることはない。

ＧＭ：こちらもないので、イニシアチブプロセス。ギィから行動です。

ギィ：はいよ。じゃあオレは《アーマーブレイク》《ダブルショット》だ。ここで決める！




　このギィの矢の二連撃は、必死に身をかわそうと試みるマウザーをあざ笑うかのように、急所を貫つらぬいていく。もともとアキナからのダメージで、青あお息いき吐と息いきだったマウザー……ギィの言葉どおり、ここで力ちから尽つきてしまう。




ギィ：よーし、倒たおしたぜ!!

ＧＭ：も、もう少し粘ねばってほしかったぁ～（笑）。

アキナ：そうだ！　アランとマリーちゃん、クライヴは生きてるんですよね。

ＧＭ：ええ。彼らと話ができますよ。

ドラン：生きててよかったナリ。

ギィ：とりあえず、縄なわを切ろう。

ＧＭ：ローズマリーが「助けてくれてありがとう、アキナちゃん」と。

アキナ：大丈夫？

ＧＭ：「ええ、大丈夫よ。みんな無事」

アキナ：よかった～。

ギィ：じゃあ、いろいろ話を聞こうか。

ＧＭ：分かりました。まずはアランから。たまたま、クライヴがゴルドレイと繫がっていることを彼は知ってしまいました。不審に思い調べて見ると、ゴルドレイの恐おそるべき計画に気づいてしまったのです。

アキナ：あたしたちに知らせてくれれば……。

ＧＭ：マルセルの事じ情じようを教えてくれとの言葉を思い出し、みなさんの宿に向かったところで、マウザーに捕まってしまったのです。

ギィ：なるほど。まあ予想どおりだな。

ＧＭ：またマウザーはアランとローズマリーが恋こい仲なかであることを気づいていました。アランが計画をローズマリーに伝えた可能性を考え、部下におびき出させて彼かの女じよも捕まえたのです。

マルセル：とにかく、アランから聞きだそう。ゴルドレイの恐おそろしい計画ってヤツを。

ＧＭ：では、血相を変えてアランが言います。「とんでもない計画が進行しているんだ。今日は満月……このままじゃ、大変なことになる！」

ドラン：それはいったい何ナリ？

アキナ：やっぱり、満月が関係している……。

ＧＭ：アランは言います。「この周辺の海かい域いきは潮ちよう汐せきの差が激はげしく、満月の夜の満まん潮ちようは水位がかなり上がる。ゴルドレイは、爆弾を満まん載さいした超兵器を堤防に突つっ込こませるつもりだ」

ドラン：超兵器ドラン・ザムには爆弾が満載されてるのか……。

ＧＭ：「もともと、低てい湿しつ地ちだった地ち域いきを埋うめ立たてて作ったヘクスフォードの港こう湾わん部ぶは、海かい抜ばつより低い位置にある。海水の侵しん入にゆうを護まもる堤防が破は壊かいされれば……」

マルセル：そうなると、倉庫は浸しん水すいし、連合王国に向かうはずの食糧は全滅する、というわけか……。

ギィ：そうかっ！　あのサボタージュをクライヴにしかけさせたのは食糧を、外に運び出させないためか……。

アキナ：そのサボタージュも今日、満潮の日まで続けば十分だったんですね。

ドラン：爺じいさんが、怪かい物ぶつの中に兄弟が詰つめ込こまれるのを見たってのは……。ようは、ドラン・ザムに爆弾を積せき載さいする作業を目撃したってことか。

ＧＭ：そのとおりです。また、港こう湾わん設せつ備びに来るダメージも問題です。フェリタニアやメルトランドに食物を流すための唯ゆい一いつの窓まど口ぐちであるヘクスフォードが機き能のうしなくなるわけですから。

ギィ：そうなると、食糧は連合王国に渡わたりづらくなるな。供きよう給きゆうが追いつかないから、食糧の価か格かくが上がるぜ。

マルセル：そう言えば、食糧の価格高こう騰とうの情報を得ていたな。

ＧＭ：あれはゴルドレイの息のかかった商人が別口で買かい占しめを行なっているために生じた現げん象しようです。食糧を高たか値ねで連合王国に売りつけたり、あるいはメルトランド内にいる過か激げき派はたちに食糧を援えん助じよすることで暴ぼう動どうを起こさせたりとか、色々な悪事を考えていたようです。

アキナ：な……なるほど。

ギィ：つくづく何かを水に沈しずめるのが好きな野や郎ろうだ（笑）。お前はマックス・ゾーリンかっ!?

ＧＭ：さてクライヴがあなたたちに頭を下げます。「すまなかった、オレが騙だまされていたんだ。まさかこの堤防、この港全体を破壊するような計画だったとは」

アキナ：しょうがないよ。ゴルドレイは言葉巧たくみに人を操あやつる力を持ってたみたいだし。

ＧＭ：「だがアランを……仲間を殺そうとする非ひ道どうなヤツだったとは。オレは目が曇っていたんだ、許ゆるしてくれ」と、クライヴはアランとみなさんに改めて詫わびます。

ギィ：なら、ここでクライヴの耳たぶを摑んで「弱音はあとだ。まず、港から人間を避ひ難なんさせろ。爆弾はこれからオレたちが止める。だがもし止まらなかったら、人死にが出るぜ。……お前ならできるだろ」と言う。

アキナ：ギィ、かっこいい♪

ＧＭ：「わかった。せめてもの罪つみ滅ほろぼしにそれぐらいはさせてもらおう」と、クライヴが言います。そして、やや調子を取り戻し、駆かけ出だしていきます。

マルセル：アランはどうだ？　身動きはとれるか？

ＧＭ：アランは「ああ」と、みなさんに協力する意思表ひよう示じをします。と、ここでちょっとイベントが起きまます。

ドラン：何が起きるナリ？

ＧＭ：ぐおんぐおんぐおん、という機械音が港の沖おき合あいの方から聞こえてきます。で、倉庫の外に出て見てみれば、見たこともない長大なドラム缶かんが海に浮うかんでます。ゴルドレイの言っていた超兵器ドラン・ザムでしょう。それが港の堤防に向かって進んでいます。




　超兵器ドラン・ザムはその異形も露あらわに、ヘクスフォードの港へ向けて進んでいた。

　ひときわ目を引くのが、船首にあるドリル。高速回転するそれは、あらゆるものを貫つらぬかんと猛たけ々だけしいうなりを上げていた。
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ギィ：これが超兵器ドラン・ザム!?

ドラン：なんか、非ひ常じようにデジャヴュを感じるんですが……。

アキナ：お爺じいさんが言ってたくじらサイズのドラム缶ですよね。

ドラン：おそらく。じゃあそれを見て、ワタシは、ユーアーマイファーザー！（笑）

ギィ：向こうはノォ――！　って言ってる（笑）

ＧＭ：あくまでそのノリなんですね（笑）。で、先せん端たんにはドリルがあって、ギュルンギュルンと回ってきます。

ギィ：ドリルか……。

ドラン：ああ、ドリルが欲ほしかった……。しかし確かに危き険けんナリ。あのドリルで堤防を突つき崩くずしたところで、爆ばく発はつなんかされた日には……。

ＧＭ：「港湾部はひとたまりもありません」とアラン。

マルセル：だが、これほどのテロをヘクスフォードにしかけるのだ。あとは、本人さえ押おさえてしまえばゴルドレイは詰つむ――チェックメイトだ。

ドラン：破壊活動に加えて、もろもろ出るナリ～。不正取引に詐さ欺ぎに。

マルセル：マウザーがいるんで、誘拐などの犯はん罪ざいに手を染そめたことにはできる。まあ、ヒューバードが介かい入にゆうしてくるかも知れんから、この国の法でさばけるか、というと微び妙みようだが。

ギィ：とりあえず、あのドラム缶型戦せん艦かん……ってヤツを止めるのが先だな。

ＧＭ：あの謎なぞの船にあなたがたが乗のり込こむというのであれば、アランが船を出してくれます。

ドラン：ならアランの船で近寄って、近寄ったところで《フライト》で乗のり込こんで行くナリ。

ギィ：わかった。時間もないし、それがいいだろ。

ＧＭ：はい。というわけで、満月に照らされた海面を巨きよ大だいな黒い物体が迫せまってくるわけです。

マルセル：まあ闇やみと言っても満月だし、かなり明るいがな。

ＧＭ：そんな感じでみなさんが巨大なドラム缶型戦艦に乗り込むと決意したところでシーンを切りましょう。次はクライマックスです！











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆黄金の悪意




　沖おき合あいから迫せまり来くる、破は壊かい兵器……。

　エンジェルファイヤーの面々はアランの用意した船で、その巨きよ体たいに近づく。

　破壊活動の被ひ害がいに乗じて経けい済ざいを牛耳ろうとするゴルドレイの陰いん謀ぼうをつぶすために。




ＧＭ：というわけで、クライマックスフェイズ。満月の光に淡く照らされる海面を、みなさんはアランの用意した木もく製せいの小型船で進んでいます。ヘクスフォードの港へと迫せまる超ちよう兵へい器きドラン・ザムへ乗のり込こむために。

マルセル：先せん端たんにドリルがついているとか、海底軍ぐん艦かんみたいなヴィジュアルだな。

ドラン：確たしかに超兵器とでもいうしかないレベルの兵器だが……とすると、ワタシのボディにはこいつの超ちよう技ぎ術じゆつがつまっているナリ？

ギィ：もしかしたら、あの船の技ぎ術じゆつの方を参考したのかも知れねぇな。

ＧＭ：まあ、ドランの技術についての考察はさておいて……。

アキナ：そうだよ。早く船に乗のり込こまないと。

マルセル：確かに。

ＧＭ：ドラン・ザムに乗り込むまでは、妨ぼう害がいはありません。

ギィ：さっき話したように、ドランの《フライト》で乗のり込こもう。

ドラン：了りよう解かいナリ。《マジックブラスト》でアランを除のぞいた全員に《フライト》をかけます。




　ドラン・ザムの巨体が迫るなか、アランの船から四人が舞まい上あがった。

　波頭を蹴け散ちらすように進む超兵器の甲かん板ぱんに、警けい戒かいしながら降おり立たつ……。

　一同は手早く艦かん内ないに乗り込む入り口を見つけ出し、進入をはたした。




ＧＭ：というわけで、艦内に進入したみなさん。巨きよ大だいな機械仕じ掛かけの船で、船内には波音をかき消すほどの重低音が響ひびいています。

ドラン：とりあえず、適てき当とうな部屋を見てみるぞ。

ギィ：早っ!?　ちょっとは警戒しろ！（笑）

ＧＭ：……では、そこは無数のドラム缶かんたちがぎゅうぎゅうに詰つめられています。どうやら、爆ばく破は時の破は壊かい力りよくを増ますために、大量の大型爆破缶かん＝ドランタイプを積せき載さいするようです。

ギィ：こりゃ、ひとつひとつ爆ばく弾だん解かい除じよとかやってる場合じゃないな。というか、みっしりとつまったドランそっくりの連中を見て、ギィは頭ず痛つうを抑おさえられない（笑）。
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ドラン：きょ、兄弟……っ！

ＧＭ：返事がない……ただのしかばねのようだ。

ドラン：うう、許ゆるさんナリ、ゴルドレイ！

アキナ：クライヴさんのこともあるし……ゴルドレイは本当に人を道具としか思ってないんですね。

マルセル：ヤツはどのあたりに居そうかわかるか？

ＧＭ：外観から推すい察さつすると船体の中央にあるブリッジが怪あやしいですね。

アキナ：じゃあ、そこに急ぎます！




　残りわずかな時間の中で、決着をつけねば……エンジェルファイヤーは一路ゴルドレイその人を求めて走り出す……。




ＧＭ：では、ブリッジ。ドラン・ザムのコントロールルームです。そこは、あなた方が見たこともないような、高度な技術がこらされた部屋です。

アキナ：ここがコントロールルーム。ゴルドレイは……。

ＧＭ：この部屋の中心に立つゴルドレイが向き直り声をかけます。「はははん♪　またまた、みなさんですかぁ……いい加か減げん諦あきらめてはいただけませんかねぇ」

アキナ：あなたの計画、止めさせてもらいます！

ＧＭ：「もう手て遅おくれなんですけどねぇ。一Ｇの得もないことをするより、私わたしに忠ちゆう誠せいでも誓ちかった方が有ゆう益えきとは思いませんか？」くるりんと髪かみをいじり、おどけて言います。

アキナ：お断ことわりです！

ドラン：それにしても、金、金、金とよほど、お金が好きなヤツナリ。

ＧＭ：「なにしろ私は、最強の武ぶ器きたる金を愛しておりまして……」

ギィ：最強の武器？

マルセル：金を愛している……だと？

ＧＭ：「そう。私の真の名は〝黄金〟のゴルドレイ。〝金きん銭せん〟を武器にするバルムンク一二人衆しゆうがひとり……」

ギィ：なにぃ――――っ!?

ドラン：黄金!?　バルムンクのふたつ名は武器からチョイスされるナリ。

マルセル：確かに金が力だと繰くり返かえしていたが……。

ＧＭ：このバルムンクのコンセプトは……経済バルムンク。膨ぼう大だいな資し金きんを武器に、個こ人じんから国家までを攻こう撃げきする異い端たんのバルムンクです。攻撃のスケールのでかさがウリですね。

ドラン：お、面白ぇじゃねぇか……!!（わなわな）

マルセル：開いた口がふさがらないってタイプだな（笑）。

ギィ：もうなんでもアリだな……バルムンク（笑）。

ＧＭ：「私の美しきドラン・ザムを見てください。この超兵器の開発は我わが財ざい力りよくがなければ、ありえなかったものでぇす♪」

ギィ：まあ、確かにかなり金をつっこんでそうだな。

ＧＭ：「その輝かがやき……その強さ……誰だれも金の力には逆さからえません。アキナさん。あなたも見たでしょう？　連合王国の通商団だんとクライヴたちが争い合う様を。マウザーなどは這はいつくばり、喜んで私のために汚よごれ仕事をこなしていきました」

アキナ：…………。

ＧＭ：「ヘクスフォード商工同どう盟めいであれ、メルトランドであれ、フェリタニアであれ、金の力にひれ伏ふす輩やからのなんと多いこと……。まさに金こそが、すべての人のその命すら思うままにできる武器なのですよ」

アキナ：…………それは間ま違ちがっていますっ!!




　小さな体を震ふるわせて、怒いかりを表ひよう現げんする少女。

　ゴルドレイはそんな彼かの女じよを冷たく見み据すえる……。




ＧＭ：「………何が言いたいのです？」

アキナ：確かにお金は大事です。だけど、お金で買えないものは、絶ぜつ対たいにあります！

ＧＭ：「私には世よ迷まい言ごとにしか聞こえませんねぇ」

アキナ：それは、あなたが愛や思いやりを理り解かいできないだけ。

ＧＭ：「……そういった下らぬ感かん情じようは、金によって支し配はいできますよ？」

アキナ：なら、金で支配したはずのクライヴは、なぜあなたに逆さからったの？

ＧＭ：「…………」ゴルドレイの瞳ひとみから笑いが消えます。

ギィ：ゴルドレイから、いつもの薄うす笑わらいが消えたな。

アキナ：そんなことも分からないあなたは、お金以外の力を理解できないだけ。最強なんかじゃない！　あなたを倒たおしてあたしたちエンジェルファイヤーがそれを証しよう明めいしてみせます！

ＧＭ：「できるものならな！　……いずれにせよこの超兵器ドラン・ザムを止めることは不ふ可か能のう。堤てい防ぼうは砕くだかれ、倉庫の食しよく糧りようは全ぜん滅めつし、私が確かく保ほしていた食糧の値ね段だんは高こう騰とうするだろう。私の財ざい産さんはさらにふくれあがる。私の武器はさらに強大化する」
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アキナ：そんなことは……させません！
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　アキナとゴルドレイ、互たがいに譲ゆずれぬものをかけた戦いが、今始まろうとしていた。




ＧＭ：と、ふたりが相あい容いれないことが明らかになったところで、戦せん闘とうに移うつりましょう。クライマックスの戦闘にあたって特とく殊しゆな状じよう況きようがありますので説明しますね。




　堤防に向かって直進しているドラン・ザムを回頭させて、堤防の爆破を防ふせがなければならない。

　ドラン・ザムは第三ラウンド終しゆう了りよう時に堤防に到とう達たつし、爆破する。それを防ふせぐには、ブリッジで操そう船せんを行ない、船を回頭させる必要がある。操船は第三ラウンド終了までにゴルドレイを含ふくむすべてのエネミーを戦闘不ふ能のうにすれば行なうことができる。操船自体に行動を使用する必要はない。




アキナ：要するにこの戦闘は三ラウンドの時間制せい限げんがあるんですね。

ＧＭ：そういうことです。ちなみに敵てきはゴルドレイの他にバルムンクのモブ二体と、〝赤い水すい斑はんの〟ジャアというエクスマキナがいます。




〝赤い水斑の〟ジャア（ジャア・アタタメル）

（男／30歳／エクスマキナ　投稿者：東京都　カンタロス星人のカンタロウさん）

　元アヴェルシア騎き士しで、ドランの同どう僚りようだった人物。自分の父が失しつ脚きやくしたのをドランの父のせいと思おもい込こみ、以後敵てき意いを燃もやしてきた。アヴェルシア服ふく属ぞく後に、ドランと同様バルムンクの手によって改かい造ぞうされた。なぜか常つねにマスクを着用している。ドランの同型機で、特とく徴ちよう的てきな円えん筒とう形けいのシルエットに簡かん素そな手足が生え、ボディを赤い水玉に塗と装そうしている。
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ギィ：（イラストを見ながら）読者さんのキャラか……。あのお爺じいさんを追いかけたのはこいつだな（笑）。

ドラン：うお、本当に角まで生えてるナリ。

アキナ：おそろいですね！（笑）

ＧＭ：ジャアは「ドラン、キミの父上が悪い……キミの父上が悪い」と繰り返しています。

ドラン：怖っ!?　ていうか、その反はん応のうはどう考えてもバルムンクに騙だまされてるだろ！（笑）「目を覚ませナリ、ジャア！」

ＧＭ：「聞く耳持たん！」

ドラン：（シリアスに）や、やるしかない……ナリ。

ギィ：早っ!?（笑）

ＧＭ：そういうことで、戦闘に入りましょう。




●第一ラウンド

行動値ち

　ジャア：　　　　　　　　27

　ゴルドレイ：　　　　　　26

　ギィ：　　　　　　　　　20

　バルムンク（モブ）ＡＢ：15

　ドラン：　　　　　　　　14

　マルセル：　　　　　　　13

　アキナ：　　　　　　　　13
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ＧＭ：セットアッププロセスです。最初は【行動値】27のジャア。《間合い》を使ってみなさんのエンゲージに入ります。「ドラン、逃にがさん！」と明めい確かくにドラン狙ねらい。続いてゴルドレイが《パーペチュアルチェック》をバルムンク（モブ）ＡＢに使用します。二体の【行動値】を自分と同じ26にしました。なお、これでゴルドレイは行動済ずみです。

ギィ：ちっ、どっちも俺おれより先か……。１ラウンドだけ先手をとるぜ、《コンバットセンス》使用！　【行動値】30に。

ＧＭ：バルムンク（モブ）は特にありません。

ドラン：ワタシもなしナリ。

マルセル：迷まような。ジャアにエンゲージされてて、《陣じん形けい》が使えないしな。範はん囲い攻撃で四人が一気に狙ねらわれるのもマズイ。《アンパッサン》でドランをエンゲージから離り脱だつさせる。

ドラン：《エンサイクロペディア》で、バルムンク（モブ）を調べるというのは？　レベルが分かればギィが《トルネードブラスト》を安心して使えるナリ。

アキナ：あ、そういう手もありますよね。

マルセル：それも考えたが……バルムンク（モブ）が11レベル以上の場合、《トルネードブラスト》が効きかないという結果だけがわかってそこで終了だ。もちろん11レベル以下なら問題はないが。《アンパッサン》の場合、確かく実じつに我われ々われにプラスがある。

アキナ：なるほどー。

ギィ：俺の行動でゴルドレイごと範囲攻撃するさ。ゴルドレイにダメージを与あたえるチャンスは一回でも多い方がいいだろう。今回も時間制せい限げんつきの戦闘だしな。

ＧＭ：ふむ、慎しん重ちようですね……（ボス戦は厳きびしめな展てん開かいが多いから、警戒されてるなぁ）。では、以上でいいですか？

ドラン：あ、《限げん界かい突とつ破ぱ》をしておきましょうナリ。アキナさん。

アキナ：了解、《限界突破》します。

ＧＭ：ＯＫです。では、イニシアチブプロセスに移りましょう。

ギィ：じゃ、最初は俺からだな。マイナーで《アーマーブレイク》《トゥルーブレイク》、メジャーアクションで《アローシャワー》。対象はゴルドレイのエンゲージ。リンメルの矢も使用する。当たれば【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は０になるぜ。

ＧＭ：それは《インタラプト》で打ち消し……。

ギィ：おっと、その《インタラプト》を《インタラプト》するぜ。

ＧＭ：ぎゃああああっ！　………でも、範囲攻撃だし当然残しますよね～（笑）。

ギィ：じゃあ、命中判はん定てい……（ダイスを振ふる）……やった！　クリティカル！　６が３個こ出たのでダメージに＋３Ｄだぜ。

ＧＭ：ぐは。……い、いきなりですか。無数に放たれた矢が、それぞれの対象の弱点を貫つらぬく軌き道どうで飛ぶ。回かい避ひぃ――――っ！　……（ダイスを三回振る）…………すべて失敗！

マルセル：まあ、クリティカルを出さないと成功しないからな。

ギィ：よし。ダメージロール時に《ブルズアイ》と《ダイレクトヒット》（かばうが行なえなくなる）を宣せん言げんする。

ＧＭ：く、やはりいきなり全開でくるか。クリティカルの＋３Ｄが痛いたい。

ギィ：じゃあ、ダメージロール……16Ｄ＋29……（ダイスを振る）…………《限界突破》の＋６も足して……合計72ぃ！　低いぜ。うううおおお、期き待たい値ちは85点だろぉおおおっ！




[image: ]




　実じつ際さい、バルムンク（モブ）の【ＨＰ】は75。十分に一いつ掃そうを狙ねらえたのだが……。

　ともあれ、以い降こうゴルドレイ、バルムンク（モブ）の【物理防御力】は０に。全員に72点のダメージが入る。




ＧＭ：ボスキャラと護ご衛えいのモブが、いきなり【物理防御力】０だ（笑）。が……護衛が生き残ったのは大きい！　「ふぅ。驚おどろかせてくれますね♪」と、ゴルドレイ。

ギィ：くっそぉぉぉ――――っ!!　ゴルドレイめ、ムカツク!!（爆ばく笑しよう）　モブを倒たおせなかったのは痛つう恨こんだぜ。おそらくあと数点だろうけどなぁ（←かなりいい読み）。

ＧＭ：次はジャアがマルセルを攻撃します。

マルセル：範囲でなく私個人狙いか……。

ＧＭ：「お前がドランを逃がさなければ！」マルセルがセットアッププロセスでドランを移い動どうさせた《アンパッサン》の件けんを、ジャアは逆さか恨うらみしているようです。

マルセル：そうは言ってもな。

ＧＭ：ジャアとしてはドランを狙いたいのですが、エンゲージから離脱すると、行動を無む駄だにするのでさすがにつらい。そんなわけで、ジャアは赤熱した斧おのでマルセルを攻撃します。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションは《バッシュ》！

ドラン：ひどいヤツ当たりナリ!?（笑）

ＧＭ：「落ちろぉ……！」命中判定の達成値は……23。目では追いきれない神速の一いつ閃せんがマルセルに迫せまります。

マルセル：くっ……これは避さけられん！　回避は……14で失敗。

アキナ：マルセルを《カバーリング》します。

ＧＭ：「じゃまをするなぁ――っ!?」ジャアは叫さけび、ここで《ボルテクスアタック》使用！

アキナ：…………っ！

ＧＭ：……（ダイスを振る）……[image: 111]点の〈火〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージ。防ぼう具ぐでは遮さえぎれぬ魔法の炎えん熱ねつをともなった一いち撃げきがアキナの体に打うち込こまれる。

マルセル：《プロテクション》っ！　…………33点軽けい減げん。

アキナ：……（計算して）……73点くらった!?　い、痛い！　なんかジャアって凶きよう暴ぼうだよ!?でもまだ平気です。

ＧＭ：「私の直ちよく撃げきで落ちない？　ええいっ！　この娘むすめ化け物か？」驚きよう愕がくのジャア。

ドラン：贅ぜい沢たく言うな――っ！　アキナさんにこんなダメージ与えるヤツはそうはいないナリ。

ＧＭ：さて次はバルムンクモブのみなさんが、からめ手を披ひ露ろうしますね。

マルセル：からめ手？

ＧＭ：バルムンク（モブ）Ａが《オールウェポン》《エンチャントウェポン：地》でシーンに登場しているバルムンク側のキャラの武器を、〈地〉属性の魔法ダメージに変へん更こうする。

ドラン：属性を利用するナリか？

ＧＭ：バルムンク（モブ）Ｂが《マジックブラスト》《レインボーカラー》で、ドラン以外のＰＣの属性を〈風〉に書かき換かえることを宣言します。

アキナ：こ……これ、何が起きるの？

ギィ：向こうとこっちの属性の相あい性しようを、最悪にするぞってこと。

ドラン：喰くらうと、相手からの攻撃に対するこっちの【魔法防御力】が０になるナリ。

アキナ：……ちょっとヤバくないですか？

ＧＭ：まあ、回避に成功すればいいんですよ。バルムンク（モブ）Ｂの命中判定……（ダイスを振る）……クリティカル！　……失礼。結果として回避の成功にはクリティカルが必要になりました。

一同：できるかぁ――――っ!?（怒）




　そうそう都合よく、回避でクリティカルが出るはずもなく、アキナ、マルセル、ギィは〈風〉属性になってしまう。




ＧＭ：ここで、行動済みだったゴルドレイが《アデンダム》を使用。おもむろに手に持っている金色の銃じゆうを構かまえて銃じゆう弾だんを乱らん射しやします。マイナーアクションで《黄金魔ま弾だん》、メジャーアクションで《アローシャワー》。《デュアルアロー》を使用し血けつ晶しよう弾だん×２を込こめて使用します。




《黄金魔弾》

　オリジナルエネミー特殊能のう力りよく。マイナーアクションで使用する。攻撃で１点でもダメージを与えると、バッドステータスの［重じゆう圧あつ］と［放心］を与える。




ＧＭ：「私の銃で撃うたれた者は、金の持つ魔ま力りよくに心を囚とらわれることになるのです」とゴルドレイ。《黄金魔弾》の演えん出しゆつですね。

アキナ：借金まみれの生活苦っぽい幻げん影えいとかですか？（笑）

ＧＭ：たとえばそういうのもあるかも（笑）。あるいは財ざい宝ほうに魅みせられた人の妄もう執しゆうが浮うかぶとか。とにかく人の欲よくの部分を刺し激げきする悪あく夢むがうかびます。

ギィ：うお、（『アルディオン大陸ガイド』を見ながら）……血晶弾は一発でダメージ＋20。一万五千Ｇもするし。

アキナ：二個使うから、一発三万Ｇ！

ドラン：おのれ、成金！（笑）

ＧＭ：「これこそが私の武器、金の力ですよ」命中判定……（ダイスを振る）……27。
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ギィ：フェイトを２点投入で……回避……28で回避成功！　《限界突破》さまさまだな。

アキナ：ふぁんぶるぅ～！（←とてもがっかりした声）

マルセル：……私も回避失敗だ……が、６が一個出てる。幸運のペンダントでひとつ振ぶり直す。６が出ればクリティカル……六分の一にかけて。

アキナ：………マルセルさん、がんばって！

マルセル：……（一個ダイスを振る）……３か、回避失敗だ。

ＧＭ：ではダメージを。……（ダイスを振る）……〈地〉属性の魔法ダメージ[image: 103]点ですね。ゴルドレイの放った弾だん丸がんは、魂たましいを引ひき裂さくようなうなりを上げて飛来します。

アキナ：これ……今のあたしの【ＨＰ】だと、マルセルさんを《カバーリング》するとマズイかも？

ギィ：だな。マルセルはオレが《ガーディアン》で護まもる。マルセルはアキナに《プロテクション》をそれで、なんとかなる……はず。

マルセル：フェイトを４個投入し、９Ｄ＋15で《プロテクション》……（ダイスを振る）……ば……バカな！　１が５つも見える……。34だと！　すまん、アキナ。
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アキナ：ダメです！　それだと、【ＨＰ】が０以下です。

ギィ：なら、ここは《蘇そ生せい》だ！




　この《プロテクション》は期待値の46を大おお幅はばに下回り、ギルドスキルの《蘇生》を使用せざるを得なくなった。これにより、アキナの【ＨＰ】は65に。さらにダメージとともにおよぶ［重圧］［放心］がアキナにふりかかるが……。




アキナ：［重圧］［放心］は《インデュア》で回かい復ふく。お金の呪じゆ縛ばくになんか負けないよ！

ＧＭ：「ほう。なかなか強がりますねぇ。だがどこまで持ちますかな？」と、ゴルドレイは嫌いやらしい笑みです。

ドラン：次はワタシナリ。まずは《マジックブレス》と《ドラゴンカース》を使用。《ウォータースピア》で、ゴルドレイのいるエンゲージに範囲攻撃。宝ほう石せきもバリバリ食べてパワーアーップ！

ＧＭ：「宝石がお好みのようですね！　私につけば食べ放題ですよ？」

ドラン：誰がつくか――っ!!（爆笑）　フェイト１点使用で命中判定……（ダイスを振る）……クリティカル！　放たれた水流が拡かく散さんされ、ゴルドレイのエンゲージは暴ぼう風ふう雨うも同然の状じよう態たいナリ。

ＧＭ：……（ダイスを振る）……三人とも回避は失敗。「むう、セットが乱みだれます」と髪かみ型がたを整え直すゴルドレイ。

ドラン：余よ裕ゆう見せてる場合かぁ――っ!!（一同爆笑）　《マジックフォージ》でダメージア――ップ！　……（ダイスを振る）……ダメージは80点ナリ！

ＧＭ：巻まき起おこる嵐あらしに耐たえかねて「うがぁっ！」と、バルムンク（モブ）ＡＢは倒たおれ……。ゴルドレイも「痛いですねぇ」と顔をしかめます。

ドラン：顔をしかめる程てい度どナリか!?（笑）

ＧＭ：次はマルセル、アキナの番ですね。

マルセル：《ヒール》をアキナにかける。（ダイスを振る）……出目が悪いが……51点回復。

アキナ：ありがとう、マルセルさん！　これで【ＨＰ】[image: 116]。あたしはジャアを《スマッシュ》《バッシュ》で攻撃します。フェイト１点使って、４Ｄで命中判定。やぁ――っ！　と……達成値は29！

ＧＭ：ジャアは……22で回避失敗。

アキナ：ダメージロールで《ボルテクスアタック》！　剣けんにさらに力を込こめます！

マルセル：私は《チェックメイト》。ジャアの弱点はその装そう甲こうの継つぎ目めだ、と助言する。

アキナ：…………合わせて[image: 151]点のダメージ！　どうだっ!?

ギィ：……これは倒したか？




　アキナを本気の一撃を喰くらってガランガランと吹ふっ飛とばされるジャア。しかし――。




ＧＭ：ジャアはまだ倒たおれません。「あ……当たらなければ、どうということはない」

ドラン：思いっきり当たってるナリ――――っ!?（一同爆笑）

アキナ：意い地じっ張ぱりなんですね（笑）。

ＧＭ：凹へこんだ装甲をベコバコと元に戻もどしながら「ええい、まだだ。まだ終わらんよ！」と言い放つジャア。では、次のラウンドに。




●第二ラウンド

行動値

　ジャア：　　　　　　　　27

　ゴルドレイ：　　　　　　26

　ギィ：　　　　　　　　　20

　ドラン：　　　　　　　　14

　マルセル：　　　　　　　13

　アキナ：　　　　　　　　13
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　第二ラウンドのセットアッププロセスである。

　まず、ギィが《ランナップ》で、エンゲージから離脱。

　そして、マルセルがアキナに《ヘイスト》。【行動値】を31とした。この二手で敵に対して主しゆ導どう権けんを握にぎったかにみえたエンジェルファイヤー。

　だが、向かえたイニシアチブプロセスで……。




ＧＭ：ジャアが《カリキュレイト》。ピキーンと、常じよう識しきを越こえた反応速度で誰よりも早く動き出すドラム缶エクスマキナ。アキナに先んじて攻撃を繰くり出だします。

アキナ：ええっ……！

ＧＭ：「戦いとは先を読んで行なうものなのだよ」と、マルセルに向けて《スマッシュ》《バッシュ》を繰くり出だすジャア。命中判定……22。

マルセル：……回避は失敗。

ＧＭ：ジャアの斧がマルセルを両りよう断だんする勢いきおいで迫る――！

アキナ：あわわっ！　マルセルさんを《カバーリング》！




　マルセルを必死に《カバーリング》するアキナ。マルセルの《プロテクション》もあり庇ったアキナに15点のダメージとなる。




アキナ：おかえしだよ！　あたしの番でジャアを倒します。

マルセル：だな、ジャアを倒たおさないとゴルドレイへの道が開かん。

アキナ：マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》です！　フェイトを１点使って命中判定……達成値は23！

ＧＭ：ジャアの回避……20！　喰らった？　私が直撃を受けている!?

マルセル：このダメージに《チェックメイト》。

ＧＭ：…………（お、終わった）。




　アキナ、マルセル共にダメージの出目が走ったこともあり、ジャアは総そう計けい[image: 104]点ダメージを受け、戦闘不能に陥おちいる。




ＧＭ：「うぎゃあああっ!?」アキナの一撃により、機関部の機き能のうが停止したようです。

ドラン：ようやく……倒たおれたナリ。（←ほっ）

ＧＭ：と、力ちから尽つきたジャアが突とつ如じよ自じ爆ばくします。「やらせはせん……」と、閃せん光こうそして膨ふくれあがる炎ほのお！　同じエンゲージのアキナとマルセルは回避の判定をしてください。

ドラン：しつこいって!?（笑）

アキナ：うそ――っ！（笑）

ギィ：執しゆう念ねんだな（笑）。

ドラン：人はなぜ、おろかな争いから逃のがれられないナリ――っ！（笑）




　この爆ばく発はつ、マルセルは出目が良く回避に成功するも、アキナは失敗。29点のダメージを受けてしまう。




アキナ：いたた…………。うぅ、見かけによらず手強かった。でも、あたしこんなに喰らっていいのかなぁ。

ドラン：アキナは味方の盾たてになる役目があるから、どうしてもダメージを受けることが多くなる。しかたないナリ。

マルセル：そうだ気することはない。

アキナ：わかりました。

ＧＭ：「ええいっ役にたたんドラム缶め！」




　息つく暇いとまなく、怒りに目をつり上げたゴルドレイが襲おそいかかる。




ＧＭ：ゴルドレイは《黄金魔弾》《ダブルショット》をマルセルに。血晶弾も当然ふたつ使用する……命中判定は27。亡もう者じやの悲鳴のような甲かん高だかい音を立て、黄金色の魔弾が放たれます。

マルセル：……回避失敗だ。

アキナ：マルセルに対して《カバーリング》を使用します。

ＧＭ：ダメージロールは（ダイスを振る）……こりゃいい出目！　[image: 114]点ダメージ。「ふっ、手て応ごたえありですよ♪」

マルセル：くっ。残ったフェイトを２点使ってアキナに《プロテクション》……35点軽減。……届かない……か!?

アキナ：えーと……ダメです戦闘不能……。

ドラン：とにかく生命の呪符で復ふつ活かつするナリ。

アキナ：はい。……【ＨＰ】１で復活です。［放心］［重圧］は《インデュア》で回復します。

ギィ：《レイジ》を使うにはおあつらえ向きだな（笑）。

ＧＭ：では、二発目の処しよ理りに移ります。不気味な音を立てる弾丸がマルセルに迫ります！　命中判定……26。

マルセル：さすがに無理だな……（ダイスを振る）……回避失敗。

アキナ：じゃあ、《カバーリング》しないと！

マルセル：いや、あわてるな。さっき《カバーリング》してるから、この攻撃ではそれはできない。

アキナ：あ、そうか！

マルセル：まだ生命の呪符がある。バッドステータスはイヤだが。とにかくこれ以降は誰かをかばわなくていい。アキナにはもう一発もダメージを与えるわけにはいかん！
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アキナ：そ……、それって？
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マルセル：ん？　ゴルドレイを倒たおすには、お前の《レイジ》が必要だろう？

アキナ：で、ですよね……（笑）。ちょっとカッコいいセリフだったもんで。

ドラン：ふふ。マルセルさんは難なん儀ぎな人ナリ（笑）。

マルセル：余よ計けいなお世話だ！（笑）




　結果、マルセルは[image: 110]点のダメージを受け戦闘不能。生命の呪符で復活した（残り【ＨＰ】２）。そしてこのラウンドの行動がなくなり、［放心］［重圧］を受けることになる。




マルセル：痛いたくはあるが……想定どおりだ。問題ない。

ＧＭ：「強がりますねぇ。かなり苦しいでしょうに。それも私の黄金の力の前にはむなしいだけ……」と、ゴルドレイは言い放ちます。

アキナ：あたしたちは、そんな力には負けないよ！

マルセル：それに……追おい詰つめられてるのは、お前の方だろう。

ＧＭ：「なにぃ？」

ギィ：とりあえず、俺とドランは思う存ぞん分ぶんゴルドレイを攻撃できるからな。

ドラン：楽しみにしてるナリ。

ＧＭ：「き、貴き様さまらぁあぁぁ……！」




　まずは、ギィの《ダブルショット》……。一発目は34点のダメージ。続く二発目はクリティカルもあり（＋３Ｄ）、47点のダメージをゴルドレイに与あたえた。

　さらにドランが、《ウィルパワー》《ウォータースピア》《マテリアルコンポーネントⅡ》を放つ。これもクリティカルで（＋３Ｄ）74点ダメージ。




ＧＭ：一ラウンド目の《トゥルーブレイク》のおかげで、全然物理ダメージがとめられない。あと、ふたりともクリティカルしすぎ（笑）。

ギィ：とか言いつつ、まだ余裕そうじゃねぇか。

ＧＭ：序じよ盤ばんからダメージが累るい積せきしてますが、あまり、大きな一発を貰もらってませんからねぇ。

マルセル：ジャアが奮ふん闘とうしたからな。

ＧＭ：「彼かれは、愚おろかなりによく働いてくれましたよ」くくっとあざけります。

ドラン：ゴルドレイ……許さんナリ。

アキナ：次で決めます！




　かくして、決戦の三ラウンド目が訪おとずれる。




●第三ラウンド

行動値

　ゴルドレイ：　　　　　　26

　ギィ：　　　　　　　　　20

　ドラン：　　　　　　　　14

　マルセル：　　　　　　　13

　アキナ：　　　　　　　　13
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　三ラウンド目、さすがのゴルドレイも疲ひ弊へいを隠かくせない。だがエンジェルファイヤーも苦しい。勝利を得る作戦を求め、四人は話し合う。




ＧＭ：では第三ラウンドのセットアッププロセスです。ゴルドレイは特になし。

ギィ：マルセルが、［重圧］で《ヘイスト》できないのが痛いな。

アキナ：《ヘイスト》があれば、あたしがゴルドレイより先行できたんですね……。

マルセル：アキナに攻撃をさせることはできないか？　《アンパッサン》で近づければ庇えるんだけど、［重圧］でだめだ……。

ドラン：《陣形》が残っているから行けるナリ。

ギィ：だが、ひとりじゃダメだ。……《ダブルショット》で二回攻撃がくる。

マルセル：じゃ、《陣形》の移動で私とドランも近ちか寄よって庇おう。

ギィ：マルセルはもう呪符がないから、戦闘不能は確かく定ていするぜ？

マルセル：アキナが決めてくれるから大丈夫。

アキナ：マルセルさん……。

マルセル：……と言いつつ、まさかの時の保ほ険けんにギィは残しておきたい。

ギィ：用よう意い周しゆう到とうだな、さすがはナヴァールの懐ふところ刀がたな、と言っておくぜ（笑）。

マルセル：しつこいぞ！（笑）

アキナ：こんなときでも相変わらずなんですね！（笑）




　緊きん張ちようした空気が少しほぐれた。




ＧＭ：で、結局どうします？

ドラン：マルセルの作戦でいくナリ！　《陣形》でドランとマルセルが突とつ撃げき！

アキナ：はい……、《陣形》を許きよ可かします!!

ＧＭ：では、《陣形》が使用されました。スゴイ勢いで自分の元に迫せまってくるあなたたちを見てうそぶくゴルドレイ。「束になってかかれば、勝てると思いましたか!?　それともやぶれかぶれですか？」

ドラン：これから、金の力ではない……心の力をお目にかけるナリ。

ＧＭ：「ほほう……それはぜひ見せていただきたいですねぇ」イニシアチブプロセス、【行動値】26でゴルドレイの行動。アキナを狙ねらってマイナーアクション《クローズショット》、メジャーアクション《ダブルショット》。もちろん血晶弾も２発使う。一発目の命中判定は……クリティカル！




　黄金の銃から放たれた無む慈じ悲ひな弾丸が、アキナに向かって伸のびる。




ドラン：げぇっ!?（爆笑）

ギィ：来たよ！　空気読まないＧＭのダイス目が（笑）。

アキナ：さ……さすがに無理――っ！　回避は失敗――っ！

マルセル：ふっ、と笑って……。問題ない。予定どおりアキナを庇う。

アキナ：マルセルさんっ！

ＧＭ：ダメージは[image: 117]点。マルセルは戦闘不能確定ですね。

マルセル：では、倒れながら。大丈夫だ。我々の勝ちは見えている……お前はゴルドレイを倒すことだけ考えろ……。

アキナ：はい！　剣を握にぎり直します。
















ＧＭ：では《ダブルショット》の二発目！　達成値26。死に神の叫びにも似にた音を立て、凶きよう弾だんがアキナにせまります。「さっきは邪じや魔まが入ったが……これでどうだ」

アキナ：…………回避失敗。

ドラン：さあ来るナリ。誰だれかを護るは元もと騎き士しとしての本ほん懐かい！　アキナを庇います。

ＧＭ：「ま……またしても！」……ダメージは[image: 112]点。

ドラン：【ＨＰ】０に。ガーンッと吹っ飛ばされるナリ。

アキナ：ドランさんっ!?

ドラン：大丈夫ナリ。生命の呪符の効こう果かが発動。【ＨＰ】３でむくりと起き上がる。これは効きいたナリ……。だが、これで向こうの攻撃は受けきった。

ＧＭ：「余計なマネをぉっ!?」ターゲットのアキナに銃弾が届とどかず歯がみするゴルドレイ。

ギィ：へ、まず、本命の前に俺のプレゼントだ。《ダブルショット》――ッ！　フェイト１点、リンメルの矢使用。一発目の……達成値は27。

ＧＭ：「貴様らぁっ!!」……回避は14で失敗。

ギィ：なら、ダメージは34点。【物理防御力】は０だから、そのまま受け取りな。

ＧＭ：「くそ！」




　さらにゴルドレイはギィの《ダブルショット》の二発目を受け、37点ダメージを追う。

　しかし……。




ＧＭ：胸むねにささったギィの矢を抜ぬいて放り捨すてつつゴルドレイは叫さけぶ。「その程度で倒たおれる〝黄金の〟ゴルドレイではない！　我が武器は黄金。その輝きは不ふ滅めつ！　誰もが我が〝力〟の前にひれ伏すのみ――っ！」




　高らかにみずからの武器の〝力〟を誇ほこるゴルドレイ……。

　だが、少女はそんな男に向けて語りかける。




アキナ：……確かにお金は大切だよ。お母様もそう言ってた。

ＧＭ：「なんだ？　ついに私に降こう伏ふくする気になったかね？」

アキナ：でも、お金はみんなを幸せにするために使うもの。そんなことも分からないあなたのもとじゃ、黄金もその輝きを曇くもらせるだけ！

ＧＭ：「へ……へらず口を！」

アキナ：行きます！　マイナーアクションで《レイジ》、メジャーアクションで《バッシュ》。命中判定にフェイト１点使います。……（ダイスを振る）……達成値は……26。

ＧＭ：ゴルドレイ……回避は11で失敗。「く、くるなぁっ!?」

ギィ：残ってるフェイトは全部つっこめ！　ここで決めなきゃ終わるぜ！

アキナ：はい……ダメージロールでフェイトを４点使います……。12Ｄ＋[image: 156]！　「とりゃあああ――――っ」（ダイスを振る）……出目が50！　[image: 206]点ダメージ！
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一同：おぉ――――っ！

マルセル：[image: 200]点越ごえかっ！




　アキナの裂れつ帛ぱくに気合いが放たれる。

　それは、この男の〝武器〟にこびりついた妄執を断たち切きるがごとく……。

　繰くり出だされた一撃は、ゴルドレイを完膚なきまでに打うち倒たおした。




ＧＭ：「ぎあああああああ――――っ！」ゴルドレイは絶ぜつ叫きようと共に倒たおれます。

アキナ：あたしも、涙なみだだか汗あせだか分からない液えきを流しながら、へたりこみます……。

一同：ちょ!?（笑）

ギィ：まあ、残り【ＨＰ】１で全力を出し尽つくしたうえだからな……（笑）。

ＧＭ：以上で、この戦闘は終了します。ですが、ギリギリのタイミングでの決着でしたので、ブリッジから見える港の様子が、大きくくっきりと見え始めています。




　一同の視し線せんの先には、慌あわてふためく港の人々が映うつる……。いち早く回頭させなければ、大だい破は壊かいは免まぬがれないだろう。




ＧＭ：ドラン・ザムの回頭の判定には【器用】の判定が必要です。難なん易い度どは20。

一同：高っ!?

ドラン：まあ、いきなりですしね。ここはフェイトがたっぷり余あまっているワタシがトライするナリ。フェイトを３点つかって５Ｄで判定します……。




　大だい混こん乱らんの様相を呈ていする、ヘクスフォードの港こう湾わん部ぶ。アランや、クライヴたちは被害を最さい小しよう限げんにすべく奔ほん走そうしていた……。誰もが衝しよう突とつはさけられないと、なかば以上諦めていた。

　だが、ゆっくりと少しずつ、その進路が傾かたむき始める。

　そして、ギリギリ堤防をかすめるかのような航こう跡せきを描えがいて……。

　巨大な破壊兵器は沖おき合へと姿を消していった。




ドラン：達成値29で成功！

アキナ：よかった……。

ＧＭ：ドラン・ザムは進路を変更し、沖を目指して進み始めます。

マルセル：では、沖合でドラン・ザムを爆破して、街に帰ろう。

一同：了解。

アキナ：なんとか勝ったぁ～。




　エンジェルファイヤーは、いつ爆発するとも限かぎらないドラン・ザムを沖合で爆破……。




[image: ]




　ドランの《フライト》で船を離はなれ、迎むかえに来たアランの船に乗のり込こんだ。

　こうして、一同はヘクスフォードの街へ帰き還かんしたのであった。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆かけがえのないもの……




　大だい災さい害がいをかろうじて回避したヘクスフォード。

　今回の一件に関わった面々が酒場に集い、互たがいの無事を喜ぶ宴うたげが催もよおされる。

　皆みなが歌い、騒さわぐその真ん中で、アキナは今回守り抜いたものを実感していた。




ＧＭ：では、エンディングを始めましょう。今回関係した人々と会話しておきたいんで、酒場で酒しゆ宴えんでも開いているという状況でいこうと思います。

アキナ：了解です。

マルセル：全員、そこに居ていいか？

ＧＭ：ＯＫです。今回の一件は、バルムンクが絡からんでいたので、その部分はおおやけにはされません。

ギィ：小しよう悪あく党とうのマウザーと悪あく徳とく商人ゴルドレイが仕し組くんだ陰謀ってとこで落ち着くわけだな。

アキナ：マルセルさんがそういう手を打ってたしね。

ＧＭ：そのうえで、レナドやアランら事じ件けんに近い人たちは、みなさんの活かつ躍やくがヘクスフォードを救ったことを理解しています。みなそれぞれ、あなたがたを称たたえます。

ギィ：ほほう。

ドラン：まあ、バルムンクの件は、一いつ般ぱんに広めると色々問題がありナリ。そんなこと二話でナヴァールが言っていたし……。




　と、その場へ現あらわれたのはクライヴ。騒そう動どうに責せき任にんを感じているのか、すまなそうにアキナに声をかける。




ＧＭ：クライヴがアキナに話しかけます。「その、今回はすまなかった……」と。

アキナ：あ、でもいいんですよ、もう。

ＧＭ：「そうは言うが、ゴルドレイに騙された俺はあんたらに迷めい惑わくをかけちまった……」

アキナ：気にしないでください！　むしろ、クライヴさんがアランを大事に思っていてくれてて助かりました。

ＧＭ：「どういうことだ？」クライヴはよくわかってない、という表ひよう情じようです。

アキナ：おかげで、人には金以外にも大切なものがあるんだって……ゴルドレイの言っていることが間違ってるって……確かく信しんできたんです。

ＧＭ：「そうか、何があったかはよく分からんが、お嬢じようちゃんが本心からそう言ってるのはなんとなく伝わるぜ」

ギィ：クライヴ、さすがに見る目があるじゃねぇか。

ＧＭ：そして彼は照れているのか、ややぎこちなく宣言します。「ここの払はらいは俺持ちだ。迷惑をかけたわびと思って欲ほしい。かまわないから、料理も酒も好きなだけ楽しんでくれ」




　クライヴの呼よびかけに、場はさらに盛もり上あがり、店のあちこちで乾かん杯ぱいの声があがる。




ドラン：ふ、アキナさん。食たべ過すぎに注意ナリ。

アキナ：そうだね……せっかく綺き麗れいな服も買ったし……って、もうドランさんってば！（笑）あ、あとアル兄様と天てん狗ぐ仮か面めん様にもお土産を買っていかないと！

ドラン：天狗仮面……って誰ナリ？（笑）

アキナ：あ、みんなには内ない緒しよだっけ？　秘ひ密みつです……（笑）。

ギィ：その設せつ定てい、まだ生きてるのか（笑）。

ＧＭ：と、今度はアランがマルセルに「ありがとう、マルセル」と声をかける。

マルセル：まあ、お前の職しよく場ばがなくならなくて良かった。

ギィ：確かに街全体がなくなっちまえば、そうなるな（笑）。

アキナ：あ、ローズマリーとの件はどうなったのかな……。レナドさんに聞いてみます。




　そう、問われたレナドはアキナに、なんとも複ふく雑ざつな表情を見せた。




ＧＭ：「交こう際さいは認みとめてやろう。だがひとかどの人物として自立できなければ結けつ婚こんは認みとめられんな」みたいな感じで厳きびしい親父を演えんじつつ、返事をするレナド。

アキナ：よかった！　なら港で働く人のまとめ役のアランさんはひとかどの人物ですよね。

ＧＭ：「ぐ、アキナちゃんにはかなわないなぁ」と厳しい顔を崩くずし、笑いながら答えます。

ギィ：じゃあ、俺はクライヴを説得するぜ……。「なあ、アランとローズマリーを認めてやれよ。あんたも色々あるんだろうが、メルトランド人にもいいやつはいるんだぜ。あんたをゴルドレイから守ったのはメルトランドの娘だ。そうだろ」

ＧＭ：「ああ、お前らのリーダーは大した女だ。メルトランド人がみんな敵だ、とはオレももう思っちゃいねぇ」とクライヴ。

ギィ：へ、話がわかるじゃねぇか。

ＧＭ：「だが、違ちがう国同士の人間が結ばれるのには色々苦労があるのも事実だ。そのうえでアランが好きで背せ負おい込こむ苦労なら、俺が口出しすることはない」クライヴも多少心配しながらも、この件について異い存ぞんはないようです。

アキナ：ふたりなら大丈夫。これで決まりだね！
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ＧＭ：近くにいたローズマリーは成り行きを知って「ありがとうアキナちゃん！」ととても喜びます。

ドラン：そんな様子を見ながら、私は、ひっそりとカウンターに座すわりまして、今回散っていった兄弟たちのことに思いを馳はせつつグラスを傾かたむけます。

ギィ：確かに、ドランの同型機がこれほどいるとはな。色々、秘密がありそうだが……。

ＧＭ：それが分かるかどうかは、今後の展開しだい。ということで、アランとローズマリーを冷やかすように、「結婚」を祝福する曲が吟ぎん遊ゆう詩人から流され……。

ギィ：「早すぎるっ！」ってレナドが言うんだろ。

アキナ：ふたりなら、幸せになれるよ……必ず。




　こうして、ヘクスフォードを巡めぐるバルムンクの陰謀は砕かれ、人々はひと時の幸福な時間を享きよう受じゆする。

　笑いさざめく人々を見ながら、アキナもまた大きな喜びを感じるのであった……。







◆Ending 02◆闇やみの足あし跡あと




　主を失い、活動を停止したゴルドレイ商会。現げん在ざいはレイウォールの当局の管理下にある。

　将しよう来らい的てきに、どこかの大商人に売ばい却きやくされることになるのだろう……。

　いずれ消えていく運命のこの商会に、マルセルは今少し用があった。




マルセル：突とつ然ぜんですまないが……ＧＭ、私はもうひとつシーンを用意してほしい。ゴルドレイ商会の支し店てんを調ちよう査さしたいのだ。

ＧＭ：というと？

マルセル：今回の件けんのゴルドレイの目的は、連合王国をつぶすこと。その手しゆ段だんとして、ヘクスフォードの港での破壊工作が行われたわけだ。

ＧＭ：連合王国に流れる食糧、およびその窓まど口ぐちの破壊という狙いでしたね。

マルセル：だが一方で、ゴルドレイは別口でさらに食糧の買かい占しめを行なってもいた。主目的を達成するためだけなら、不必要な行こう為いだ。これがやや不自然と言ってもいい。

アキナ：純じゆん粋すいに儲もうけたかった……とか？

マルセル：それだけならいいのだがな……。おそらく、バルムンクのやることだから、何かの意味があると考えた方が自然だろう。それから、誰にも知られずにこっそり行きたいので、ギィに手引きしてもらいたい。

ギィ：おもしれぇ、いっしょに行くぜ。

ＧＭ：では、ゴルドレイ商会の支店は今回の一件でレイウォールの当局に目をつけられ、管理下にあるとします。そのうえで、ギィの手引きで、夜間無事に進入しました……。

ギィ：レイウォールの管理下か、下手すりゃヒューバードと繫つながってるんだから、作戦が失敗したら押おさえに来るだろうよ。

マルセル：証しよう拠こが残っていればな……。と、そういう類の物を探さがしに来たわけだが……。

ギィ：違ちがいねぇ（笑）。




　しばしの探たん索さくのあとに、重要書類が収おさめられていそうな金庫を見つけるふたり。




ＧＭ：いかにも怪しい金庫を見つけます。エンディングなんで、鍵かぎ開けの判定はなしで。

ギィ：いかにも怪しい……ねぇ（笑）。ガチャガチャッとやって開くぜ。

マルセル：中を見てみる。そして、そこには……




　そこには、恐おそるべき秘密が記された書類が入っていた……。




アキナ：何が入っていたんですか？

マルセル：それは、ここではわからない（きっぱり）。とにかく私は白羽扇以外にもナヴァールに土産を持って行く、ということで。今後『サガ』シリーズで拾ってくれればいい。

ギィ：（大笑いしつつ）なるほど！　ナヴァールなら、その情じよう報ほうをうまく使うよな（笑）。

ＧＭ：なるほど。では、この情報は『無印』の続ぞつ刊かんで解かい放ほうする形でお願いします。

ドラン：ちょっ!?（笑）　なんだ、その無茶振りはよ！（←『無印』の著ちよ者しや）

アキナ：菊きく池ち先生、がんばってくださいね！（笑）

ドラン：おい――っ!?（笑）




　実際にこの情報が『無印』で明らかになるかはさておいて……（笑）。

　バルムンクの陰謀は、目に見えぬ形で、大陸全土に拡ひろがっているのは間ま違ちがいない。

　ようするに……。

　エンジェルファイヤーの戦いはまだまだ続くのである。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

第四話「ヘクスフォードの恋こい」

―ＦＩＮ―













あとがき






　みなさん――。

　あれから色々ありましたが……。




　私わたしは――相変わらず「死の行進デスマーチ」続行中です（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ②　愛はお金で買えません！』

　いかがでしたでしょうか。

　二大国に攻せめ込こまれ、国の存そん亡ぼうの危き機きを背はい景けいとした第一巻かん、『死んで花実が咲さくものか！』。

　第二巻では、それから少々時が過すぎ、メルトランドと連合して新しい体たい制せいを築きずいたフェリタニアがお話の舞ぶ台たいとなっています。

　大きな戦せん乱らんのあと、停戦条じよう約やくも結ばれ、国内の充じゆう実じつが図られていく。歴史シミュレーションゲームで言えば〝内ない政せいのターン〟にあたるエピソードが、第二巻『愛はお金で買えません！』ということになります。

　内政、と聞いて地味なお話を想そう像ぞうされるかもしれません。ですが、戦乱を扱あつかった物語では、大きな戦いの前に、こういったお話がしばしば描えがかれます。比ひ較かく的てき平へい穏おんな時期の世界や人物をしっかりと描えがくことで、将来的におこる激戦との落差でお話を盛もり上あげるのです。戦記物として〝サガ〟でも扱あつかいたいテーマでした。

　そしてアキナたち、エンジェルファイヤーは戦いの専せん門もん家か。彼かの女じよたちが大いに活かつ躍やくする仕し掛かけは当然用意されています。本文をご覧らんになった方はご存ぞんじかと思いますが、未読の方には、ぜひお楽しみいただければ、と思います。




●第二巻の発売にあたって

　ここで『デスマーチ』の第二巻発売と、それにともなうあれこれについて少々。

　当初、本作はシリーズ化する予定がなかった、というのは第一巻のあとがきに書いたとおりです。そのうえで、成せい績せきがよければシリーズ化を検けん討とうしていただけるというお話でした。

　そしてこの早春、売り上げ好こう評ひようにつき、めでたくシリーズ化が正式決定しました。

　この結果は『アリアンロッド・サガ』の読者の皆みな様さまからの応援のおかげです。本当にありがとうございます。

　さてこの第二巻の刊かん行こうにあたっては、富ふ士じ見み書しよ房ぼうの編へん集しゆうＫ４さんから「いつ書いてもらってもかまわない」……というありがたいお言葉をいただきました。

　その言葉を受けた私は、即そく座ざに「可か能のうな限かぎり早い発売」と、「宣せん伝でんとしてゲーマーズ・フィールド誌し（以下：ＧＦ誌）の四月発売号への本リプレイ冒ぼう頭とうの掲けい載さい」をお願いしたのです。

　というのも、実はその当時Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の作品をサポートするＧＦ誌の編へん集しゆう長ちようも務つとめる私はある問題を抱かかえておりまして。

　その問題とは『アリアンロッド・サガ・リプレイ』の著ちよ者しや菊きく池ちたけしの、ＧＦ誌における連れん載さいリプレイの休きゆう載さいでした（過か密みつ日につ程ていを解かい消しようするための休養が理由）。で、その穴あな埋うめに頭を悩なやませていた私が、これ幸いと飛びついたのが『デスマーチ』のシリーズ化決定のお話。

　シリーズ化する以上、しっかりとしたアピールをしたいという狙ねらいと、ＧＦ誌で読み物記事を用意したいという事じ情じようがここに融ゆう合ごう。『デスマーチ』第二巻冒ぼう頭とう部ぶの先行掲載というアイデアに結実したのです。このあたりの経けい緯いは発売中の『ＧＦ14―４』の『デスマーチ』先行掲載版ばんに、より詳くわしく掲載されています。

　このような、制せい作さく過か程ていでの無茶なイベントが発生するのが、『デスマーチ』らしいといえば、そう言えるのかもしれません（あまり伝でん統とうにしたくはないですが）。

　ともあれ、『デスマーチ』のシリーズ化にＧＯを出していただいたばかりか、このような急なお願いを快こころよく了りよう解かいしてくれた、富士見書房のＫ４さんには感かん謝しやの言葉もございません。




　では、ここからは作品内ない容ようについて触ふれていきましょう。

　ネタバレにあたるシナリオのギミックなどについての解かい説せつがありますので、未読の方はまず本ほん編ぺんからご覧になっていただけるよう、お願いします。




●第三話　黄金は眠ねむらないについて

　本書冒頭の私がシナリオについて悩なやむエピソードで書いたとおり、今回の発想きっかけとなった銭ぜに形がた平次は「お金を武ぶ器きとして戦う」キャラクターです。既すでに説明したとおり、〝内政〟が今回のテーマであるので、お金を使う敵てきキャラは相あい性しようがよさそうに思えました。

　そこから思考を展てん開かいさせて誕たん生じようしたのが今回のボスキャラクター〝黄金〟のゴルドレイです。その武器は「財ざい力りよく」。このいわゆる経けい済ざいバルムンクのゴルドレイは、鉱こう山ざんや貨か幣へい鋳ちゆう造ぞう施し設せつへのテロ行こう為いを進めつつ、隠かくれて経けい済ざい的てきな乗っ取りをフェリタニアへ仕し掛かけます。戦争という大イベントのない時期に、どれだけ大ネタを仕し込こめるかを考えた結果の産物でした。

　元ネタから参考にしたギミックについてプレイヤーが知ち識しきがあったこともあり、想定より早く仕掛けを解とき明あかされ、ＧＭとしてはちょっと焦あせった部分もありました。

　そのうえで、より描えがきたかったのは目に見えない戦い。第三話のアキナたちとユウナの戦いは、大きな視し点てんで見ればナヴァールとヒューバード（ゴルドレイ）の戦いの縮しゆく図ずです。戦場で軍隊がぶつかることなく進んでいく国家レベルの攻こう防ぼうは、アルディオンの戦乱を描くうえで新たなバリエーションを提てい示じしうるものでしょう。特に、実じつ際さいにアルディオンでセッションを楽しんでいる方に、戦乱でない時期を扱あつかうシナリオ作成の参考になれば幸いです。




●第四話　ヘクスフォードの恋こいについて

　前回は挨あい拶さつだけだったゴルドレイと本ほん格かく的てきに対決することになるのが、この第四話。

　ヘクスフォードを舞台とし、『デスマーチ』としては初めて舞台がフェリタニアから外に出ることになりました。

　さて、お話に恋れん愛あい要よう素そを取り入れたのは、華やかさが欲ほしかったこともあります。

　加えて〝金〟を武器とするゴルドレイと対決するうえで、アキナの側にも異ことなる考え方を持って欲ほしいという希望がありました。アキナのプレイヤーの酒さか井いさんが、そのあたりを拾って、ゴルドレイとの対決をうまく盛もり上あげてくれたのは感心することしきりでした。

　特にマウザーのアジト。当初クライヴはここで息いき絶たえている予定でした（ゴルドレイの非ひ情じようさの演えん出しゆつとして）。ですが、アキナとゴルドレイの対決が盛もり上あがっていると感じた私はクライヴを助けるチャンスを得るようにシナリオを調整しました。金の力に操あやつられた人々の象しよう徴ちよう、クライヴを救うこと。それは、アキナがゴルドレイに対して真の勝利を得るには欠かせない試練だ……と考えたからです。

　そして、アキナは見事にクライヴを救ったのです。




●そのほか

　今回も投とう稿こう者しやのみなさんのキャラクターを多数登場させていただきました。その幅はば広ひろいアイデアが溶とけ込こみ、本書の魅み力りよくは確かく実じつに増ましています。どうもありがとうございます。

　なお、投とう稿こうキャラクターの募ぼ集しゆうは継けい続ぞく中です。詳しくは、巻かん末まつをご確かく認にんください。

　イラストレーターの猫ねこ猫びよう 猫ねこさんにも前ぜん巻かんに引き続き大変素す晴ばらしい仕事をしていただきました。キャラクターたちの豊ゆたかな表ひよう情じようは本リプレイの大きな魅力です。

　プレイヤーのみなさんにもあらためて御おん礼れいを。

　回を重ねるごとに表情豊ゆたかになるドランは、菊池たけし氏のプレイヤーとしての演えん出しゆつ力りよくを再さい認にん識しきさせられます。鈴吹太た郎ろう氏のギィはますます渋しぶく、ギルドの中で存そん在ざい感を発はつ揮きしてくれています。たのあきら氏のマルセルは軍ぐん師しとしての活躍もさることながら、〝裏うら目め〟へのこだわりは脱だつ帽ぼうするばかり。白羽扇せんの一件けんは涙なみだなくしては読めません（笑）。

　そして、酒井香か奈な子こさん。主人公、アキナの熱の入ったプレイはもちろん、〝天てん狗ぐ〟などに見られる要所での場を持っていく力。あらためてその魅力に感謝です！

　今後も「死の行進」は続きます。ぜひ四人の次の冒ぼう険けんをお楽しみください。





二〇一〇年五月二三日

田中信二
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